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Ⅰ 行政評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 



１ 行政評価の概要 

（１） 行政評価とは 

行政評価は、行政サービスの現状と課題を分析することで、改善につなげる手法です。 

行政活動を評価し（ＣＨＥＣＫ）、事業を見直し（ＡＣＴＩＯＮ）、計画や予算へ反映し（ＰＬＡＮ）、次の事業を

実施する（ＤＯ）、「ＰＤＣＡサイクル」を循環することで、効果的・効率的で成果重視の行政運営を推進しま 

す。 

また、評価の結果を公表することによって、市民への説明責任を果たすとともに、職員の意識改革にも結 

び付けるものです。 

 

（２） 本市の行政評価 

事務事業等を実施するに当たっては、市民に対して、「どのような目標のもと、どれだけのコストをかけて、

どのような成果をあげたか」を表すなど、可視化することで、分かりやすく説明するなど、目指すべき都市像

の実現に至るプロセスを明確に伝えることが重要であり、同時に、市政運営上、最上位に位置付けられる総

合計画を効果的・効率的に推進するため、その施策体系に基づき進行管理を行うことが重要となっていま

す。 

本市においては、平成２１年度から、財務会計と連動した行政評価システムを段階的に導入し、２３年度

には「高松市行政評価システム基本方針」に基づき、施策評価及び事務事業評価を本格実施し、より広い

観点から、まちづくりの進捗状況を客観的な評価項目である成果達成度評価等により把握しながら、更なる

事務事業等の改革・改善に取り組んできましたが、方向性評価、環境変化対応評価等について、主観的な

色合いの濃い評価結果となっていると捉えられる面もありました。 

このようなことから、「第６次高松市総合計画」の策定に合わせて、行政評価システムの再構築を行い、①

成果に重点を置いた客観的評価の導入、②図やグラフを用いた見やすい評価表の作成、③評価事務の効

率化、を図りました。平成２９年度からは、この新しい行政評価システムにより評価を実施し、「第６次高松市

総合計画」の的確な進行管理を実現します。 

 

（３） 行政評価の仕組み 

  「第６次高松市総合計画」は、本市の目指すべき都市像「活力にあふれ 創造性豊かな 瀬戸の都・高松」

を実現するため、６つのまちづくりの下に、「政策」、「施策」、「基本事業」、「事務事業」の４つの階層によって

体系が構成されており、評価はこの体系に基づき、政策から事務事業までの階層で実施します。 

各階層間は、上位と下位が目的（上位）、手段（下位）の関係になっており、上位への貢献度を計ることによ

り、一元的な行政評価の仕組みを目指します。 
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２ 平成２９年度行政評価の概要 

(１) 政策評価 

ア  評価の対象・評価者 

(ア) 対象 

第６次高松市総合計画に定める全政策 

(イ) 評価者 

市長 

イ  評価の方法 

各政策について、評価者が、関係局と協議・調整を行い、評価を実施しました。また、評価結果について

は、政策的判断等を行う会議において報告し、確定しました。 

ウ  評価項目 

政策評価は、下位の施策評価結果の集計値を基に、補足評価を加味して総合評価とします。 

区 分 評 価 項 目 

下位の施策評価 下位の施策評価結果（総合評価）の平均得点率 

補足評価 施策単体だけでは測れない政策全体の成果を補足 

エ 総合評価の評価基準 

     各評価項目の得点を合計して得点率を算出し、下記の区分に分類します。 

得点率  86％～ Ａ 

得点率 71％～85％ Ｂ 

得点率 56％～70％ Ｃ 

得点率 ～55％ Ｄ 

     ※下位の施策評価の平均得点率の算出に当たっては、小数点以下切り捨てとします。 

   オ 政策評価の結果は以下のとおりとなりました。 
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(２) 施策評価 

ア  評価の対象・評価者 

(ア) 対象 

第６次高松市総合計画に定める全施策 

(イ) 評価者 

各施策に置かれる評価担当局の局長 

イ  評価の方法 

各施策について、評価者が、関係局と協議・調整を行い、実施しました。また、評価結果については、政策

的判断等を行う会議において報告し、確定しました。 

ウ  評価項目 

施策評価は、成果指標の達成度を得点化した客観的評価をもって、総合評価とします。 

区 分 評 価 項 目 

成果の達成度 施策ごとに設定する成果指標（最大３指標）の達成度を得点化 

エ 総合評価の評価基準 

施策ごとに設定する成果指標の達成度を得点化して得点率を算出し、下記の区分に分類します。 

得点率  86％～ Ａ 

得点率 71％～85％ Ｂ 

得点率 56％～70％ Ｃ 

得点率  ～55％ Ｄ 

※得点率の算出 

１つの成果指標について達成度を３０点満点で得点化し、得点率を算出します。 

    （例１）「成果指標① 達成度 75.6％」「成果指標② 達成度 90.5％」の場合 

→ 22 点（30 点×75.6％）＋27 点（30 点×90.5％）＝49 点 

49 点÷0.6＝81％・・・・よって総合評価「Ｂ」 

（例 2）「成果指標① 達成度 75.6％」「成果指標② 達成度 90.5％」「成果指標③ 達成度 99.5％」の場合 

→ 22 点（30 点×75.6％）＋27 点（30 点×90.5％）＋29 点（30 点×90.5％）＝78 点 

78 点÷0.9＝86％・・・・よって総合評価「Ａ」 

   オ 施策評価の結果は以下のとおりとなりました。 
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(３) 基本事業評価 

ア  評価の対象・評価者 

(ア) 対象 

第６次高松市総合計画に定める全基本事業のうち下位の事務事業が全て評価対象外であるものを除 

いたもの 

(イ) 評価者 

上位の施策の評価担当局の局長 

イ  評価の方法 

各基本事業について、評価者が、関係局と協議・調整を行い、評価を実施しました。また、評価結果につ

いては、政策的判断等を行う会議において報告し、確定しました。 

ウ  評価項目 

基本事業評価は、下位の事務事業評価結果の集計値をもって総合評価とします。 

区 分 評 価 項 目 

下位の事務事業評価 下位の事務事業評価結果（総合評価）の平均得点率 

エ 総合評価の評価基準 

各評価項目の得点を合計して得点率を算出し、下記の区分に分類します。 

得点率  86％～ Ａ 

得点率 71％～85％ Ｂ 

得点率 56％～70％ Ｃ 

得点率  ～55％ Ｄ 

※下位の事務事業評価結果の平均得点率の算出に当たっては、小数点以下切り捨てとします。 

   オ 基本事業評価の結果は以下のとおりとなりました。 
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(４) 事務事業評価 

ア  評価の対象・評価者 

(ア) 対象 

第６次高松市総合計画に定める事務事業のうち、評価対象外事業を除いた全事務事業 

(イ) 評価者 

事務事業を所管する局長 

イ  評価の方法 

事務事業を実施する所属長が一次評価を実施し、事務事業を所管する局長が二次評価を実施して、評

価表を作成しました。 

ウ  評価項目 

事務事業評価は、成果指標の達成度を得点化した客観的評価と、妥当性、有効性、効率性の各区分の

主観的評価の合計値をもって総合評価とします。 

【客観的評価】 

区 分 評 価 項 目 

成果の達成度 事務事業ごとに設定する成果指標（最大２指標）の達成度を得点化 

【主観的評価】 

区 分 評 価 項 目 

妥当性評価 
市民ニーズや社会情勢を考慮した、事業の目的や手法の妥当性 

（市長マニュフェストや議会答弁との整合性） 

有効性評価 
上位施策目標及び住民福祉の向上への貢献度 

（未対応分野への取組、協働・連携） 

効率性評価 費用対効果（財源確保やコスト縮減） 

エ 総合評価の評価基準 

   事務事業ごとに設定する成果指標の達成度を得点化した後、各評価項目の得点を合計して得点率を算

出し、下記の区分に分類する。 

得点率 86％～ Ａ 

得点率 71％～85％ Ｂ 

得点率 56％～70％ Ｃ 

得点率 ～55％ Ｄ 

※得点率の算出 

１つの成果指標について達成度を 35 点満点で得点化し、得点率を算出する。 

    （例）「成果指標① 達成度 85％」「成果指標② 達成度 65％」で主観的評価 3問の得点がそれぞれ「10点、

7 点、4 点」の場合 

→ 29 点（35 点×85％）＋22 点（35 点×65％）＝51 点 

10 点 + 7 点 + 4 点 ＝ 21 点 

51 点 + 21 点 ＝ 72 点＝72％ ・・・・よって総合評価「Ｂ」 
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   オ 事務事業評価の結果は以下のとおりとなりました。 

カ 今後の方向性評価の結果は以下のとおりとなりました。 
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３ 平成２９年度行政評価結果の総括 

（１）  総合評価結果について 

政策評価では、全２１政策のうち２０政策（９５．２％）が比較的高評価のＡ・Ｂ評価となった一方、「基本

的人権を尊重する社会の確立」の１政策がＤ評価となりました。また、施策評価では、全６０施策のうち 

５５施策（９１．７％）が比較的高評価のＡ・Ｂ評価となった一方、「平和意識の普及・高揚」、「河川・港湾

の整備」、「生活衛生の向上」の３施策がＤ評価、「消防・救急の充実強化」、「健康づくりの推進」の２施

策がＣ評価となりました。 

基本事業評価では、評価対象事業の９４．５％が比較的高評価のＡ・Ｂ評価となった一方、５．５％が

Ｃ・Ｄ評価となりました。また、事務事業評価では、評価対象事業の９２．３％が比較的高評価のＡ・Ｂ評

価となった一方、７．７％がＣ・Ｄ評価となりました。 

事務事業の今後の方向性評価については、評価対象事業のうち８７．２％が「拡充」・「継続」、９．５％

が「改善継続」・「縮小」となる一方で、３．３％が「統合」・「完了」・「廃止」となっています。 

（参考）  比較的低評価となった施策に関する市民満足度調査結果 

（２）  今後の取組について 

各階層における客観的評価の実施により、第６次総合計画の進捗状況を的確に把握するとともに、

外部評価である市民満足度調査結果も踏まえながら、各施策がより効率的・効果的に実施できるよう、

施策・事業の優先順位や重点配分の決定、事務事業の改革・改善等を含めた継続的な見直しに取り組

んでいく必要があります。 
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Ⅱ 行政評価調書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 

１ 政策評価表の「（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値」欄及び施策評価表の

「３ 市民満足度調査の状況」欄については、当該年度の市民満足度調査結果から、各施策に対する「満

足」と「やや満足」を合わせた「満足度」、「やや不満」と「不満」を合わせた「不満度」及び「重要」と「や

や重要」を合わせた「重要度」を記載しています。 

    ※ （参考）施策全体の満足度２４．７％、施策全体の不満度１７．５％ 

 

２ 施策評価表の「２ 施策の成果状況」中、「指標のうごき」の欄は、次の基準により表示しています。 

   ・成果の達成度 １００％以上         晴れ 

・成果の達成度  ９０％以上１００％未満  薄日 

・成果の達成度  ６０％以上 ８０％未満  小雨 

・成果の達成度  ６０％未満         雨 

   ※ 成果の達成度は、当該年度の目標値に対する実績値の割合により算出しています。 

 

３ 施策評価表の「６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況」中、基本事業の「（総合評価）」の欄につ

いて、配下の事務事業が全て評価対象外の場合は空欄としています。 

※ 事務事業のうち、内部事務や裁量の余地のない事業など一定の要件に該当する事業については、評価

対象外としています。 
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 31.6% 14.2% 74.6%

子育て家庭への支援 31.8% 15.5% 74.7%

子どもの成長への支援 31.4% 12.9% 74.5%

平均 88% Ａ

　子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実に向けて、２施策に取り組んだ。
　「子どもの成長への支援」では、設定する３つの成果指標のうち、認定こども園数において幼稚園からこども園への移
行を予定していた施設の整備が１年遅れたことなどから目標に届かなかったものの、他の２つの指標については目標を達
成又は概ね達成しており、施策の得点率は８４％となった。
　「子育て家庭への支援」では、設定する３つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８８％となり、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考
えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

子育て家庭への支援 92% Ａ

　子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実を図るため、母子の健康の確保と増進、病気の予防や早期発見への取組に加
え、子どもの生きる力を育てる教育や体験学習環境の整備・充実に努めるとともに、障がいのある子どもや様々な理由に
より配慮が必要な子どもを始め、全ての子どもが、地域の中で安心して生活し、成長・自立していけるよう、子どもの成
長への支援に努めます。
　また、子育て家庭が孤立することなく、心身ともにゆとりをもって子育てができるよう、地域社会全体で支援するとと
もに、男女が共に仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を実現できるよう、子育て家庭への支援に努めます。

施策名 得点率 総合評価

子どもの成長への支援 84% Ｂ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 健やかにいきいきと暮らせるまち 総合評価

政　策 子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実 Ａ
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

健やかにいきいきと暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実

子どもの成長への支援

健康福祉局

子育て支援課

839-2354
Ｂ

　市内の１８歳未満の児童及びその保護者 　全ての子どもの健やかな成長を社会全体で支え、子どもを
生み育てやすいまちづくりを推進する。

１歳６か月児健康診査受診率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

93.1 93 95

　受診率は、目標値に達した。
　健診受診により、必要な支援へつながり、保護者の育児に関する不
安や負担を軽減できている。

％100.1

点30

認定こども園数
施設

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

5 11 12

　幼稚園から認定こども園への移行を予定していた施設が施設整備補
助金を活用することになり、整備が１年遅れたことなどにより、目標
が達成できなかった。

％62.5

点18

自立支援プログラム策定者の就職率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

77.9 84 90

　目標値には達しなかったが、就職件数としてカウントされないプロ
グラム策定者の中には、当初転職を希望していたものの結果的に継続
就労を選択した者や、専門性の高い職に就くため、学校に通い始めた
者等が含まれており、就労支援という点において、一定の役割を果た
すことができている。

％96.2

点28

13

31.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）13 31.4
0

44

12.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）44 12.9

0

13

74.5

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）13 74.5

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

6,712,250 7,115,778 12,390,102 6,658,698

3,837,308 3,842,237 4,104,969 272,934

10,549,558 10,958,015 16,495,071 6,931,632

　子どもの健やかな学びを支援するために、子ども一人一人の発達段階に応じた質の高い教育・保育を安定的に提供することが必
要である。
　また、地域ぐるみでの子育て支援の充実が求められていることから、様々な形態や種類の子育て支援団体との相互交流とネット
ワークづくりや連携強化など、体制強化が必要である。

　平成２７年３月に策定した、「子ども・子育て支援推進計画」に基づき、子どもの心身の健やかな育ちへの支援、健やかな成長
を促す学びへの支援、配慮を要する子どもと保護者への支援などに取り組むことにより、子どもの成長と子育てを社会全体で支援
していく。
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

子どもの心身の健やかな育ちへの支援
Ａ

母子健康相談事業
％91 Ａ 継続

各事業参加者数
％93.7

こんにちは赤ちゃん事業（新生児訪問指導）
％85 Ｂ 継続

新生児訪問指導の未把握数

訪問実施率

％76.3

％92.0

（評価対象外）妊婦・乳児及び歯科健康診査事業

（評価対象外）幼児健康診査事業

不妊治療費助成事業
％82 Ｂ 継続

特定不妊治療件数
％84.5

各種医療給付事業
％93 Ａ 継続

各事業の給付件数
％97.0

妊娠期からの子育て世代包括支援事業
○ ％94 Ａ 拡充

把握しているハイリスク妊婦のうち支援につながった

割合
％153.4

（評価対象外）こども未来館管理運営事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

健やかな成長を促す学びへの支援
Ａ

私立保育所・幼稚園等施設整備補助事業
○ ○ ％88 Ａ 継続

待機児童数（４月１日現在）

大規模修繕実施施設対象児童数

％84.9

％100.0

公立保育所・幼稚園等施設整備事業
○ ○ ％94 Ａ 継続

認定こども園対象児童数

大規模修繕実施施設対象児童数
％100.0

こども未来館整備事業
○ ○ ％97 Ａ 完了

こども未来館（仮称）整備進捗率
％100.0

保育所・幼稚園等への芸術士派遣事業
○ ○ ％90 Ａ 継続

芸術士派遣事業実施施設の満足度
％95.0

（評価対象外）幼稚園管理運営事業

（評価対象外）公立保育所等管理事業

（評価対象外）公立保育所等運営事業

年長児童の赤ちゃん出会い・ふれあい交流事業
％79 Ｂ 継続

結婚や子育てについて具体的にイメージできた生徒の

割合

事業後に結婚や子育てのイメージができたと変化した

割合

％100.7

％50.0

（評価対象外）新規採用保育教育士等実地研修指

導事業
○

私立認定こども園施設型給付事業
％82 Ｂ 継続

待機児童数（４月１日現在）
％84.9

私立幼稚園施設型給付事業
％82 Ｂ 継続

待機児童数（４月１日現在）
％84.9

子ども・子育て支援事業
○ ％100 Ａ 継続

みんなのひろば・プレイルーム利用者数
％350.8

こども未来館学習体験事業
○ ％100 Ａ 継続

こども未来館学習実施延べ人数
％124.1

高松市こども未来館等開館記念事業（こども未来

館分）
○ ○ ％100 Ａ 完了

企画事業入館者数
％130.0
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

配慮を要する子どもと保護者への支援
Ａ

（評価対象外）養育支援訪問事業

ひとり親家庭子育て支援事業
％90 Ａ 継続

利用時間数
％94.7

（評価対象外）児童家庭相談事業

（評価対象外）要保護児童対策事業

（評価対象外）児童扶養手当支給事業

ひとり親家庭等医療費助成事業
％90 Ａ 継続

（評価対象外）母子福祉資金等貸付事業

ひとり親家庭自立支援事業
％94 Ａ 継続

母子自立支援相談解決件数
％110.6

母子家庭等就業・自立支援事業
％83 Ｂ 継続

講座受講申込者数

ひとり親家庭等日常生活支援事業利用登録者数

％77.8

％115.0

（評価対象外）母子家庭等自立支援給付金事業

（評価対象外）母子生活支援施設運営事業

（評価対象外）子育て短期支援事業

ひとり親家庭無料職業紹介事業
％67 Ｃ 継続

自立支援プログラム策定件数

職業紹介件数

％63.3

％60.0

発達障がい児等支援事業
％97 Ａ 継続

発達障がい児等支援員配置率
％100.0
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

健やかにいきいきと暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実

子育て家庭への支援

健康福祉局

子育て支援課

839-2354
Ａ

　市内の１８歳未満の児童及びその保護者 　全ての子育て家庭が、心身共にゆとりをもって子育てがで
きる環境を整える。

子育て支援拠点施設設置割合
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

100 100 100

　教育・保育提供区域全てにおいて、子育て支援拠点施設を設置でき
ており、目標は達成できている。

％100.0

点30

放課後児童クラブ入会率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

93 99 100

　放課後児童クラブ教室を新たに７教室開設（直営５教室、民営２教
室）し、待機児童０へ向けた取組が推進できている。

％95.9

点28

保育施設等待機児童数（４月１日現在）
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

321 0 0

　「子ども・子育て支援推進計画」に基づき、認定こども園の創設等
により、受入れ枠を増やしたものの、それを上回る保育需要の伸びが
あったことや、保育士不足により、定員分の受入れができない施設が
あったため、目標が達成できなかった。

％84.9

点25

10

31.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）10 31.8
0

32

15.5

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）32 15.5

0

12

74.7

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）12 74.7

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

15,228,945 15,939,158 16,059,647 16,299,144

168,213 169,934 184,107 179,396

15,397,158 16,109,092 16,243,754 16,478,540

【健康福祉局】平成２８年版「少子化社会対策白書」（内閣府）によれば、女性の育児休業取得率は９割近くに達するなど、育児
休業や短時間勤務等の両立支援制度の成果が現れてきている一方、女性の就業状況を見ると、第１子出産を機に、依然として約５
割の女性が離職している現実があり、仕事と子育てが両立できる職場環境整備を、国・県・企業等と連携を図りながら、推進して
いくことが求められている。
【教育局】ボランティアや保健師等の連携・協力の下、引き続き、４か月児相談を活用したブックスタート事業を積極的に実施し
、読書活動の更なる推進が必要である。

　平成２７年３月に策定した、「高松市子ども・子育て支援推進計画」に基づき、地域における子育て支援や、子育てと仕事の両
立支援などに取り組むことにより、安心して子育てできる環境の充実を図っていく。

子育てと仕事の両立支援
Ａ

放課後児童クラブ事業
○ ○ ％92 Ａ 継続

放課後児童クラブ入会率
％99.8

放課後子ども教室事業
○ ○ ％87 Ａ 拡充

参加児童数

登録児童数

％90.8

％91.6

ファミリー・サポート・センター事業
○ ％94 Ａ 継続

ファミリー・サポート・センター事業利用件数

ファミリー・サポート・センター登録会員数

％119.4

％92.8

私立保育所運営支援事業
％82 Ｂ 継続

待機児童数（４月１日現在）
％84.9

認可外保育施設支援事業
％82 Ｂ 継続

待機児童数（４月１日現在）
％84.9

病児保育事業
％97 Ａ 継続

病児・病後児保育事業利用者数
％102.5

小規模保育事業等地域型保育給付事業
％82 Ｂ 継続

待機児童数（４月１日現在）
％84.9
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

地域における子育て支援
Ａ

地域子育て支援拠点事業（子育て支援課分）
％100 Ａ 継続

利用者数
％101.0

地域子育て支援拠点事業（こども園運営課分）
％100 Ａ 継続

地域子育て支援拠点事業相談件数
％124.4

児童福祉団体等補助事業
％94 Ａ 継続

親子ふれあいデー参加者数
％106.3

（評価対象外）児童厚生施設管理運営事業
○

（評価対象外）助産施設運営事業

（評価対象外）児童手当等支給事業

子ども医療費助成事業
％80 Ｂ 継続

（評価対象外）子育て相談事業

ブックスタート事業
％96 Ａ 継続

ブックスタートパックを配布した人数
％94.6

就園等奨励事業
○ ％90 Ａ 継続

待機児童数（４月１日現在）

子育て支援対策推進事業
％96 Ａ 継続

ネットワーク会議参加者総数

らっこネットアクセス件数

％139.1

％98.3

（評価対象外）健やか子ども基金管理事務

子育て世代親元近居等支援事業
○ ％87 Ａ 継続

事業成果世帯数
％88.0

多子世帯保育料等減免事業
○ ○ ％97 Ａ 継続

保育所・幼稚園等入所（園）児童数
％100.0
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 19.3% 18.9% 69.2%

生活困窮者等への自立支援 12.6% 19.9% 49.7%

地域包括ケアシステムの構築 23.9% 22.0% 80.3%

障がい者の自立支援と社会参加の促進 19.7% 15.4% 72.3%

地域福祉の推進 21.0% 18.1% 74.3%

平均 90% Ａ

　支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成に向けて、４施策に取り組んだ。
　「地域福祉の推進」では、設定する２つの成果指標のうち、指導監査における文書指摘がない社会福祉法人等の割合に
おいて大幅な改正のあった社会福祉法人制度への対応が十分にできていない法人が増加したことなどにより目標に届かな
かったものの、他の指標については目標を概ね達成しており、施策評価の得点率は８０％となった。
　「地域包括ケアシステムの構築」では、設定する３つの成果指標について目標を達成した。
　「障がい者の自立支援と社会参加の促進」では、設定する２つの成果指標のうち、福祉施設から一般就労への移行者数
において受入可能な企業が少ないことなどから目標に届かなかったものの、他の指標については目標を達成しており、施
策評価の得点率は８１％となった。
　「生活困窮者等への自立支援」では、設定する２つの成果指標について目標を達成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は９０％となり、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考
えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

生活困窮者等への自立支援 100% Ａ

地域包括ケアシステムの構築 100% Ａ

障がい者の自立支援と社会参加の促進 81% Ｂ

地域福祉の推進 80% Ｂ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 健やかにいきいきと暮らせるまち 総合評価

　支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成を図るため、ユニバーサルデザインの普及啓発や、福祉施設の適正な運
営など、地域福祉の推進に努めるとともに、高齢者が、住み慣れた地域社会で共に支え合い、健康で生きがいを持ち、尊
厳を保ちながら、安心して暮らし続けられる社会の実現を目指し、地域包括ケアシステムの構築に向けた取組を推進しま
す。
　また、障がい者の自己決定を尊重し、適切な意思決定等を行えるよう支援するほか、障がい者の個別性に応じた支援を
推進するとともに、ライフステージに応じた切れ目ない支援や、社会的障壁の除去と合理的配慮の普及に向けた取組を推
進するなど、障がい者の自立支援と社会参加の促進に努めます。
　また、生活困窮者等について、早期の自立に向けた支援等を推進します。

施策名 得点率 総合評価

政　策 支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成 Ａ
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１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）

２ 施策の成果状況

成
果
指
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①
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達成度
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成
果
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目　標
達成度

（達成度）
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成
果
指
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域福祉の推進

健康福祉局

健康福祉総務課

087-839-2372
Ｂ

　市民 　地域福祉の推進や福祉施設の適正な運営に関する各種事業
を展開し、みんなで支え合う地域福祉を推進する。

民生委員・児童委員の充足率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

98.3 100 100

　民生委員・児童委員は全国的に、なり手不足の状況ではあるが、一
斉改選に伴い、改選事務説明会を開催するなど、各地区コミュニティ
協議会長や地区民生委員児童委員協議会長に対し、各地区での候補者
の推薦を依頼することで、概ね目標を達成することができた。

％98.3

点29

指導監査における文書指摘がない社会福祉法人等の割合
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

41.2 65 70

　日頃から、社会福祉法人等への制度周知や実地監査を行い、適正な
運営を指導しているが、大幅な制度改正等があったことから、その改
正に十分対応できない社会福祉法人等が増えたため、達成度は６７％
程度にとどまった。

％66.5

点19

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

35

21

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）35 21.0
0

26

18.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）26 18.1

0

14

74.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）14 74.3

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

1,564,052 1,067,264 2,132,632 1,763,981

156,330 116,903 120,905 120,905

1,720,382 1,184,167 2,253,537 1,884,886

　市民の防災に対する意識啓発に努めるとともに、災害時要援護者台帳の整備や、災害時緊急物資の備蓄体制を強化していくこと
で、安全・安心なまちづくりを推進していく必要がある。

　引き続き、安全・安心に暮らせる福祉環境を実現することにより、みんなで支え合う地域福祉の推進に取り組む。

ユニバーサルデザインの普及・啓発
Ａ

ユニバーサルデザイン推進事業
○ ％87 Ａ 拡充

施策全体の満足度（市民満足度調査）
％87.9
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

社会福祉法人等の適正な運営

（評価対象外）社会福祉法人指導監督事業

（評価対象外）総合福祉会館管理運営事業

地域福祉活動の充実
Ａ

（評価対象外）社会福祉事業

（評価対象外）法外援護事業

社会福祉団体活動助成事業
％97 Ａ 継続

相談件数
％100.0

戦争犠牲者追悼式等事業
％94 Ａ 継続

追悼式参列者率
％100.0

災害援護事業
％97 Ａ 継続

災害時要援護者新規登録率
％104.0

（評価対象外）民生・児童委員活動支援等事業

（評価対象外）臨時福祉給付金給付事業
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346
Ａ

　高齢者等 　住み慣れた地域で、自分らしい人生を最後まで続けられる
よう、医療・介護・予防・生活支援・住まいなどが一体的に
切れ目なく提供される状態となる。

要介護者の在宅比率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

79.4 77.9 79.2

　在宅で生活している要介護認定者の割合は、目標値の７８％を
１．４ポイント上回っている。

％101.8

点30

自立高齢者率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

79.1 77 74.6

　介護・支援を必要としていない６５歳以上の高齢者の割合は、目標
値の７８．２％を０．９ポイント上回っている。

％101.2

点30

自立後期高齢者率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

61.7 58 57.3

　介護・支援を必要としていない７５歳以上の高齢者の割合は、目標
値の５９．３％を２．４ポイント上回っている。

％104.0

点30

26

23.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）26 23.9
0

13

22

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）13 22.0

0

4

80.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）4 80.3

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

1,946,820 2,432,365 1,931,836 2,223,392

432,835 451,318 455,751 286,954

2,379,655 2,883,683 2,387,587 2,510,346

　高齢者が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けるため、切れ目のない医療と介護の提供体制の構築を推進するほか、介護保険
サービス基盤の充実、介護予防の推進、地域全体で高齢者を支える体制づくりに取り組んでいる。
　今後においても、高齢者一人一人の状態に応じて、様々な支援が切れ目なく提供される環境づくりや、共に支え合う社会づくり
が求められている。

　高齢者が住み慣れた地域で、安全に自分らしい生活を送ることのできる生活環境を整備するため、高齢者の生活支援の充実や、
介護保険施設等の充実に努める。

在宅医療・介護連携の充実
Ａ

在宅医療・介護連携推進事業
○ ○ ％100 Ａ 継続

実施した事業数
％133.3
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

介護保健サービスの充実
Ａ

介護保険補助金等事業
％94 Ａ 継続

社会福祉法人等利用者負担減額の対象となる登録率
％100.0

生活支援・介護予防サービス提供体制構築事業
○ ○ ％97 Ａ 継続

体制構築進捗率
％100.0

住まいの整備・充実
Ｂ

（評価対象外）老人保護施設措置事業

高齢者住宅改造助成事業
％51 Ｄ 改善継続

高齢者住宅改造助成を行なった高齢者率
％45.0

高齢者住宅等安心確保事業
％94 Ａ 改善継続

生活援助員への相談件数
％149.7

軽費老人ホーム事務費補助事業
％97 Ａ 改善継続

入所者実数
％102.6

老人福祉施設整備支援事業
％97 Ａ 継続

補助金を交付した老人福祉施設数
％100.0
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

介護予防の促進
Ａ

（評価対象外）介護予防推進事業（地域包括支援

センター分）

介護予防推進等事業
○ ％97 Ａ 継続

教室参加者数（介護予防教室・認知症予防教室）

事業参加者数（元気を広げる人の活動・のびのび元気

体操等）

％149.6

％359.4

（評価対象外）介護予防支援事業
○

（評価対象外）認知症高齢者等対策推進事業

（評価対象外）介護予防推進事業（介護保険課分

）

（評価対象外）介護予防推進事業（地域包括ケア

推進室分）
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充 (1/2)
Ａ

敬老事業
％97 Ａ 改善継続

敬老事業参加率
％100.0

高齢者福祉通信機器貸与等事業
％82 Ｂ 改善継続

高齢者福祉通信機器貸与率
％94.0

在宅福祉サービス事業補助事業
％50 Ｄ 廃止

補助あり食事サービスの利用会員数
％54.8

在宅高齢者家族支援事業
％90 Ａ 継続

在宅認定者率（要介護４、５）
％95.8

寝たきり高齢者等支援事業
％96 Ａ 改善継続

施策に対する満足度（市民満足度調査）
％95.6

高齢者と施設の交流事業
％84 Ｂ 拡充

配食を受けた高齢者率
％87.3

高齢者と地域の交流事業
％93 Ａ 拡充

高齢者と地域の交流事業実施箇所
％96.8

軽度生活援助事業
％93 Ａ 継続

軽度生活援助利用率
％97.0

高齢者福祉タクシー助成事業
％97 Ａ 継続

タクシー助成券利用率
％108.2

老人クラブ活動助成事業
％93 Ａ 継続

老人クラブ会員数
％96.5

シルバー人材センター運営補助事業
％83 Ｂ 継続

シルバー人材センター会員数
％89.3

高齢者生きがいデイサービス事業
％85 Ｂ 改善継続

高齢者生きがいデイサービス登録率
％100.0

高齢者福祉施策推進事業
％90 Ａ 継続

施策に対する満足度（市民満足度調査）
％95.6

（評価対象外）老人福祉センター等運営事業

（評価対象外）地域包括支援センター運営事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充 (2/2)
Ａ

高齢者居場所づくり事業
○ ○ ％97 Ａ 継続

主観的健康感の維持向上率
％102.3

高齢者見守り事業
○ ○ ％92 Ａ 継続

見守り協定に基づく通報件数

見守り対象としたハイリスク高齢者のカバー率

％90.0

％88.6

介護相談員派遣等事業
○ ○ ％100 Ａ 拡充

介護相談員が受けた相談件数
％123.2

認知症ケア推進事業
○ ○ ％59 Ｃ 拡充

相談件数のうち、医療等のサービス支援につながった

数

訪問件数のうち、医療や介護サービス等につながった

実人数

％84.2

％11.1

地域ケア会議推進事業
○ ○ ％80 Ｂ 継続

地域ケア小会議（地域課題）を開催している地区の割

合

事業所等の介護支援専門員が事例提供した割合

％52.3

％107.0

瓦町健康ステーション事業
％97 Ａ 継続

瓦町健康ステーションの年間来場者数
％117.1
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

障がい者の自立支援と社会参加の促進

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333
Ｂ

　障がい者及び障がい児 　必要な障害福祉サービスに係る給付その他の支援を行うこ
とにより、障がい者及び障がい児が自ら選択した場所に居住
し、自立した日常生活を送ることができるようにします。

施設入所者の地域生活への移行者数（累積）
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

57 54 99

　障がい者の自立支援と社会活動への参加の促進を図るため、施設入
所者の地域移行を推進した結果、目標値を達成できた。

％158.3

点30

福祉施設から一般就労への移行者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

31 54 54

　障がい者の自立支援と社会活動への参加の促進を図るため、福祉施
設から一般就労への移行を推進したが、受入可能な企業が少なかった
こと等により、目標値を達成できなかった。今後、地域生活支援拠点
等を整備し、数値の改善を図っていきたい。

％66.0

点19

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

42

19.7

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）42 19.7
0

33

15.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）33 15.4

0

17

72.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）17 72.3

年度26 年度27 年度28

29



４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

8,455,525 8,713,323 9,311,274 9,206,463

217,740 222,446 196,181 177,311

8,673,265 8,935,769 9,507,455 9,383,774

　支援の対象となる障がいの多様化に伴い、障害福祉サービスコストの増加が予想されるため、より効果的なサービス提供につい
て検討する必要がある。

　障がいのある人が住み慣れた地域で安心して暮らし、積極的に社会活動に参加できる地域社会づくりを目指し、より一層効果的
で適正な施策の実施に取り組み、成果の向上を図る。

障がい者の社会活動への参加の促進
Ｂ

（評価対象外）障害者移動支援等事業

障害者地域活動支援事業
％94 Ａ 継続

利用人数
％104.4

障害者福祉タクシー事業
％94 Ａ 継続

タクシー助成券使用率
％102.2

障害者社会活動支援事業
％50 Ｄ 継続

障害者社会見学事業における参加者数
％38.8

福祉のまちづくり推進事業
％94 Ａ 継続

特定施設整備主に対する指導および助言数
％118.2

障がい者アートリンク事業
○ ％97 Ａ 継続

アートリンクに参加した障がい者（児）延べ人数
％191.2
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

障がい者の自立支援の促進 (1/2)
Ａ

発達障害者サポート事業
％97 Ａ 継続

障害児通所サービス受給者数
％101.8

（評価対象外）障害福祉サービス給付事業

（評価対象外）障害者自立支援医療事業

補装具費・日常生活用具支給等事業
％97 Ａ 継続

補装具給付件数
％102.2

（評価対象外）介護給付費等審査会事業

（評価対象外）障害程度区分認定事業

障害者相談支援事業
％86 Ａ 継続

障害者相談件数
％89.1

障害者権利擁護事業
％52 Ｄ 継続

成年後見人申立決定人数
％40.0

障害者手帳交付事業
％94 Ａ 継続

サービス提供による決算額
％130.8

福祉用品助成等事業
％94 Ａ 継続

紙おむつ支給件数
％104.5

（評価対象外）福祉手当支給等事業

障害者医療費助成事業
％92 Ａ 継続

受診率
％98.0

障害児放課後支援事業
％97 Ａ 継続

放課後支援事業利用日数
％100.0

（評価対象外）障害者施策推進事業

（評価対象外）障害者福祉施設等運営事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

障がい者の自立支援の促進 (2/2)
Ａ

障害者福祉施設等整備事業
％100 Ａ 継続

共同生活援助事業所の定員数

就労継続支援Ｂ型の定員数

％127.5

％125.5

障がい者就労支援促進事業
○ ％97 Ａ 継続

雇用契約をした障がい者数
％100.0

障がい者地域生活支援拠点等整備事業
○ ％90 Ａ 継続

サービス提供体制構築率
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2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

生活困窮者等への自立支援

健康福祉局

生活福祉課

087-839-2343
Ａ

　生活困窮者 　困窮の程度に応じ、最低限度の生活を保障するとともに、
自立を助長する。
　生活保護に至る前の生活困窮者に対して、生活困窮者自立
支援法に基づき早期的な支援を行うことにより、生活困窮状
態からの早期自立を図る。

勤労収入の増加による生活保護廃止率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

18.6 20 22

　稼働能力のある者には、ハローワーク等と連携して就労指導すると
ともに、被保護者の状況を把握しながら、段階的に就労機会を増やす
など、経済的自立を目標に取り組んだ。

％103.3

点30

支援プラン作成率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

20.8 30 50

　生活困窮者それぞれの状況に応じて、継続的かつ包括的な支援を実
施するための支援プランを作成し、困窮者の早期自立を促した。

％104.0

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

59

12.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）59 12.6
0

18

19.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）18 19.9

0

49

49.7

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）49 49.7

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

12,081,916 11,453,656 11,414,064

459,836 474,598 512,670 0

12,541,752 11,928,254 11,926,734 0

　経済状況と雇用環境を反映し、生活保護受給者数はやや減少傾向にあるが、ケースワーカー及び査察指導員数の充足を図るなど
、実施体制の整備が必要である。
　生活困窮者自立支援事業については、早期支援を実現するため、地域における生活困窮者の把握など、地域ネットワークを活用
した包括的な取組が必要である。

　引き続き、生活困窮者に対して健康で文化的な最低限度の生活を保障するとともに、自立支援施策を推進することにより、自立
を助長する。
　生活困窮者自立支援事業については、ニーズに応じた支援を計画的かつ継続的に行う。

生活困窮者の自立支援

（評価対象外）生活困窮者自立支援事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

生活保護制度の適正な運用

（評価対象外）行旅死亡人等取扱事業

（評価対象外）生活保護扶助事業

（評価対象外）ホームレス自立支援事業

（評価対象外）中国残留邦人生活支援事業

35



 

36



１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 38.1% 18.3% 79.1%

医療体制の充実 42.4% 20.4% 84.1%

社会保障制度の適切な運営 27.2% 20.1% 76.9%

健康づくりの推進 44.6% 14.5% 76.4%

平均 87% Ａ

　健康で元気に暮らせる環境づくりに向けて、３施策に取り組んだ。
　「健康づくりの推進」では、設定する３つの成果指標のうち、介護保険の要介護２～５の認定率において目標を達成し
たものの、がん検診受診率については国による受診率算定方法の変更が影響し目標を大きく下回ったことなどから、施策
評価の得点率は６７％となった。
　「医療体制の充実」及び「社会保障制度の適切な運営」では、設定する６つの成果指標について目標を達成又は概ね達
成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８７％となり、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考
えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

医療体制の充実 96% Ａ

社会保障制度の適切な運営 100% Ａ

　健康で元気に暮らせる環境づくりを図るため、健康寿命の延伸と生活の質の向上を目指し、健康づくりの普及啓発や生
活習慣の改善、生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底を推進し、乳幼児から高齢者までのライフステージに応じた健
康づくりの推進に努めるほか、感染症の発生予防、まん延防止に努めます。
　また、医療人材の確保や監視指導などによる医療機関等の適正な運営の確保とともに、市立病院の充実や、救急医療体
制の確保に努め、市民が安心できる医療体制の充実を図ります。
　また、国民健康保険を始め、介護保険や後期高齢者医療などの社会保障制度の適切な運営に努めます。

施策名 得点率 総合評価

健康づくりの推進 67% Ｃ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 健やかにいきいきと暮らせるまち 総合評価

政　策 健康で元気に暮らせる環境づくり Ａ
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

健やかにいきいきと暮らせるまち

健康で元気に暮らせる環境づくり

健康づくりの推進

健康福祉局

保健センター

087-839-2363
Ｃ

　市民 　健やかで心豊かに生活できる。

介護保険の要介護２～５の認定率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

10.6 11.1 11.1

　現時点では、目標値以上に達成できている状況である。引き続き、
市民の健康づくりの取組を進め、更なる向上を目指していきたい。

％104.5

点30

がん検診受診率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

10.4 50 50

　がん検診の対象者数の変更に伴い、受診率が低下しており、目標達
成が困難な状況であるが、引き続き、がん検診の周知啓発に努めるこ
とにより、受診率の向上を目指していきたい。

％27.7

点8

内臓脂肪症候群該当者出現率（国保ベース）
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

19.7 13.7 13.7

　現時点では、目標値を達成できていない状況である。市民の健康づ
くりの取組を、一層、効果的に推進することなどにより、目標達成を
目指していきたい。

％79.9

点23

4

44.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）4 44.6
0

39

14.5

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）39 14.5

0

11

76.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）11 76.4

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

1,818,902 1,817,160 1,761,197 563,835

500,432 511,950 485,192 407,467

2,319,334 2,329,110 2,246,389 971,302

　各種検診の充実や食育の推進、予防接種事業等の感染症予防対策など、市民主体の健康づくりの取組を、引き続き推進するとと
もに、多様化・高度化する市民ニーズを踏まえた、より効果的な事業の実施が必要である。

　健康都市高松の推進に向け、乳幼児期から高齢期に至る、それぞれのライフステージに応じた心と体の健康づくりや食育の推進
などの取組を通じて、市民の健康づくりへの意識を高めることなどにより、市民一人一人が健やかに暮らせる環境づくりを推進し
ていく。

生活習慣病（がん・循環器疾患・糖尿病）対策の推進
Ｃ

がん対策推進事業
○ ○ ％48 Ｄ 継続

がん検診受診率
％27.7

健康づくり推進事業
％76 Ｂ 継続

健康教育の参加者数

健康相談の参加者数

％52.1

％80.1
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

予防接種の推進と感染症の発生予防、まん延防止

（評価対象外）予防接種事業

（評価対象外）エイズ相談事業

（評価対象外）感染症予防事業

（評価対象外）結核予防事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

健康づくりの普及啓発と生活習慣の改善 (1/2)
Ａ

地域食育推進事業
○ ％87 Ａ 継続

食育に関心をもつ人の割合

伝達講習会参加者数

％90.4

％85.6

自殺対策推進事業
○ ○ ％97 Ａ 拡充

健康教育の参加者数

支援人数

％111.1

％100.0

地域保健推進事業
％96 Ａ 継続

講演会等参加者数

講演会等参加者満足度

％100.1

％98.1

（評価対象外）栄養改善指導事業

（評価対象外）国民健康・栄養調査事業

（評価対象外）保健統計調査事業

（評価対象外）保健所管理運営事業

（評価対象外）保健センター管理運営事業

保健活動事業
％83 Ｂ 継続

参加者の満足度
％82.1

（評価対象外）原爆被爆者健康診断事業

精神保健福祉普及啓発・相談事業
％97 Ａ 継続

啓発事業・家族教室の参加者数
％104.0

精神障害者社会復帰支援事業
％92 Ａ 継続

デイケア参加者延べ数
％99.8

難病患者地域支援ネットワーク事業
％100 Ａ 継続

事業参加者満足度
％111.1

（評価対象外）ほっとぴあん運営事業

８０２０（歯科保健）推進事業
％100 Ａ 継続

幼児歯科健康診査受診数
％123.4
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

健康づくりの普及啓発と生活習慣の改善 (2/2)
Ａ

骨髄等移植ドナー支援事業
％90 Ａ 継続
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

健やかにいきいきと暮らせるまち

健康で元気に暮らせる環境づくり

医療体制の充実

健康福祉局

地域医療対策室

087-839-3805
Ａ

　市民 　安定した医療供給体制を整えることにより、市民が安心し
て暮らすことができる環境づくりを目指す。

立入検査違反率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

20.3 45.3 40.1

　平成２８年度の立入検査件数は過去の件数と比較して微増であった
が、違反件数が大きく減少したため、違反率は減少した。

％157.7

点30

地域医療機関からの紹介率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

61 60 60

　地域医療支援病院として、地域医療機関への訪問や地域医療連携カ
ンファレンス、セミナー等の症例検討会を通して、顔の見える関係を
築き、スムーズな連携・受入を行うことで、目標を達成することがで
きた。

％101.7

点30

地域医療機関への逆紹介率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

79 85 85

　後方支援病院として、かかりつけ医の推奨などの入退院のスムーズ
な連携に取り組んでいるが、救急車で来院した初診患者数、初診時間
外患者数が減少したことにより、逆紹介率は低下した。

％92.9

点27

5

42.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）5 42.4
0

16

20.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）16 20.4

0

1

84.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）1 84.1

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

5,119,127 5,706,871 6,682,918 15,160,781

4,074,076 4,289,389 4,031,300 4,277,834

9,193,203 9,996,260 10,714,218 19,438,615

【健康福祉局】医療監視では、立入検査の間隔が長期の歯科・無床診療所において指摘事項が多いなどの課題があ
る。また、災害時医療体制を整備するため、具体的な活動マニュアルを作成する必要がある。
【病院局】医師の確保や患者の増加を図るなどにより、経営基盤を強化する必要がある。さらに、新病院の整備については、平成
３０年度前半の開院に向け、計画に遅れが生じることのないよう取り組むとともに、附属医療施設を新病院の開院後、できる限り
早期に開院する必要がある。

【健康福祉局】医療現場での医療人材不足等の問題を解決する必要がある。
【病院局】各病院・診療所の役割を踏まえ、医療の「質」、「透明性」、「効率性」の確保を一層図る中で、国の病床機能や地域
包括ケアの方向性に的確に対応する必要がある。

市立病院の充実
Ｂ

（企業会計）新病院（附属医療施設を含む）整備

事業
○ ○ ％90 Ａ 継続

全事業期間における進捗率
％86.6

（企業会計）高松市民病院・塩江分院・香川診療

所運営事業
％85 Ｂ 継続

「高松市病院事業経営健全化計画」実施施策の達成率
％97.6

寄附講座開設事業
％58 Ｃ 継続

大学からの医学生受入数

地域医療に関する講演会開催数

％50.0

％33.3
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

地域医療体制の充実
Ａ

医療安全推進事業
％94 Ａ 継続

相談者の納得度「納得した」の割合
％110.0

（評価対象外）薬事監視指導事業

看護師養成所運営補助事業
％97 Ａ 改善継続

養成所卒業生の資格取得率
％100.0

産科医等確保支援事業
％97 Ａ 継続

該当施設における産科医及び助産師の従事人数
％100.0

災害時医療救護事業
％97 Ａ 継続

備蓄医薬品のうち有効期限内である医薬品の割合

医療救護活動の実施率

％100.0

％100.0

救急医療体制の確保
Ａ

在宅当番医制事業
％97 Ａ 継続

休日における休日当番医の開設稼働率

市民満足度調査における「医療体制の充実」の満足度

％100.0

％103.7

歯科救急医療センター休日・夜間救急歯科診療事

業運営補助事業
％97 Ａ 継続

休日・夜間における救急歯科診療の開設稼働率

市民満足度調査における「医療体制の充実」の満足度

％100.0

％103.7

（評価対象外）夜間急病診療所運営事業

病院群輪番制運営補助事業
％97 Ａ 継続

夜間における輪番病院の開設稼働率

市民満足度調査における「医療体制の充実」の満足度

％100.0

％103.7

（評価対象外）離島救急患者輸送事業

病院群輪番制病院設備整備費補助事業
％97 Ａ 継続

夜間における輪番病院の開設稼働率

市民満足度調査における「医療体制の充実」の満足度

％100.0

％103.7
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2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

健やかにいきいきと暮らせるまち

健康で元気に暮らせる環境づくり

社会保障制度の適切な運営

健康福祉局

国保・高齢者医療課

087-839-2311
Ａ

　市民（国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険及び国民
年金制度の各事業の対象者）

　市民が健やかにいきいきと暮らせるよう、安心して医療・
介護・年金を受けることができる社会保障制度を適切に運営
する。

国民健康保険の被保険者１人当たりの保険給付費
円

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

335,817 367,817 427,000

　人間ドック・特定健康診査等の受診率の向上に取組、疾病発生の防
止、早期発見による重症化の防止等を図り、国民健康保険の被保険者
１人当たりの保険給付費の上昇抑制の目標を達成することができた。

％100.0

点30

介護保険サービス利用率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

83.1 83.6 84.2

　要支援・要介護認定（更新）申請時に、適切な介護サービスの利用
について助言の指導などを行い、目標を達成することができた。

％100.0

点30

１人当たり介護サービス費用額
円

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

143,799 146,799 146,900

　介護予防の推進や給付費適正化を図り、達成することができた。

％100.0

点30

18

27.2

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）18 27.2
0

17

20.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）17 20.1

0

10

76.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）10 76.9

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

101,034,509 115,221,100 106,937,326 42,861,581

794,934 793,689 828,673 286,954

101,829,443 116,014,789 107,765,999 43,148,535

　国民健康保険の被保険者一人当たりの保険給付費を抑制するため、生活習慣病予防の取組みや重症化予防、また、介護予防の取
組みとともに、地域包括ケアシステムの構築による在宅医療・介護連携を推進する必要がある。
　後期高齢者数の急増に伴い、介護給付費が増嵩する中、介護保険料収納率の向上や、適正な保険給付が課題となっている。
　公正かつ的確な要介護（要支援）認定のほか、介護サービスの質の向上を始め、見込量の適切な把握とともに、これを充足する
介護サービス提供体制を確保する。
国民年金制度について、更に積極的な周知・啓発に努める必要がある。

　国民健康保険の保険料の賦課・徴収事務及び保険給付費の適正な執行により、国民健康保険事業の適切な運営を図る。また、後
期高齢者医療制度の適正な運営の支援を行う。
　介護保険制度の安定的な運営を図るため、介護保険料の賦課・徴収、保険給付事務や要介護（要支援）認定を適正に行うととも
に、サービスの質の向上を図ることにより、介護や支援を必要とする高齢者が、適切かつ効果的に介護サービスを利用できるよう
にする。
　国民年金制度について市民の理解を得るため、広報たかまつ等を通じて周知するなど、市民の年金受給権の確保に努める。

国民年金制度の適切な運営

（評価対象外）国民年金事務
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

介護保険事業の適切な運営

（評価対象外）介護給付等費用適正化等事業（地

域支援任意事業）

（評価対象外）介護保険運営事業

（評価対象外）介護保険給付事業

（評価対象外）介護保険認定事業

国民健康保険事業及び後期高齢者医療事業の適切な運営
Ａ

（評価対象外）国民健康保険運営事業

（評価対象外）国民健康保険給付事業

（評価対象外）国民健康保険直営診療施設運営事

業

国民健康保険保健事業
○ ％97 Ａ 継続

一人当たりの保険給付費の上昇抑制
％100.0

（評価対象外）国民健康保険料収納事業

（評価対象外）後期高齢者医療事業
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２ 心豊かで未来を築く人を育むまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 



１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 93% Ａ

　男女共同参画社会の形成に向けて、１施策に取り組んだ。
　「男女共同参画の推進」では、設定する３つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

15.4% 48.4%男女共同参画の推進

施策名 満足度 不満度 重要度

14.0%

　男女共同参画社会の形成を図るため、社会のあらゆる分野の政策・方針決定過程への女性の参画拡大を促進するととも
に、基本的人権としての男女平等の実現に向けた取組を着実に推進します。
　また、長時間労働の是正等による働き方改革を進め、仕事と家庭を両立できる環境を整備することなどにり、女性の活
躍とワーク・ライフ・バランスを推進し、男女が共に、個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画の推進に努めます。

平均 14.0% 15.4% 48.4%

施策名 得点率 総合評価

男女共同参画の推進 93% Ａ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 総合評価

政　策 Ａ

心豊かで未来を築く人を育むまち

男女共同参画社会の形成
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

心豊かで未来を築く人を育むまち

男女共同参画社会の形成

男女共同参画の推進

市民政策局

男女共同参画推進室

839-2275
Ａ

　市民 　男女共同参画社会を形成するため、男女共同参画市民フェ
スティバルなど、様々な機会を通じて意識啓発を図るととも
に、男女共同参画センターを市民の活動拠点として、家庭や
職場など、あらゆる分野への参画の促進や、共に豊かで安心
できる生活・環境づくりを推進し、男女共同参画の社会づく
りを進める。

審議会等における女性委員の割合
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

40.1 41.2 44

　平成２８年度における目標数値は達成している
が、今後とも、高松市における審議会等委員への女性の登用推進要綱
等に基づき、女性委員の割合拡大を推進する必要がある。

％101.3

点30

事業所における女性従業員の割合
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

30.9 46.2 50

　目標達成状況としては８割程度であるが、今後とも意識啓発に努
め 、女性が活躍できる職域の拡大をする必要がある。

％80.3

点24

男性の育児休業者がいた事業所の割合
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

5.1 3.9 6.3

　目標は上回ったが、今後とも男性の育児休業取得に向けた意識啓発
を行う必要がある。

％164.5

点30

56

14

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）56 14.0
0

33

15.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）33 15.4

0

51

48.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）51 48.4

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

42,094 42,469 49,656 43,339

13,729 13,316 20,413 15,702

55,823 55,785 70,069 59,041

【市民政策局】女性の活躍推進や子育て世代の女性の就労環境など、経済情勢や新たな社会問題から生じる課題に対応するため、
男女共同参画への更なる意識啓発が必要である。　【健康福祉局】配偶者等からの暴力（ＤＶ）を受けた被害者を始め、離婚問題
や生活困窮等さまざまな悩みを抱える女性に対し、自立に向けた支援が必要であり、女性相談業務の専門性の向上や関係機関との
連携強化等、更なる支援体制の充実を図ることが必要である。　【教育局】社会情勢の変動等に伴い、多様化する女性の価値観や
ニーズを的確に把握して、時代に即応した講座の実施が求められている。

　男女共同参画社会の形成に向け、これまでの取組を継承しつつ、「第４次たかまつ男女共同参画プラン」において取り組むこと
としている各種啓発活動や相談事業などについて、市民参画の手法を用いながら、総合的・計画的に実施する。

女性の活躍とワーク・ライフ・バランスの推進
Ａ

女性団体育成事業
○ ％89 Ａ 継続

地域コミュニティ協議会における正副会長のうち女性

の割合

団体活動回数

％78.8

％100.0

（評価対象外）女性相談事業

女性の活躍促進事業
○ ○ ％94 Ａ 継続

管理職に占める女性の割合が３０％以上である事業所

の割合

本市の支援を受けて策定された一般事業主行動計画の

数

％158.7

％100.0

女性の就労相談事業
○ ○ ％94 Ａ 改善継続

女性の就労相談窓口利用者のうち就業につながった人

数

女性の就労相談件数

％100.0

％120.0
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

男女共同参画の意識づくり
Ａ

男女共同参画社会推進事業
○ ％84 Ｂ 継続

事業に対する満足度（アンケートなど）

講演会等の参加人数

％92.9

％80.6

（評価対象外）男女共同参画センター管理運営事

業

女性教育推進事業
％67 Ｃ 縮小

受講延べ人数
％68.3

男女共同参画センター移転整備事業
○ ○ ％100 Ａ 完了

男女共同参画センター整備進捗率
％100.0

高松市こども未来館等開館記念事業（男女共同参

画推進室分）
○ ○ ％97 Ａ 完了

開館記念事業参加者数
％146.7
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

大学等高等教育の充実 12.4% 18.6% 56.8%

平均 23.3% 16.5% 69.3%

青少年の健全育成 20.3% 14.6% 65.4%

家庭・地域の教育力の向上 20.6% 17.3% 68.9%

学校教育環境の整備 27.2% 13.6% 68.8%

子どもの安全確保 36.5% 15.6% 81.8%

学校教育の充実 22.7% 19.0% 74.1%

大学等高等教育の充実 100% Ａ

平均 99% Ａ

　社会を生き抜く力を育む教育の充実に向けて、６施策に取り組んだ。
　「学校教育の充実」、「学校教育環境の整備」、「子どもの安全確保」、「青少年の健全育成」、「家庭・地域の教育
力の向上」及び「大学等高等教育の充実」の６施策では、設定する１１の成果指標について目標を達成又は概ね達成し
た。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

青少年の健全育成 100% Ａ

家庭・地域の教育力の向上 98% Ａ

学校教育環境の整備 100% Ａ

子どもの安全確保 100% Ａ

　社会を生き抜く力を育む教育の充実を図るため、次代を担う青少年が、心豊かにたくましく育つよう、基礎・基本を身
につける確かな学力の育成や豊かな心と体を育てる教育の推進など、学校教育の充実を図るとともに、学校教育施設の整
備や教育機能と就学支援の充実などの学校教育環境の整備、大学等高等教育の充実に努めます。
　また、家庭及び地域の教育力の向上を図るとともに、青少年の健全育成や、子どもの安全確保対策を推進します。

学校教育の充実 得点率 総合評価

学校教育の充実 98% Ａ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 心豊かで未来を築く人を育むまち 総合評価

政　策 社会を生き抜く力を育む教育の充実 Ａ
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１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）

２ 施策の成果状況

成
果
指
標
①

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）
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成
果
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標
②

指標名 単位
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成果状況／達成度評価

目　標
達成度
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成
果
指
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達成度

（達成度）
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３ 市民満足度調査の状況
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

心豊かで未来を築く人を育むまち

社会を生き抜く力を育む教育の充実

学校教育の充実

教育局

学校教育課

087-839-2616
Ａ

　高松の子どもたち（児童生徒）、学校、家庭及び地域 　教員の資質の向上と教育指導体制の充実を図り、高松の子
どもたちの確かな学力、豊かな心と体を育成するとともに、
学校・家庭・地域が、その役割を十分に担い相互に連携して
学校教育を充実させる。

学校評価平均評価得点（確かな学力の育成に関するこ
と ） 点

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

3.15 3.2 3.5

　知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や総合的な学力向
上を図るため、学習指導要領の趣旨に沿った教育課程の編成や少人数
学級の推進、学校ニーズに応じた特別支援教育支援員、英語指導補助
員等を配置するなど、きめ細かな指導に取り組んだ。

％98.4

点29

学校評価平均評価得点（体力・運動能力の育成に関する
こと）

点

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

3.23 3.2 3.5

　家庭や地域と連携して、体力の向上、食育の推進と心身の健康づく
り等に取り組み、豊かな心と体を育てる教育の推進を図ることにより
目標は達成できた。

％100.9

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

32

22.7

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）32 22.7
0

22

19

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）22 19.0

0

15

74.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）15 74.1

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

1,786,607 1,940,874 1,856,235 1,096,327

869,113 900,490 900,745 691,909

2,655,720 2,841,364 2,756,980 1,788,236

　本施策については、日々教育活動を充実していくことが重要であり、また、子どもの健全育成のために、地域や家庭の教育力の
向上を支援する取組の充実、また、確かな学力の定着と個性と創造性を伸ばす教育を更に進めるため、わかりやすい授業の創造や
授業内容を向上させる具体的な取組が課題として挙げられる。

　学校・家庭・地域の連携を基本に子どもの健全な育成を推進するとともに、教育環境の変化に対応した特色ある教育内容・方法
の開発、学校図書館の充実などの学習環境を整備し、学校教育の充実を図る。

教員の資質向上と教育指導体制の充実
Ａ

（評価対象外）教職員能力向上事業

教育に関する調査研究推進事業
％100 Ａ 継続

調査研究発表大会参加人数
％102.7

研究指定校研究推進事業
％97 Ａ 継続

研究指定校等事業の成果を生かしている学校数の割合
％127.3

学校評議員制度推進事業
％94 Ａ 統合

学校評議員制度実施割合
％100.0

高等学校教育研究研修事業
％86 Ａ 継続

国公立大学の合格率
％88.6

特別支援教育体制整備推進事業
％94 Ａ 継続

相談希望校等への相談訪問率
％100.0
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

確かな学力の育成
Ａ

特別支援教育推進事業
○ ○ ％87 Ａ 継続

特別支援教育支援員配置率
％100.0

少人数学級推進事業
○ ○ ％91 Ａ 継続

少人数学級市費講師配置率

高松市独自の少人数学級編制校数

％100.0

％100.0

帰国児童等指導援助事業
％97 Ａ 継続

帰国児童等の学校生活への適応率
％100.0

総合的な学習の時間活性化推進事業
％97 Ａ 継続

総合的な学習の時間における地域人材活用率
％100.0

（評価対象外）教材整備事業

教材研究等事業
％94 Ａ 継続

高松市立小中学校教員への配布率
％100.0

教育相談・就学指導委員会開催事業
％97 Ａ 継続

就学指導委員会判定率
％100.0

教育研究研修事業
％88 Ａ 継続

子ども議会参加者数
％91.7

英語教育推進事業
○ ○ ％91 Ａ 拡充

外国語指導助手（ＡＬＴ）配置率

英語指導補助員１人当たり派遣時間数

％100.0

％100.0

児童生徒副読本支給事業
％94 Ａ 継続

児童生徒副読本配布率
％100.0

高等学校英語教育推進事業
％79 Ｂ 継続

国際文科コース卒業生の国公立大学合格者数
％75.0

（評価対象外）学校教育管理事業

高等学校教材研究等事業
％89 Ａ 継続

国公立大学の合格率
％88.6

理科教育支援員配置事業
○ ％97 Ａ 継続

指導者アンケートにおける、理科教育に関する児童の

興味の向上
％100.0

56



基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

豊かな心と体を育てる教育の推進 (1/2)
Ａ

高等学校カウンセラー配置事業
％93 Ａ 継続

全校生徒に対する相談件数の率
％95.3

小中一貫・連携教育推進事業
○ ○ ％91 Ａ 継続

「英語」・「高松みらい」の授業についてのアンケー

ト支持率

小中連携教育の実践校数

％115.0

％100.0

学校図書館活性化推進事業
○ ○ ％87 Ａ 継続

児童１人当たりの学校図書館図書の貸出冊数

生徒１人当たりの学校図書館図書の貸出冊数

％101.3

％113.3

不登校対策事業
％72 Ｂ 拡充

適応指導教室通室児童生徒の学校復帰率
％62.0

教育文化振興事業
％97 Ａ 継続

展覧会の作品点数
％101.4

環境教育推進事業
％87 Ａ 継続

子ども環境学習交流会参加者数
％88.4

児童生徒指導推進事業
○ ○ ％94 Ａ 拡充

小学校における暴力行為の発生件数

中学校における暴力行為の発生件数

％152.0

％158.1

（評価対象外）給食調理場管理運営事業

（評価対象外）日本スポーツ振興センター負担金

事業

学校給食推進事業
％97 Ａ 継続

研修参加率
％103.2

（評価対象外）学校給食共同調理事業

（評価対象外）共同調理給食運搬事業

（評価対象外）生徒等健康診断事業

高松市学校給食会補助事業
％97 Ａ 継続

給食実施延べ食数
％101.4

（評価対象外）給食センター管理運営事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

豊かな心と体を育てる教育の推進 (2/2)
Ａ

学校体育推進事業
％97 Ａ 継続

全国調査において本市平均が全国平均を上回るか同等

の項目
％100.0

いじめ等対策事業
％98 Ａ 継続

小学校におけるいじめ、不登校等に関する相談件数
％99.4

（評価対象外）教育委員会事務

（評価対象外）学校保健推進事業

学校教育における食育推進事業
％92 Ａ 継続

学校給食における県産食材使用率

食育セミナー開催回数

％88.3

％100.0
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

心豊かで未来を築く人を育むまち

社会を生き抜く力を育む教育の充実

学校教育環境の整備

教育局

教育局総務課

087-839-2611
Ａ

　市立小・中学校、高松第一高等学校の児童及び生徒 　子どもたちが、学校において、安全・安心に、健康的で、
快適に学習・生活できる教育環境を整備する。

学校施設長寿命化整備の進捗率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

0 5 100

　計画的かつ効率的な老朽化対策を行うため、中・長期的視点に立っ
た学校施設整備指針の策定を行った。

教育用ＰＣのうち、タブレット端末の配置割合
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

23.6 30 50

　平成２８年度ＰＣ更新機器２４６台のうち、１００台をタブレット
ＰＣに変更することにより、全体としての配置割合が２３．６％とな
った。

％100.0

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

18

27.2

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）18 27.2
0

40

13.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）40 13.6

0

24

68.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）24 68.8

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

3,419,071 4,678,356 4,992,355 7,211,223

112,929 127,727 138,963 139,748

3,532,000 4,806,083 5,131,318 7,350,971

　今後、学校施設の老朽化がさらに進行し、学校施設の改修・改築の需要が集中することが想定される中、施設の長寿命化対策は
喫緊の課題であり、計画的に実施する必要がある。
　機器更新年度に合わせ、順次タブレットＰＣへの更新を実施していく中で、技術革新、ＩＣＴ教育環境の急激な変化を見極めな
がら、最適な機器選定を行っていく必要がある。

　建築後３０年以上経過した施設を対象に老朽化の状況を把握し、２９年度を目途に学校施設整備計画（仮称）を策定し、計画的
かつ効果的な老朽化対策に取り組む。
　情報技術の進歩状況とＩＣＴ教育環境推進状況に応じ順次ＰＣ更新時期に合わせタブレットＰＣへの更新を検討していく。

教育機能と就学支援の充実
Ａ

（評価対象外）教育情報通信ネットワークシステ

ム（ＴＥＮＳ）管理運営事業

（評価対象外）就学奨励事業

遠距離児童・生徒等通学費助成事業
％97 Ａ 継続

通学費補助率
％100.0

（評価対象外）学校図書館図書整備事業

教育資金支援事業
％97 Ａ 継続

高松市の奨学金受給希望者の高等学校等の進学率
％100.0

（評価対象外）高等学校図書整備事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

学校教育施設の整備
Ａ

小・中学校校舎等増・改築事業
○ ％90 Ａ 継続

増改築完了率

学校施設緑化事業
％97 Ａ 改善継続

校庭の芝生化進捗率（全１１校）
％100.0

（評価対象外）高松市総合教育センター整備事業

小学校管理運営事業
％97 Ａ 継続

非常勤講師配置率
％100.0

小学校校舎等整備事業
％97 Ａ 継続

校舎等外壁改修の進捗率
％100.0

中学校校舎等整備事業
％97 Ａ 継続

校舎等外壁改修の進捗率
％100.0

中学校管理運営事業
％97 Ａ 継続

非常勤講師配置率
％100.0

（評価対象外）高等学校管理運営事業

給食センター整備事業
○ ％100 Ａ 継続

ドライ施設として整備した調理場から給食が提供され

る学校の比率

新設第二学校給食センター（仮称）整備進捗率

％100.0

％100.0

高松第一高等学校校舎等改築事業
○ ○ ％94 Ａ 継続

改築事業の進捗率
％100.0

小・中学校施設老朽化対策事業
○ ％100 Ａ 継続

老朽化対策進捗率
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

心豊かで未来を築く人を育むまち

社会を生き抜く力を育む教育の充実

子どもの安全確保

教育局

少年育成センター

087-839-2635
Ａ

　児童生徒及び関係機関・団体 　児童生徒を事件や事故、犯罪から守るための安全対策を推
進する。

子ども人口千人当たりの不審者情報メール配信先件数
件

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

8.3 8.2 9.1

　関係団体等の会合の場において、不審者情報メール配信の内容や登
録について説明し、配信先の拡大に努めた結果、目標を達成できた。

％105.1

点30

通学路合同点検計画における達成率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

72 80 100

　「高松市通学路交通安全プログラム」に基づき、関係機関が連携し
て、児童生徒が安全に通学できるように通学路の安全確保を図った結
果、目標を達成できた。

％100.0

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

7

36.5

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）7 36.5
0

31

15.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）31 15.6

0

3

81.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）3 81.8

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

4,469 4,469 4,469 4,470

14,762 15,354 15,702 15,702

19,231 19,823 20,171 20,172

　スクールガード・リーダーの人員確保やメール配信先の拡充、さらには、学校における相談体制の充実や安全教育の推進など、
安全対策強化への取組が必要である。

　地域ぐるみで子どもを見守り育てる活動を推進するため、学校、家庭、地域、関係機関等がより一層、連携、協力して安全対策
に取り組むことが求められている。

子どもの安全対策の推進
Ａ

子どもの安全確保活動事業
％97 Ａ 継続

子ども人口千人当たりの不審者情報メール配信先件数
％105.1

学校安全対策事業
％94 Ａ 継続

学校安全対策事業実施割合
％100.0
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

心豊かで未来を築く人を育むまち

社会を生き抜く力を育む教育の充実

青少年の健全育成

教育局

生涯学習課

087-839-2635
Ａ

　市内の青少年 　子どもたちの創造性や積極性、社会性を養い、心豊かな人
間の育成を目指す。

子ども会加入率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

68.2 68 73

　あらゆる機会を捉えて子ども会加入促進を図り、目標を達成できた
。

％100.3

点30

少年人口千人当たりの補導人数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

13 19 17.1

　学校及び関係機関・団体等との連携を密にするとともに、より効果
的で温かい巡視・補導活動に努めた結果、目標を達成できた。

％134.7

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

39

20.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）39 20.3
0

38

14.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）38 14.6

0

30

65.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）30 65.4

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

42,218 43,167 45,255 44,354

17,714 18,425 42,395 42,395

59,932 61,592 87,650 86,749

　地域、学校、関係機関などとの多面的かつ緊密な連携強化が必要である。

　引き続き、補導活動や情報モラル教育の推進により、非行やネットトラブルの未然防止に努めるとともに、地域での体験活動に
取り組む機会を設定するなど、地域ぐるみで子どもを見守り育てる体制の構築とともに、心豊かでたくましい子どもの育成を図る
。

青少年健全育成の推進
Ａ

非行防止活動事業
％96 Ａ 拡充

少年人口千人当たりの補導人数

児童の情報モラルについての理解度

％134.7

％98.0
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

子どもの体験活動の充実
Ｂ

社会教育団体育成支援事業
％94 Ａ 改善継続

社会教育団体１団体当たりの平均年間主催事業数
％100.0

成人式式典事業
％97 Ａ 継続

成人式参加率
％106.8

少年教育推進事業
％76 Ｂ 拡充

共催（主催を含む。）事業における子ども（３～１２

歳）の延べ参加者数の平均参加率
％74.7

青年教育推進事業
％60 Ｃ 縮小

高松市青年連絡協議会の活動に参加した会員の延人数
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

心豊かで未来を築く人を育むまち

社会を生き抜く力を育む教育の充実

家庭・地域の教育力の向上

教育局

生涯学習課

087-839-2633
Ａ

　市民（家族に子どもがいる家庭、地域住民） 　学校・家庭・地域が連携し、地域ぐるみで子どもの健やか
な成長を促す教育力が向上することを目指す。

地域交流事業を実施している割合
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

27.3 45.5 100

　新規で４地域が増え、継続分を含めて１２地域において地域交流事
業を実施できた。

％100.0

点30

朝ごはん摂取率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

85.2 88 91

　早寝早起き朝ごはん運動の啓発をしているが、目標には達しなかっ
た。

％96.8

点29

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

37

20.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）37 20.6
0

27

17.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）27 17.3

0

22

68.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）22 68.9

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

4,417 5,091 5,001 4,812

5,167 5,374 13,347 13,347

9,584 10,465 18,348 18,159

　真に家庭教育の啓蒙・啓発が必要な保護者に対する、継続的なアプローチの方策を講じるほか、地域、学校、関係団体、家庭な
どとの多面的連携の強化を図る必要がある。

　現行事業の実施・拡充だけでなく、社会における環境変化や市民ニーズを的確に把握し、家庭と地域の教育力の向上に最も効果
的な事業展開を目指す。

家庭及び地域の教育力向上の推進
Ａ

早寝早起き朝ごはん運動普及・啓発事業
％93 Ａ 継続

朝食を食べる小学６年生の比率
％97.0

家庭教育推進事業
％80 Ｂ 拡充

講座の開催数

子どもを中心にした地域交流事業
○ ○ ％94 Ａ 拡充

地域交流事業に参加した児童生徒の累計人数

地域交流事業に参加した保護者の累計人数

％231.3

％159.9
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

心豊かで未来を築く人を育むまち

社会を生き抜く力を育む教育の充実

大学等高等教育の充実

市民政策局

政策課

087-839-2135
Ａ

　大学等高等教育機関への進学者
　大学等高等教育機関の在学者
　大学等の高等教育機関

　高等学校卒業後の人材の流出を抑制し、本市への定着化を
図るため、高等教育機関の充実と教育環境の整備を図り、市
内及び近隣の高等教育機関への進学者を増加させる。

包括協定を結んでいる大学等の学生・生徒の充足率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

93.9 92 93

　前年度よりも、入学者が８２名増加し、目標を達成した。

％103.2

点30

包括協定を結んでいる大学等入学生の市内出身者割合
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

25.3 24 25

　前年度よりも、市内出身の入学者が５２名増加し、目標を達成した
。

％105.4

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

60

12.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）60 12.4
0

24

18.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）24 18.6

0

41

56.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）41 56.8

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

1,261 4,181 1,671 5,364

2,952 3,839 2,355 2,355

4,213 8,020 4,026 7,719

　本市が行っている大学等との連携が、高等教育の充実に対して、より大きな影響を与えるよう検討する必要がある。

　大学等との連携事業の充実を図るほか、取組効果の情報発信をするなど、地元大学等の地域への貢献やその必要性を市民に周知
する機会を増加させる。

大学等の魅力向上への取組
Ａ

大学等連携による地域の魅力発信事業
○ ％98 Ａ 継続

大学等との連携・協力事業数
％98.7
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 27.5% 15.8% 54.4%

生涯学習の推進 27.5% 15.8% 54.4%

平均 98% Ａ

　心豊かで地域力を育む生涯学習社会の形成に向けて、１施策に取り組んだ。
　「生涯学習の推進」では、設定する２つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

　心豊かで地域力を育む生涯学習社会の形成を図るため、生涯学習センターを始めとした学習機会の充実や学習施設・機
能の充実により、生涯学習を推進します。

施策名 得点率 総合評価

生涯学習の推進 98% Ａ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 心豊かで未来を築く人を育むまち 総合評価

政　策 心豊かで地域力を育む生涯学習社会の形成 Ａ
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

心豊かで未来を築く人を育むまち

心豊かで地域力を育む生涯学習社会の形成

生涯学習の推進

教育局

生涯学習センター
Ａ

　高松市民 　心豊かな生涯学習の形成を図るため、学習機会の拡充や、
学びの場の充実と活用により生涯にわたって学習することが
できる環境を整える。

まなびＣＡＮ及びコミュニティセンターの講座の参加者
数等

人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

602,195 615,000 637,000

　前年度よりも講座の参加者数は減少しており、目標を達成していな
い。個々の講座について問題点を洗い出し、さらなる内容の充実を図
る必要がある。

％98.7

点29

市民１人当たりの図書館図書貸出冊数
冊

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

6.8 8 8.2

　夢みらい図書館を開館するなど、環境整備を図ることにより目標を
達成することができた。

％100.0

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

17

27.5

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）17 27.5
0

30

15.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）30 15.8

0

46

54.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）46 54.4

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

427,977 429,747 479,236 445,086

263,502 284,056 300,693 288,447

691,479 713,803 779,929 733,533

　生涯学習センターやコミュニティセンターで実施する講座の開催回数や内容を精査することで、地域における生涯学習の推進を
図るとともに、より実践的・効果的なものとなるよう努める。

　講座の回数や内容を精査し、改善を加えながら、地域における生涯学習の推進を継続し実施していく。

学習機会の充実
Ａ

高齢者教育推進事業
％85 Ｂ 継続

受講延べ人数
％84.0

生涯学習推進事業
％97 Ａ 継続

受講者の満足度
％100.0

市民参画促進事業
％79 Ｂ 継続

自主企画講座応募団体数
％75.0

コミュニティセンター講座事業
％97 Ａ 継続

人口１人当たり受講回数
％100.0

（評価対象外）いきいき高松まなびプラン（高松

市生涯学習基本計画）推進事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

学習施設・機能の充実
Ａ

（評価対象外）公共施設利用総合情報システム管

理事業

（評価対象外）生涯学習センター管理運営事業

図書館運営事業
○ ％89 Ａ 継続

貸出冊数

図書館利用者数

％98.0

％98.5

図書館文化活動事業
％100 Ａ 継続

子ども読書まつりの参加者数
％100.0

（評価対象外）図書館管理事業

（評価対象外）ふれあい創作館管理事業

図書館分室活性化事業
○ ○ ％88 Ａ 拡充

図書貸出冊数
％93.3
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 心豊かで未来を築く人を育むまち 総合評価

政　策 基本的人権を尊重する社会の確立 Ｄ

　基本的人権を尊重する社会の確立を図るため、同和問題を始めとする様々な人権問題の解決に向け、人権教育・啓発を
推進するとともに、人権啓発活動拠点の機能を充実し、人権を大切にする社会づくりを進めます。
　また、平和意識の高揚を図るため、平和記念館を中心に、平和意識の普及啓発に取り組み、平和を大切にする社会づく
りを推進します。

施策名 得点率 総合評価

人権尊重意識の普及・高揚 73% Ｂ

平和意識の普及・高揚 30% Ｄ

人権尊重意識の普及・高揚 19.8% 9.3% 43.6%

平均 51% Ｄ

　基本的人権を尊重する社会の確立に向けて、２施策に取り組んだ。
　「人権尊重意識の普及・高揚」では、設定する成果指標の人権啓発事業等参加人数について目標に届かなかったことか
ら、施策の得点率は７３％となった。
　「平和意識の普及・高揚」では、設定する成果指標の平和意識の啓発に関するイベントなどの参加者数について戦争遺
品展や高松空襲写真展の開催場所の変更などにより目標を大きく下回ったことから、施策の得点率は３０％となった。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は５１％となり、政策の目指す目標に向けて一層の取組が必要であるこ
とから、本政策の総合評価は「Ｄ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

平和意識の普及・高揚 20.0% 13.1% 47.1%

平均 19.9% 11.2% 45.4%
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

心豊かで未来を築く人を育むまち

基本的人権を尊重する社会の確立

人権尊重意識の普及・高揚

市民政策局

人権啓発課

087-839-2292
Ｂ

　市民 　同和問題を始め、様々な人権問題の解決に向け、人権教育
・啓発を推進し人権を尊重する社会の実現を図る。

人権啓発事業等参加人数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

10,216 13,400 14,000

　参加者数については中期目標値に届かなかった。会場変更等、参加
者が大きく減少する可能性もあったなかで、事業を継続することで一
定数の支持は得ていると思われる。

％76.2

点22

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

41

19.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）41 19.8
0

56

9.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）56 9.3

0

58

43.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）58 43.6

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

153,956 467,259 348,740 351,336

227,335 246,785 241,811 241,811

381,291 714,044 590,551 593,147

　【市民政策局】同和問題を始めとする様々な人権問題が今なお解決に至っていないことから、今後とも、市民一人ひとりが正し
い認識と理解を深めることができるよう、なお一層の効果的な取組が求められる。
　【教育局】同和問題を始め、様々な人権問題に対し、学校人権教育・社会人権教育の関係組織と連携を図っているが、市民一人
一人の人権教育に対する意識・関心が十分でないことから、今後とも、社会人権教育の充実・発展を強力に推進していく必要があ
る。

　市民一人ひとりが、あらゆる問題に対して、正しい認識と理解を深めることができるよう、各種講座や研修会等を開催し、人権
を尊重する社会の実現に努める。

人権啓発の推進
Ａ

人権啓発推進事業
％95 Ａ 継続

市民満足度（「人権を大切にする社会づくり」）

参加人数（人権啓発推進員による啓発事業，講演会等

）

％95.0

％151.5
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

人権啓発活動拠点の機能充実
Ｂ

隣保館・児童館管理運営事業
％85 Ｂ 継続

隣保館利用者数

児童館利用者数

％84.8

％92.5

文化センター・児童館整備事業
○ ％78 Ｂ 継続

文化センター・児童館改修進捗率（事業費）
％77.9

人権教育の推進
Ｂ

人権啓発活動事業
％85 Ｂ 継続

「みんなで人権を考える会」参加者数
％83.3

文化交流推進事業
％86 Ａ 継続

社会教育学級受講者数

ふれあい教室受講者数

％69.7

％168.6

子ども教育推進事業
％68 Ｃ 継続

子ども学級出席者数

教育相談出席者数

％65.6

％56.9

学校人権教育推進事業
％97 Ａ 継続

研修会等参加者人数
％117.2

社会教育指導員設置事業
％51 Ｄ 継続

学習指導等出席者数
％34.3

社会人権教育推進事業
％63 Ｃ 継続

人権教育市民講座受講者数
％51.5

人権教育事務
％89 Ａ 継続

人権教育課職員による研修講師回数
％88.8
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達成度
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達成度

（達成度）

成果状況の推移

３ 市民満足度調査の状況
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

心豊かで未来を築く人を育むまち

基本的人権を尊重する社会の確立

平和意識の普及・高揚

市民政策局

人権啓発課

087-833-2211
Ｄ

　市民 　平和を語るつどい・憲法記念平和映画祭などの開催、小学
校４年生などを対象とした平和学習の実施により、市民に戦
争の悲惨さと平和の尊さを訴え、平和意識の向上を図る。

平和意識の啓発に関するイベントなどの参加者数
人／年

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

2,462 8,000 8,250

　戦争遺品展や高松空襲写真展の開催場所の変更などにより、参加者
数が目標値を下回った。

％31.2

点9

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

40

20

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）40 20.0
0

43

13.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）43 13.1

0

55

47.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）55 47.1

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

61,121 6,829 114,494 15,147

8,857 9,212 9,421 4,711

69,978 16,041 123,915 19,858

　戦争体験者が高齢化し、戦争を知らない世代が大半となっていることから、平和を守り育てるため、平和を語るつどい・憲法記
念平和映画祭、戦争遺品展などの各種ソフト事業や小学校４年生などを対象とした平和学習を継続的かつ積極的に実施することが
必要である。

　引き続き、平和意識の普及・啓発と向上に努める。

平和意識の普及・啓発
Ｃ

平和啓発推進事業
％69 Ｃ 改善継続

平和意識の啓発事業の参加者数

平和意識の普及・高揚に対する市民満足度

％22.5

％105.3
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

平和学習の推進
Ａ

平和記念館整備事業
○ ％100 Ａ 完了

平和記念館（仮称）整備進捗率
％100.0

高松市こども未来館等開館記念事業【人権啓発課

分】
○ ％97 Ａ 完了

開館記念事業入館者数
％121.0
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３ 産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 



１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 21.4% 24.5% 68.3%

就業環境の充実 16.5% 26.4% 71.3%

農林水産業の振興 22.8% 23.0% 67.8%

特産品の育成・振興とブランド力の向上 31.7% 12.5% 64.0%

商工業の振興 14.7% 36.0% 69.9%

平均 94% Ａ

　地域を支える産業の振興と経済の活性化に向けて、４施策に取り組んだ。
　「商工業の振興」、「農林水産業の振興」、「特産品の育成・振興とブランド力の向上」及び「就業環境の充実」の４
施策では、設定する１０の成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

就業環境の充実 96% Ａ

農林水産業の振興 97% Ａ

特産品の育成・振興とブランド力の向上 92% Ａ

　地域を支える産業の振興と経済の活性化を図るため、市外からの企業の誘致及び市内の中小企業等の支援による雇用の
創出や、商店街のにぎわいづくりを推進し、商工業の振興に努めるほか、農地や森林の保全や、安全・安心で良質な農水
産物の生産を振興するとともに、生鮮食料品等の流通の強化など、農林水産業の振興を図ります。
　また、庵治石や盆栽、漆器など特産品の育成と振興に努めるとともに、効果的な情報発信を行うなど、ブランド力の向
上に向けた取組を推進します。
　また、いきいきと働ける環境の充実のため、就業支援を推進するとともに、勤労者福祉の充実に努めます。

施策名 得点率 総合評価

商工業の振興 93% Ａ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち 総合評価

政　策 地域を支える産業の振興と経済の活性化 Ａ

83



H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

500

1000

1500

2000

2500

3000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

5

10

15

20

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

20

40

60

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標

政 策

施 策

総合評価
評
価
担
当

局名

課・室名

電話番号

１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）

２ 施策の成果状況

成
果
指
標
①

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
②

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
③

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

３ 市民満足度調査の状況

うごき

満足度

不満度

重要度

H

2

4

H

2

5

H

2

6

H

2

7

H

2

8

H

2

9

H

3

0

H

3

1

2

3

2

5

2

3

5

0

2

3

7

5

2

4

0

0

2

1

9

8

1

5

.

7

1

4

.

9

1

4

.

9

1

4

.

9

1

7

.

7

4

0

4

5

5

0

5

5

5

4

2

3

2

5

2

3

5

0

2

3

7

5

2

4

0

0

2

1

9

8

1

5

.

7

1

4

.

9

1

4

.

9

1

4

.

9

1

7

.

7

4

0

4

5

5

0

5

5

5

4

平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

地域を支える産業の振興と経済の活性化

商工業の振興

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411
Ａ

　市内の商工業者 　経営の改善・向上

中小企業経営講習会の年間受講者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

2,198 2,375 2,500

　講習会の開催内容を企業ニーズに合わせて見直し、開催回数も増や
したことから、目標に近い受講者数を得ることができた。

％94.5

点28

中央商店街の空き店舗率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

17.7 14.9 14.9

　商店街共同施設の改修等や中央商店街にぎわい促進事業と効果的に
組み合わせて、利用者のニーズに合った効果的な空き店舗活用支援を
実施しているが、目標達成には至らなかった。

％87.3

点26

企業誘致助成制度指定件数
件

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

54 50 75

　平成２１年４月に施行された高松市企業誘致条例に基づき、２４年
度から配置した企業誘致専門員を中心に、県や関係機関と連携し、本
市において新たに立地等を希望する企業等の情報共有を図ること
で、目標を上回る指定を行うことができた。

％135.0

点30

53

14.7

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）53 14.7
0

2

36

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）2 36.0

0

19

69.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）19 69.9

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

576,715 1,148,448 272,166 262,648

29,229 30,259 42,081 37,952

605,944 1,178,707 314,247 300,600

　事業者が本市で創業するよう周辺環境の整備や本市経済の持続的な発展のため、中小企業の育成と振興を図ることが求められて
いる。
　中央商店街のにぎわいを向上させるため、空き店舗率の改善、また地域経済の発展、産業の高度化及び雇用機会の拡大を図るた
め、企業誘致の強化が必要である。

　人口減少・少子超高齢社会の進展等を背景として、地域経済には厳しい状況が続くことが予想されることから、引き続き、商工
業の振興に取り組むことが必要である。

中央商店街の活性化
Ａ

中央商店街にぎわい促進事業
○ ○ ％92 Ａ 継続

中央商店街の空き店舗率

中央商店街の歩行者通行量

％87.3

％106.3
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

企業誘致・交流の推進
Ａ

企業誘致・起業支援による地域産業活性化促進事

業
○ ○ ％97 Ａ 拡充

企業誘致助成制度指定件数（２１年度以降の累計）
％135.0

中小企業等の育成と振興
Ａ

中小企業指導団体等育成事業
％90 Ａ 継続

中小企業経営講習会等事業
％96 Ａ 継続

講習会等受講者数
％94.5

中小企業人材確保・就業機会拡大事業
○ ％97 Ａ 継続

就職面接会参加企業の満足度
％108.3

貿易振興事業
％69 Ｃ 継続

コンテナ取扱増加量
％61.7

中小企業金融対策事業
％100 Ａ 継続

86



H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

100

200

300

400

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

10

20

30

40

50

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

100

200

300

400

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標

政 策

施 策

総合評価
評
価
担
当

局名

課・室名

電話番号

１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）

２ 施策の成果状況

成
果
指
標
①

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
②

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
③

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

３ 市民満足度調査の状況

うごき

満足度

不満度

重要度

H

2

4

H

2

5

H

2

6

H

2

7

H

2

8

H

2

9

H

3

0

H

3

1

3

1

4

3

1

6

3

1

8

3

2

0

2

9

8

3

8

.

2

3

8

.

2

3

8

.

2

3

8

.

2

4

1

.

6

3

2

3

3

2

3

3

2

3

3

2

3

3

4

5

3

1

4

3

1

6

3

1

8

3

2

0

2

9

8

3

8

.

2

3

8

.

2

3

8

.

2

3

8

.

2

4

1

.

6

3

2

3

3

2

3

3

2

3

3

2

3

3

4

5

平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

地域を支える産業の振興と経済の活性化

農林水産業の振興

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422
Ａ

　市内の農林漁業者 　農林漁業者の生産販売額の増加

認定農業者数
経営体

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

298 320 320

　平成２８年度は認定農業者を新たに１５名確保したが、認定期間（
５年）の終期を迎える者が多い年であり、高齢化等の理由により再認
定を見送る者が多くなった。今後は新規就農者からのステップアップ
を円滑に進めるなど、認定農業者の確保・育成に努める。

％94.9

点28

農畜産物販売額（ＪＡ取扱金額に限る）
億円

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

41.6 38.2 38.2

　ブロッコリー等の露地野菜の面積拡大による生産量の増加や肉牛価
格の高騰等により目標を上回ることができており、今後もこの状況を
継続していきたい。

％108.9

点30

卸売市場の取扱金額
億円

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

345 323 323

　取扱金額の実績値は、目標を上回って推移しており、今後もこの状
況を継続していきたい。

％106.8

点30

31

22.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）31 22.8
0

12

23

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）12 23.0

0

25

67.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）25 67.8

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

2,619,321 2,850,175 2,863,220 2,737,439

519,863 523,089 524,054 392,079

3,139,184 3,373,264 3,387,274 3,129,518

　農業においては、農業者の高齢化や後継者等の担い手不足、農産物の価格低迷などの課題解決による早急な農業経営の安定化を
図る必要がある。林業においては、従事者の不足と木材価格の低迷から、管理不十分となっている森林が増加しており、適正管理
の推進が必要である。水産業においては、漁業従事者の高齢化や後継者不足、水産資源の減少などにより、経営状況が一層厳しく
なっており、これらの課題への対策の強化が重要である。
【農業委員会事務局】農地等利用の最適化の推進に向け、担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規
参入を促進するための有効な対策が必要である。

　農林水産業の振興のため、農産物等の品質向上や規模拡大のほか、６次産業化の促進や森林・漁場保全等の環境整備、担い手等
の確保・育成に努める。また、有害鳥獣による農作物被害の軽減を図るため、効果的な捕獲や防護の支援に努める。

生鮮食料品等流通の強化
Ａ

卸売市場活性化推進事業
○ ％99 Ａ 継続

市場への一般市民の来場者数

当該年次取扱高を対前年比の９５％以上にする

％99.6

％107.2

（評価対象外）食肉センター管理運営事業

（評価対象外）卸売市場管理運営事業

卸売市場整備事業
○ ○ ％100 Ａ 拡充

卸売市場の取扱金額
％106.8
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

食育・地産地消の推進
Ａ

市民農園整備事業
％95 Ａ 継続

市民農園利用区画数

市民農園利用率

％102.3

％94.9

グリーン・ツーリズム推進事業
％95 Ａ 継続

グリーン・ツーリズム実践団体来場者
％97.5

（評価対象外）研修集会施設管理運営事業

水産教室開催事業
％100 Ａ 継続

開催回数
％114.3

（評価対象外）農村公園等運営事業

（評価対象外）香南アグリーム管理運営等事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

生産の振興
Ａ

（評価対象外）食肉センター周辺施設管理運営事

業

（評価対象外）鳥獣飼養許可等事業

（評価対象外）農業振興事業

農業経営安定対策事業
％94 Ａ 継続

農業者戸別所得補償制度交付金交付申請者数

交付対象作物の作付面積

％93.4

％104.8

水田農業振興事業
％92 Ａ 継続

交付対象作物の作付面積
％97.4

有害鳥獣被害対策事業
○ ％100 Ａ 継続

有害許可捕獲による捕獲頭数

有害鳥獣による農作物被害面積

％357.8

％100.0

園芸産地育成推進事業
％94 Ａ 継続

高松市内の野菜販売額（農協取扱分）

高松市内の果物販売額（農協取扱分）

％110.7

％93.2

畜産振興事業
％80 Ｂ 継続

予防注射・検査頭数
％80.8

多面的機能支払事業
％97 Ａ 継続

対象農用地面積
％100.3

森林整備事業
％41 Ｄ 改善継続

年間松くい虫被害材積において、伐倒駆除事業を実施

した面積の比率
％20.9

林業振興事業
％97 Ａ 継続

分収造林地において造林施業を実施した面積の比率

人工造林地において造林施業を実施した面積の比率

％156.0

％113.3

水産振興事業
％91 Ａ 継続

ヒラメ漁獲量
％94.1
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

生産体制の整備 (1/2)
Ａ

（評価対象外）農業委員会事務事業

農業後継者育成事業
％97 Ａ 継続

農業後継者クラブ主催事業の参加者数
％100.0

農業経営対策事業
％100 Ａ 継続

農地中間管理事業による農地集積面積
％105.0

遊休農地有効活用事業
○ ○ ％80 Ｂ 改善継続

事業により耕作放棄地を解消した面積（累積）
％81.7

農業団体育成事業
％100 Ａ 継続

高松市内の農畜産物販売額（農協取扱分）
％108.9

（評価対象外）農村環境改善センター管理運営事

業

（評価対象外）盆栽集出荷施設管理運営事業

畜産団体育成事業
％82 Ｂ 継続

県畜産共進会出品頭数
％84.3

土地改良事業
％87 Ａ 継続

補助金交付件数
％87.8

水産団体育成事業
％81 Ｂ 継続

高松市内の漁獲量
％78.0

漁業近代化資金等利子補給事業
％84 Ｂ 継続

高松市内の漁獲量
％78.0

（評価対象外）農地利用最適化推進事業

中山間地域等直接支払事業
％93 Ａ 継続

中山間地域等直接支払制度取組面積
％95.9

土地改良施設管理事業
％94 Ａ 継続

土地改良区受益面積

施設利用者数

％100.0

％108.9

（評価対象外）財産区管理事務
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

生産体制の整備 (2/2)
Ａ

林道施設整備事業
％94 Ａ 継続

整備計画予定路線全体の整備進捗率
％100.0

（評価対象外）林道施設管理事業

（評価対象外）市有山林管理事業

治山施設建設事業
％97 Ａ 継続

工事箇所数
％100.0

荒廃竹林整備事業
％24 Ｄ 継続

荒廃竹林において荒廃竹林整備事業を実施した面積の

比率
％0.0

漁場保全補助事業
％81 Ｂ 継続

高松市内の漁獲量
％78.0

海浜清掃補助事業
％100 Ａ 継続

回収ゴミ量
％106.7

森林団体育成事業
％94 Ａ 継続

木材の出荷数
％332.3

（評価対象外）農業振興地域整備計画策定事業

人・農地プラン推進事業
％97 Ａ 継続

地区「人・農地プラン」数

人・農地プランへの参画者数

％100.0

％108.4

（評価対象外）畜産競争力強化整備事業
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

地域を支える産業の振興と経済の活性化

特産品の育成・振興とブランド力の向上

創造都市推進局

産業振興課
Ａ

　市内の特産品生産者・製造者及び購入者 　高松ブランド化の推進に向けた取組を実施し、特産品の育
成・振興を図る。

販路開拓事業等来場者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

19,421 20,000 23,000

　特産品の育成・振興とブランド化の推進に寄与するため、販路開拓
事業の支援を実施しており、目標を上回る来場者となった。

％103.3

点30

盆栽輸出登録申請者数（ＥＵ）
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

19 23 26

　高齢化が進む中で盆栽輸出登録申請者数については、概ね達成する
ことができた。

％90.5

点27

伝統的ものづくり普及啓発事業等参加者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

574 750 1,000

　特産品の育成・振興とブランド化の推進に寄与するため、普及開発
事業を実施しているが、開催数に限りがあるため、目標達成には至ら
なかった。

％88.3

点26

11

31.7

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）11 31.7
0

45

12.5

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）45 12.5

0

33

64

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）33 64.0

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

14,863 14,753 19,051 35,159

15,057 15,661 30,933 30,933

29,920 30,414 49,984 66,092

　伝統的ものづくり製品や特産品、農作物について、一定の評価はあるものの、その価値や評価を高めることが求められている。
今後も関係団体と連携して、販路拡大や後継者育成等に取り組むとともに、国内だけでなく、国外への輸出拡大を見据えた新たな
取組が必要である。

　地域経済の活性化を図る上で、地場産業の振興は重要性を増しており、継続実施していく必要がある。

ブランド力の向上
Ａ

高松ブランド農産物育成支援事業
○ ％95 Ａ 拡充

食育・農業体験教室への参加者数

たかまつ食と農のフェスタ出展者販売額

％95.0

％100.1
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

特産品の育成・振興
Ａ

特産品育成・振興事業
％90 Ａ 継続

伝統的ものづくり支援事業（産業振興課分）
○ ○ ％92 Ａ 継続

普及啓発事業等参加人数

販路開拓事業等来場者数

％88.3

％103.3

伝統的ものづくり支援事業（農林水産課分）
○ ○ ％92 Ａ 拡充

盆栽輸出登録申請者数
％90.5
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

地域を支える産業の振興と経済の活性化

就業環境の充実

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411
Ａ

　市内の事業所及び勤労者 　市内事業所の就業環境の充実及び勤労者の勤労意欲の向上
を目指す。

子育て支援中小企業等表彰事業の表彰事業者延べ数
団体

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

64 76 101

　応募案内企業からの自主的な応募があまりない中で、各企業の取組
みを調査し、表彰に値する企業を発掘、ヒアリングも実施して、目標
に近い企業・団体数の表彰を行うことができた。

％97.0

点29

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

52

16.5

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）52 16.5
0

6

26.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）6 26.4

0

18

71.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）18 71.3

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

379,234 496,396 473,321 292,038

25,760 26,497 27,400 19,116

404,994 522,893 500,721 311,154

　施策を構成する各事務事業においては、目標を上回るか、目標に近い成果を上げているが、経済の先行きが不透明な状況下にお
いて、本市が就業環境の充実や雇用対策に取り組んでいくためには、これまで以上に国・県・関係機関との連携・協力が必要であ
る。

　従業員のワーク・ライフ・バランスの推進を始めとする就業環境の向上に取り組む事業所を支援・ＰＲすることは、勤労者福祉
はもとより、企業における人材確保の面でも重要性を増しており、今後も国、県、関係機関と連携しながら施策を継続していく必
要がある。

就業支援の推進
Ａ

就業支援推進事業
％90 Ａ 継続

子育て支援中小企業等表彰事業の表彰事業者延べ数
％97.0
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

勤労者福祉の充実
Ａ

（評価対象外）高松テルサ管理運営事業

中小企業勤労者支援事業
％90 Ａ 継続

中小企業勤労者福祉共済事業
％97 Ａ 継続

加入被共済者数
％100.9
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 37.9% 9.0% 53.0%

文化財の保存・活用 29.0% 9.0% 47.4%

文化芸術の振興 46.8% 9.0% 58.5%

平均 96% Ａ

　文化芸術の振興と発信に向けて、２施策に取り組んだ。
　「文化芸術の振興」及び「文化財の保存・活用」の２施策では、設定する５つの成果指標について目標を達成又は概ね
達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

文化財の保存・活用 96% Ａ

　文化芸術の振興と発信を図るため、瀬戸内国際芸術祭や高松国際ピアノコンクールの開催を始め、市民の近くに出向い
て行う、文化芸術のアウトリーチ活動など、優れた文化芸術に触れる機会を拡充させるほか、文化芸術施設の整備と機能
の充実に努めるとともに、学校と連携したプログラムの推進や菊池寛の顕彰事業など、教育普及活動や効果的な情報発信
を図ります。
　また、国の特別史跡讃岐国分寺跡や史跡高松城跡、史跡石清尾山古墳群の整備など、長い歴史と伝統に育まれ、伝承さ
れてきた文化財の保存と活用に努めます。

施策名 得点率 総合評価

文化芸術の振興 96% Ａ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち 総合評価

政　策 文化芸術の振興と発信 Ａ
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

文化芸術の振興と発信

文化芸術の振興

創造都市推進局

文化芸術振興課

087-839-2636
Ａ

　市民 　優れた文化芸術に触れる機会の拡充や人材の育成・支援等
市民の自主的・創造的な文化芸術活動を推進する。

文化芸術ホールにおける事業の参加者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

198,728 218,750 225,000

　目標値には達成しなかったが、今後も公演内容の充実や施設の整備
を行いながら、利用者により満足いただけるホールを目指し、本市の
文化振興に繋げる。

％91.9

点27

アウトリーチ事業の参加者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

103,549 72,500 85,000

　平成２８年度は瀬戸内国際芸術祭２０１６の開催年でもあり、長期
目標値を上回った。今後も、内容の充実を図りながら市民のニーズに
応じた事業展開を目指す。

％142.8

点30

美術館来場者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

161,640 161,500 174,000

　リニューアルオープンし、魅力的な展覧会ラインナップや教育普及
活動の広がりにより、目標に達した。今後も、幅広い層から利用され
、親しみのある美術館事業の展開を目指す。

％103.3

点30

1

46.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）1 46.8
0

57

9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）57 9.0

0

37

58.5

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）37 58.5

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

1,004,352 916,220 1,021,439 784,254

121,787 124,313 184,970 141,318

1,126,139 1,040,533 1,206,409 925,572

　優れた文化芸術に触れる機会の拡充や人材の育成・支援など、市民の自主的・創造的な文化芸術活動を更に推進する必要がある
。

　今後の施策を取り巻く環境変化や市民満足度調査の結果を踏まえ、デリバリーアーツ事業や美術館運営事業などにより、効果的
かつ継続的に文化芸術活動を推進することが必要である。

国際的な発信力を持つイベントの推進
Ａ

瀬戸内国際芸術祭推進事業
○ ○ ％97 Ａ 継続

本市会場への年間来場者数

次回瀬戸内国際芸術祭の開催準備進捗率

％136.0

％100.0

高松国際ピアノコンクール事業
○ ○ ％90 Ａ 継続

ピアノコンクール入場者数
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

文化芸術活動の推進
Ａ

デリバリーアーツ事業
％91 Ａ 継続

デリバリーアーツ事業鑑賞者数
％92.1

（評価対象外）文化奨励賞贈呈事業

市民文化祭開催事業
％80 Ｂ 継続

市民文化祭（アーツフェスタ）観覧者数対前年度比
％80.1

文化芸術活動推進事業
％97 Ａ 継続

文化芸術活動補助事業における参加人数
％107.6

美術教育普及事業
％98 Ａ 継続

美術講座参加者数
％99.6

菊池寛顕彰事業
％93 Ａ 継続

受講延べ人数

文学展観覧者数（企画展，記念講演会等）

％97.3

％142.0

アート・シティ高松プロモーション事業
○ ○ ％97 Ａ 拡充

まちなかパフォーマンス事業観覧者数
％420.9
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

文化芸術施設の整備と機能の充実
Ａ

美術館運営事業
％99 Ａ 継続

高松市美術館主催展入場者数

展覧会鑑賞に満足した人の割合

％105.0

％98.8

（評価対象外）元香南陶芸館管理事業

（評価対象外）文化芸術ホール管理運営事業

菊池寛記念館管理運営事業
％94 Ａ 継続

菊池寛記念館利用者数（常設展，コレクション展）
％104.3

美術館資料収集事業
％98 Ａ 継続

高松市美術館常設展入場者数
％97.8

（評価対象外）美術館管理事業

（評価対象外）高松国分寺ホール管理運営事業

（評価対象外）瓦町アートステーション管理運営

事業
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

文化芸術の振興と発信

文化財の保存・活用

創造都市推進局

文化財課

087-839-2660
Ａ

　本市の歴史文化遺産のなかで、国・県・市において指定す
る等、調査・保存・活用するのに相応しいもの。

　本市の歴史文化遺産の保存・管理と公開・活用を図る。

歴史資料館等利用者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

144,517 140,000 145,000

　歴史資料館の瀬戸内国際芸術祭パートナーシップ事業としての企画
展開催や石の民俗資料館の教育普及活動の充実で利用者数を伸ばせた
ため、目標値を上回った。

％103.2

点30

文化財学習会・体験講座参加者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

1,146 1,250 1,400

　ふるさと探訪について、悪天候の影響や他の大規模行事との開催日
時及び場所が重複したことにより、期待した目標値に達しなかった。

％95.5

点28

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

16

29

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）16 29.0
0

57

9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）57 9.0

0

53

47.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）53 47.4

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

891,159 1,141,903 1,272,927 147,696

116,620 118,396 138,178 131,112

1,007,779 1,260,299 1,411,105 278,808

　指定文化財の件数増加や披雲閣の耐震補強等により、適正に維持管理するためのコスト増が予想される。

　文化芸術の振興と発信という上位の政策を実現するためには、地域を特色づける文化財の保存と活用に関する事業を継続してい
くことは必要不可欠である。
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

文化財に関する施設の運営と機能充実
Ａ

（評価対象外）歴史資料館管理運営事業

（評価対象外）玉藻公園管理運営事業

香南歴史民俗郷土館管理運営事業
％97 Ａ 継続

利用人数
％108.2

讃岐国分寺跡資料館管理運営事業
％95 Ａ 継続

利用人数
％98.8

石の民俗資料館管理運営事業
％97 Ａ 継続

利用人数
％103.9

歴史資料館教育普及活動事業
％97 Ａ 継続

教育普及活動の受講者数

サンクリスタル学習参加校数

％105.7

％105.6

歴史資料館常設展事業
％94 Ａ 継続

展覧会観覧者数

収蔵品システムＨＰアクセス数

％92.1

％157.1

（評価対象外）四番丁スクエア等管理運営事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

文化財の調査、整備、管理
Ａ

（評価対象外）古代山城屋嶋城跡城門遺構整備事

業

高松城跡等整備事業
○ ％86 Ａ 継続

玉藻公園の年間入園者数

桜御門の復元

％125.3

％71.4

史跡石清尾山古墳群保存・整備事業
○ ％72 Ｂ 継続

見学者数（累積）
％71.4

（評価対象外）文化財保存活用推進事業

（評価対象外）文化財調査事業

（評価対象外）史跡讃岐国分寺・国分尼寺跡保存

整備事業

史跡天然記念物屋島保存・整備事業
○ ○ ％94 Ａ 継続

確認調査によって内容の詳細が判明した件数（累積）
％100.0

（評価対象外）玉藻公園整備事業

埋蔵文化財公開活用事業
％94 Ａ 継続

埋蔵文化財公開活用事業関連行事参加者数
％120.2
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 21.2% 15.3% 47.7%

スポーツの振興 21.2% 15.3% 47.7%

平均 86% Ａ

　元気を生み出すスポーツの振興に向けて、１施策に取り組んだ。
　「スポーツの振興」では、設定する３つの成果指標について目標を概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

　元気を生み出すスポーツの振興を図るため、スポーツ活動の促進や屋島競技場などスポーツ施設の整備を行うほか、市
民スポーツフェスティバルの見直しやスポーツ関係団体間の連携強化に取り組むとともに、地域密着型トップスポーツ
チームの支援や、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に伴う事前合宿の誘致等により、市民が、ス
ポーツを「する、観る、支える（育てる）」ことのできる環境を整えます。

施策名 得点率 総合評価

スポーツの振興 86% Ａ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち 総合評価

政　策 元気を生み出すスポーツの振興 Ａ
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１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）

２ 施策の成果状況

成
果
指
標
①

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
②

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）
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成
果
指
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③
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３ 市民満足度調査の状況
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

元気を生み出すスポーツの振興

スポーツの振興

創造都市推進局

スポーツ振興課

087-839-2626
Ａ

　市民 　スポーツ活動の推進やスポーツ施設の整備を行い、スポー
ツの振興を図る。

トップスポーツチーム試合観戦者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

118,455 148,300 179,200

　香川オリーブガイナーズの試合数減及び一試合平均観戦者数の大幅
減を始め、全体の約６５％を占めるカマタマーレ讃岐の観戦者数がほ
ぼ前年並であったことから、８７．２％の達成率に留まった。

％87.2

点26

社会体育施設利用者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

1,861,1462,454,5003,137,000

　目標に対する実績値の達成度は８５．３％であった。平成２７年度
に比べ、平成２８年度は大規模なスポーツ大会（全国大会等）が少な
かったため、前年度より利用者数が減少したことなどから８５．３％
の達成率に留まった。

％85.3

点25

トップスポーツ４チームの後援会等会員（高松市民）数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

980 1,225 1,600

　新たにＢリーグが開幕し、名称変更した香川ファイブアローズ（旧
・高松）がＢ２リーグに参戦したが、後援会員の大幅な増員に繋がら
なかったことなどから、９１．２％の達成率に留まった。

％91.2

点27

34

21.2

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）34 21.2
0

35

15.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）35 15.3

0

52

47.7

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）52 47.7

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

1,993,912 2,541,941 6,059,968 1,424,699

99,766 109,865 118,550 102,063

2,093,678 2,651,806 6,178,518 1,526,762

　市民ニーズが多様化する中、市民ニーズの的確な把握に努めるとともに、スポーツ振興のさらなる推進のため、これまで以上に
行政と市民が協働・連携する方策の検討が必要である。

　引き続き、高松市スポーツ推進計画に基づき、スポーツ振興の推進を図る。

トップスポーツの振興
Ｂ

地域密着型トップスポーツチーム支援事業
○ ％81 Ｂ 継続

地域密着型トップスポーツチームのホームゲームでの

観客数

地域密着型トップスポーツチームの市内でのスポーツ

教室参加者数

％87.2

％85.9
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

スポーツ施設の整備
Ａ

南部地域スポーツ施設（仮称）整備事業
○ ％80 Ｂ 継続

南部地域スポーツ施設（仮称）整備進捗率
％82.4

屋島陸上競技場再整備事業
○ ○ ％91 Ａ 継続

屋島陸上競技場再整備進捗率
％100.0

ヨット競技場再整備事業
○ ％94 Ａ 継続

完成までの進捗率
％100.0

市民スポーツ活動の推進
Ａ

市民スポーツ活動推進事業
％94 Ａ 継続

主催６大会参加者チーム数
％91.7

市民スポーツフェスティバル開催事業
％89 Ａ 継続

小学校区対抗競技参加者数
％91.2

学校体育施設開放事業
％92 Ａ 継続

中学校体育施設開放利用者数
％97.2

（評価対象外）スポーツ施設等管理運営事業

障がい者スポーツ推進事業
○ ％92 Ａ 継続

香川県障がい者スポーツ大会への参加人数
％98.4

112



１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 23.8% 17.3% 60.1%

観光客誘致の推進 22.8% 15.3% 56.0%

観光客受入環境の整備 24.8% 19.2% 64.1%

平均 85% Ｂ

　訪れたくなる観光・ＭＩＣＥ（マイス）の振興に向けて、２施策に取り組んだ。
　「観光客受入環境の整備」では、設定する２つの成果指標のうち、香川県への再来訪意向割合において香川県が実施す
る再来訪意向調査の調査方法の変更が影響し目標に届かなかったものの、他の指標については目標を達成しており、施策
評価の得点率は８３％となった。
　「観光客誘致の推進」では、設定する２つの成果指標について目標を概ね達成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８５％となり、政策全体として目指す方向に概ね順調に進捗している
と考えられることから、本政策の総合評価は「Ｂ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

観光客誘致の推進 88% Ａ

　訪れたくなる観光・ＭＩＣＥ（マイス）の振興を図るため、観光に携わる様々な主体が連携・協力し、魅力あるイベン
トの振興など、観光資源の活用と創出に取り組むとともに、旅行者が安心して快適に、移動、滞在、観光ができる受入環
境を整備します。
　また、本市の観光都市としてのブランドイメージを創出するとともに、国内外への、様々な媒体を活用した効果的・戦
略的な情報発信と、ＭＩＣＥ（マイス）による観光客誘致の推進に努めます。

施策名 得点率 総合評価

観光客受入環境の整備 83% Ｂ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち 総合評価

政　策 訪れたくなる観光・ＭＩＣＥ（マイス）の振興 Ｂ
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

訪れたくなる観光・ＭＩＣＥの振興

観光客受入環境の整備

創造都市推進局

観光交流課

087-839-2416
Ｂ

　観光資源及び観光客・ＭＩＣＥに係わるすべての事業者、
市民、行政機関等

　受入態勢を充実させ、訪れる人の満足度が向上し、再来訪
意向の割合が高まる。

観光関連施設等利用者数
千人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

6,895 6,570 6,640

　栗林公園や高松城跡（玉藻公園）などの入場者数が増加したため、
達成できた。

％105.5

点30

香川県への再来訪意向割合
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

34.3 54.8 60

　平成２７年度から再来訪意向調査の選択項目が変更になったため、
目標を達成できなかったが、２７年度の実績値１７．９％からは大幅
に増加している。

％67.5

点20

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

24

24.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）24 24.8
0

21
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位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）21 19.2

0
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64.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）32 64.1

年度26 年度27 年度28

114



４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

280,037 372,330 376,247 1,704,432

98,241 100,479 125,220 93,421

378,278 472,809 501,467 1,797,853

　平成２８年度に策定した高松市観光キャッチコピーと、今後決定するロゴマークを併せて活用し、関係者の機運の醸成を図るな
ど、行政、民間、市民が一体となった観光まちづくりの推進体制を構築していく必要がある。

　高松ならではの歴史や文化などの資源に磨きをかけるとともに、新たな観光資源の創出、さらに行政が担うべきハード整備の実
施や観光客を受け入れる市民等の機運の醸成を図るなど、来訪者に満足感を与えられる受入環境を形成し、魅力のある観光まちづ
くりを推進する。
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

観光施設等の効果的運営
Ａ

（評価対象外）鬼ヶ島おにの館管理運営事業

男木島灯台資料館管理運営事業
％88 Ａ 改善継続

施設利用者数
％93.5

（評価対象外）塩江湯愛の郷センター管理運営事

業

（評価対象外）太鼓の鼻オートキャンプ場等管理

運営事業

（評価対象外）純愛の聖地庵治・観光交流館管理

運営事業

（評価対象外）香南楽湯管理運営事業

（評価対象外）道の駅源平の里むれ管理運営事業

（評価対象外）温泉水給水事業

（評価対象外）奥の湯温泉等管理運営事業

観光案内所管理運営事業
％98 Ａ 継続

塩江町インフォメーションセンター利用者数
％99.3
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

観光資源の活用と創出
Ａ

源平屋島地域観光振興事業
○ ○ ％80 Ｂ 改善継続

屋島山上入込客数

源平屋島地域（庵治・牟礼に限る。）入込客数

％72.4

％97.6

（評価対象外）高松食と文化のフェスタ等事業

観光団体育成事業
％97 Ａ 改善継続

観光関連施設等利用者数
％105.5

観光イベント振興事業
％91 Ａ 改善継続

まつり・イベント入込み客数
％93.1

観光ボランティアガイド育成事業
％88 Ａ 改善継続

被ガイド（観光客）数
％85.7

観光連携プラットフォーム推進事業
％92 Ａ 継続

香川県の延べ宿泊者数
％97.3

（評価対象外）創造都市推進事業

高松城跡（玉藻公園）を活かした観光振興事業
○ ％94 Ａ 継続

高松城跡（玉藻公園）入園者数
％113.8

屋島活性化推進事業（政策課分）
○ ○ ％80 Ｂ 拡充

屋島山上入込客数
％72.4

（評価対象外）（企業会計）高松市水道資料館活

用地域活性化事業

温泉を生かした塩江地域の観光振興事業
○ ％86 Ａ 拡充

塩江温泉郷観光入込客数
％98.6

屋島活性化推進事業（観光交流課分）
○ ○ ％77 Ｂ 継続

屋島山上入込客数
％72.4
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

訪れたくなる観光・ＭＩＣＥの振興

観光客誘致の推進

創造都市推進局

観光交流課

087-839-2416
Ａ

　国内外の観光旅行及びＭＩＣＥを予定している人 　本市への観光客及び交流人口が増加する。

まつり・イベント入込客数
千人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

922 1,020 1,030

　目標に届いていないが、今後、補助金交付団体が開催するイベント
への参加人数が増加をするよう支援啓発に取り組む。

％90.8

点27

コンベンション数
件

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

214 270 306

　目標に届いていないため、今後、コンべンション誘致を強化し、コ
ンベンション開催件数を増加させられるよう取り組む。

％89.2

点26

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

30

22.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）30 22.8
0

35

15.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）35 15.3

0

43

56

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）43 56.0

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

259,944 353,792 325,129 321,329

27,531 28,564 37,528 29,363

287,475 382,356 362,657 350,692

　香川県ＭＩＣＥ誘致推進協議会の発足など、大規模ＭＩＣＥや政府系ＭＩＣＥの誘致体制の強化が図られている。また、外国人
観光客の誘致は大きな成果を収めているが、一過性のものとならないよう、国内からの誘客も含め、効果的な観光情報発信の方法
等について検討し、集客に努める必要がある。

　平成２８年度に策定した（公財）高松市ＭＩＣＥ振興戦略に基づき高松観光コンベンション・ビューローや香川県ＭＩＣＥ誘致
推進協議会等と連携しながら、各種事業を実施し、高松らしいＭＩＣＥ振興を図る。また、新しい高松の魅力を発信する観光宣伝
活動を充実させるほか、周辺地域と連携した観光客等誘致政策の拡充に努める。

ＭＩＣＥ（マイス）の誘致促進
Ａ

国際観光都市推進事業
％88 Ａ 継続

香川・高松ツーリストインフォメーション利用外国人

数
％93.0

観光コンベンション振興推進事業
％94 Ａ 改善継続

高松シンボルタワー来場者数
％103.3

ＭＩＣＥ振興戦略（仮称）策定事業
○ ○ ％89 Ａ 完了

コンベンション数
％89.2

119



基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

観光情報の効果的発信
Ａ

（評価対象外）高松観光プロモーション事業

共同観光宣伝事業
％72 Ｂ 継続

観光関連施設等利用者数
％68.9

観光客誘致宣伝事業
％97 Ａ 継続

観光関連施設等利用者数
％105.5

観光案内板整備等事業
％92 Ａ 改善継続

観光関連施設等利用者数
％98.5

海外誘客促進事業
○ ○ ％94 Ａ 継続

観光案内所利用者数（外国人）
％132.8

国内誘客促進事業
○ ％97 Ａ 改善継続

観光関連施設等利用者数
％105.5

観光情報発信・受入態勢整備推進事業
○ ○ ％97 Ａ 改善継続

観光案内所利用者数（外国人）

海外版インターネット広告トップページアクセス件数

％132.8

％132.9
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 15.4% 15.8% 49.2%

移住・交流の促進 13.9% 21.0% 58.0%

国際・国内交流の推進 16.9% 10.6% 40.4%

平均 87% Ａ

　国際・国内交流の推進と定住の促進に向けて、２施策に取り組んだ。
　「国際・国内交流の推進」では、設定する２つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　「移住・交流の促進」では、設定する２つの成果指標のうち、高松市移住ナビ（ホームページ）閲覧件数において目標
に届かなかったものの、年間社会増については概ね目標を達成しており、施策評価の得点率は７８％となった。なお、高
松市移住ナビは開設後相当の年数を経過していることもあり改修を予定している。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８７％となり、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考
えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

移住・交流の促進 78% Ｂ

　国際・国内交流の推進と定住の促進を図るため、海外の姉妹・友好都市等との親善交流や民間団体への助成を通して、
国際交流の推進を図るとともに、地域に暮らす全ての人々が文化や習慣の違いを認めながら、共に生活していく多文化共
生のまちづくりを進めます。
　また、国内の各都市との交流を推進することにより、交流人口の増加や地域の活性化に努めます。
　また、移住フェアでの情報発信や地域おこし協力隊の受入など、移住・交流の促進に努めます。

施策名 得点率 総合評価

国際・国内交流の推進 96% Ａ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち 総合評価

政　策 国際・国内交流の推進と定住の促進 Ａ
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

国際・国内交流の推進と定住の促進

国際・国内交流の推進

創造都市推進局

都市交流室

087-839-2197
Ａ

　市民 　海外の姉妹・友好都市や国内の提携都市等との多彩な交流
活動を推進し、国内外の様々な地域との相互理解を深める。

姉妹・友好都市等との交流事業参加者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

322 340 400

　高松市国際交流協会や民間団体と協力して、姉妹・友好都市等との
交流事業参加者数を増やすことができた。

％100.6

点30

国内の提携都市との交流事業参加者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

309 340 400

　国内の提携都市との交流を図り、交流事業参加者数を増やすことが
できた。

％96.6

点28

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

51

16.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）51 16.9
0

53

10.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）53 10.6

0

60

40.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）60 40.4

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

22,075 31,149 23,837 24,058

12,474 23,675 32,111 30,854

34,549 54,824 55,948 54,912

　海外の姉妹・友好都市等との交流事業を行い、市民の国際感覚の涵養が図られた。
　また、国内交流では、下野市などの提携都市との交流を推進した。
　今後は、より多くの市民が交流事業に参加できるよう努めていく。

　国際交流については、姉妹・友好都市等との交流を推進することにより、市民が異なる文化や習慣を理解し、尊重し合える国際
感覚の醸成を図る。
　国内交流については、提携都市との交流事業を推進することにより、人が行きかう、活力あるまちづくりを進める。

国際交流の推進
Ａ

国際交流推進事業
％100 Ａ 継続

姉妹・友好都市等との交流事業参加者数
％107.3
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

多文化共生のまちづくり
Ａ

多文化共生推進事業
％100 Ａ 継続

通訳・翻訳回数
％104.1

国内交流の推進
Ａ

（評価対象外）高松市・帯広市　愛と幸福の観光

都市交流事業

姉妹城都市等観光交流事業
％94 Ａ 改善継続

交流イベント等開催回数
％100.0

国内交流推進事業
％100 Ａ 継続

交流事業参加者数
％110.0
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うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
②

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
③

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

３ 市民満足度調査の状況
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

国際・国内交流の推進と定住の促進

移住・交流の促進

市民政策局

政策課

087-839-2135
Ｂ

　市外に居住しており、地方への移住を考えている人 　大都市圏に居住している現役世代層を中心に、本市への移
住者を増加させることにより、たかまつ創生総合戦略に掲げ
る数値目標の一つである「平成３１年に１年間の社会増を１
，０００人」の実現を目指す。

高松市移住ナビ（ホームページ）閲覧件数
件

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

7,491 12,000 16,000

　平成２８年度の高松市移住ナビ閲覧件数は目標値の約７５％に留ま
った。
　同ナビについては、２４年度の開設以後、相当の年数を経過してい
ることから、今後、アクセスする側にとって便利で、より移住後の生
活をイメージしやすいサイトとなるよう、改修を行う必要がある。

％74.9

点22

年間社会増
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

590 900 1,570

　本市人口の社会動態としては社会増であるものの、目標値を１１０
人下回っており、その内訳として、県内からの転入が多い実態があ
る。
　今後、大都市圏居住者等を対象とした効果的なプロモーション方策
を行うことなどにより、県外からの割合を高めていく必要がある。

％84.3

点25

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

57

13.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）57 13.9
0

14

21

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）14 21.0

0

38

58

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）38 58.0

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

635 8,723 17,677 40,329

4,429 4,606 15,702 15,702

5,064 13,329 33,379 56,031

　本市の平成２８年人口動態では、自然減が社会増を上回ったことにより人口減となっていることから、大都市圏居住者等に効果
のあるプロモーション等を強化する必要がある。
　また、地域おこし協力隊については、早急に欠員を解消し、計画している、本庁、男木、女木担当各１名、塩江担当２名の、計
５名体制とする必要がある。

　本市における人口減少を抑制する戦略の一環として、たかまつ移住応援隊の移住リーダーを中心とした移住者の受入体制の強化
や効果的なプロモーションの実施など、各種の方策を展開することにより、更なる社会増の実現を目指す。

選ばれる地域づくりの推進
Ｃ

移住・定住促進事業
○ ○ ％69 Ｃ 拡充

移住交流フェア相談組数

移住促進事業を利用して移住した世帯数（アンケート

数等）

％86.0

％44.0

地域おこし協力隊活動事業
○ ○ ％63 Ｃ 改善継続

隊員と地域コミュニティ協議会との連携により実施し

た事業数
％60.0
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４ 安全で安心して暮らし続けられるまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 



１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

消費者の権利保護と自立促進 17.9% 8.1% 45.3%

平均 26.3% 16.6% 70.5%

防犯体制の整備 21.9% 23.4% 77.9%

生活衛生の向上 25.5% 10.5% 60.9%

防災・減災対策の充実 26.6% 16.7% 79.2%

交通安全対策の充実 19.6% 34.3% 82.4%

消防・救急の充実強化 46.0% 6.3% 77.2%

消費者の権利保護と自立促進 96% Ａ

平均 82% Ｂ

　安全で安心して暮らせる社会環境の形成に向けて、６施策に取り組んだ。
　「消防・救急の充実強化」では、設定する２つの成果指標のうち、出火率において目標を達成したものの、救命率に
ついては傷病者の容態等さまざまな要因が影響することもあり、目標を大きく下回ったことから、施策の得点率は５
８％となった。
　「防災・減災対策の充実」、「交通安全対策の充実」及び「防犯体制の充実」の３施策では、設定する４つの成果指
標について目標を達成又は概ね達成した。
　「生活衛生の向上」では、設定する２つの成果指標のうち、犬・猫の殺処分率において目標を達成したものの、食品
衛生等違反指導率については食品表示法に基づく食品表示基準等の見直しへの対応が十分にできていない事業者が増加
したことなどにより目標に届かなかったことから、施策の得点率は５０％となった。
　「消費者の権利保護と自立促進」では、設定する成果指標について目標を概ね達成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８２％となり、政策全体として目指す方向に順調に概ね進捗してい
ると考えられることから、本政策の総合評価は「Ｂ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

防犯体制の整備 100% Ａ

生活衛生の向上 50% Ｄ

防災・減災対策の充実 100% Ａ

交通安全対策の充実 93% Ａ

　安全で安心して暮らせる社会環境の形成を図るため、防災体制の整備・充実により、南海トラフ地震を始めとする各
種災害への対応能力の向上を図るとともに、災害・緊急時において、迅速かつ的確に対応できる消防・救急の充実強化
や防災・減災対策の充実に努めます。
　また、交通事故のない社会を目指し、市民及び警察等関係機関と連携した取組など、交通安全対策の充実を図りま
す。
　また、防犯体制の整備や食品・環境衛生対策など生活衛生の向上、消費者の権利保護と自立促進に努めます。

施策名 得点率 総合評価

消防・救急の充実強化 58% Ｃ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 安全で安心して暮らし続けられるまち 総合評価

政　策 安全で安心して暮らせる社会環境の形成 Ｂ
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１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）

２ 施策の成果状況

成
果
指
標
①

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
②

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
③

指標名 単位
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うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度
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成果状況の推移
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

消防・救急の充実強化

消防局

消防局総務課
Ｃ

　市民 　生命、身体及び財産を火災から保護するとともに、水火災
又は地震等の災害を防除し、これらの災害による被害を軽減
するほか、災害等による傷病者の搬送を適切に行う。

出火率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

2.5 3.7 3.6

　住宅用火災警報器の設置率は高松市消防局管内で８０％と年々増加
傾向にあり、さらに火災予防広報の実施によって一般家庭の火気取扱
いに係る意識向上につながったため、出火率が減少した。

％132.4

点30

救命率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

1 6 8

　応急手当普及啓発活動を通じバイスタンダー（救急現場に居合せた
人）の救命処置向上に努めているが、傷病者の容体等さまざまな要因
があり救命率の向上に繋がっていない。

％16.7

点5

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

2

46

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）2 46.0
0

60

6.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）60 6.3

0

9

77.2

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）9 77.2

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

1,803,673 2,318,325 1,605,015 444,113

3,609,899 3,610,980 3,831,916 20,500

5,413,572 5,929,305 5,436,931 464,613

　消防署所等適正配置計画に基づき、消防署所の適正配置・耐震化に取り組むほか、高機能消防指令システム等の整備事業を推進
するなど、総合的な消防力の充実強化を図りながら、更なるコスト縮減に努める。

　大規模災害や人口減少社会に対応できるよう引き続き、効果的な消防体制の構築に努める。

消防団の充実・強化

（評価対象外）消防団活動推進事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

救急活動の推進

（評価対象外）救急艇等管理事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

消防施設・設備の整備
Ａ

消防署所適正配置整備事業
○ ％90 Ａ 継続

消防署所の耐震化率

消防署所数

（評価対象外）消防屯所整備事業

消防緊急情報システム整備事業
○ ％90 Ａ 縮小

事業全体進捗率
％94.7

（評価対象外）消防職員研修事業

（評価対象外）消防活動事業

（評価対象外）消防署所管理事業

（評価対象外）消防事務管理事業

（評価対象外）消防屯所管理事業

（評価対象外）消防車輌整備事業

（評価対象外）消防水利整備事業

（評価対象外）消防業務受託事業
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

防災・減災対策の充実

総務局

危機管理課

087-839-2184
Ａ

　市民等 　市民等の防災意識を高めるとともに、地域及び国・県等防
災関係機関と連携し、防災・減災対策の充実を図る。

地域における防災訓練の実施率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

95 75 100

　防災訓練で使用する非常食品を助成するなどして、地域における訓
練の実施を推進したところ、訓練の実施率が向上した。

％146.2

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

22

26.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）22 26.6
0

28

16.7

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）28 16.7

0

6

79.2

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）6 79.2

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

2,706,121 3,379,350 2,372,035 8,867,718

142,453 156,814 160,160 152,309

2,848,574 3,536,164 2,532,195 9,020,027

【総務局】災害時の緊急放送体制の整備【財政局】高松市防災合同庁舎（危機管理センター）の早期整備【都市整備局】大雨の発
生頻度が高まっており、県と連携した急傾斜地崩壊防止事業を推進する必要がある。また、住宅・建築物の補助制度を活用した耐
震化を促進する必要がある。【消防局】全ての地域で防災訓練の実施を目指すとともに避難所運営などの実効性のある訓練の実施
促進【教育局】中学校の全面改築が完了し、小・中・高松第一高等学校の耐震化は終了した。今後は、非構造部材の耐震化につい
て適切に対応していきたい。

　安全で安心して暮らせる環境整備のため、着実に各事業を継続し実施する。

備蓄品や防災資機材の確保

（評価対象外）水防対策事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

災害発生時の拠点施設及び情報伝達手段の整備
Ａ

デジタル式同報系防災行政無線整備事業
○ ○ ％94 Ａ 継続

防災ラジオ普及率
％111.9

（評価対象外）防災行政無線事業

危機管理センター（仮称）等整備事業
○ ○ ％87 Ａ 継続

危機管理センター（仮称）等施設整備進捗率
％88.3

ＭＣＡ移動系無線・衛星携帯電話整備事業
○ ○ ％97 Ａ 完了

ＭＣＡ移動系無線整備進捗率
％100.0

避難所などの耐震化及び急傾斜地崩壊防止対策の推進
Ａ

小・中学校施設天井等落下防止対策事業
○ ％97 Ａ 継続

小・中学校非構造部材耐震化率
％100.0

住宅建築物耐震改修等事業
○ ％92 Ａ 継続

民間住宅の耐震診断実施済棟数（累積）

民間住宅の耐震改修実施済棟数（累積）

％94.6

％104.8

急傾斜地崩壊防止事業
％97 Ａ 継続

完成までの進捗率
％102.9

鉄道施設安全対策事業
○ ○ ％97 Ａ 継続

耐震補強化率（事業費ベース）

長寿命化率（事業費ベース）

％100.0

％100.0
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

市民及び地域の防災意識と防災力の向上
Ｂ

自主防災組織等育成事業
○ ○ ％100 Ａ 継続

避難所運営訓練等実施率
％138.3

（評価対象外）防災事業

（評価対象外）国民保護推進事業

地域防災対策事業
％57 Ｃ 改善継続

地域防災リーダー育成セミナー受講者数
％54.0

（評価対象外）地震災害等救援事業

（評価対象外）地域防災計画見直し事業
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成
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

交通安全対策の充実

市民政策局

くらし安全安心課

087-839-2555
Ａ

市民 　交通安全教育・啓発活動を推進し、交通安全意識の向上を
図り、市民が道路を安心して、安全に通行できる環境を整え
る。

人口１０万人当たりの交通事故による死者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

4.28 3.43 3.23

　交通事故による死者数は、平成２７年の２１人から２８年は１８人
と３人減少したものの、目標値には達していないため、引き続き、交
通安全教育・啓発の推進と交通環境の整備を推進していく。

％87.4

点26

交通事故発生件数
件

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

3,217 4,300 3,764

　平成１８年をピークに交通事故発生件数は年々減少しており、平成
２８年も対前年比９０％の件数と順調に推移している。

％130.9

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

44

19.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）44 19.6
0

3

34.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）3 34.3

0

2

82.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）2 82.4

年度26 年度27 年度28

136



４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

150,066 168,722 142,696 149,085

46,943 44,644 93,662 93,662

197,009 213,366 236,358 242,747

【市民政策局・都市整備局】高齢者に対する交通安全対策を推進するとともに、地域との協働で交通マナーの一層の向上に取り組
んでいるほか、交通安全施設整備による安全対策を図るなど、安全な道路環境整備を推進している。
　今後も、交通安全教育や啓発活動に取り組むとともに、道路環境整備の効果的な推進により、交通事故防止に努める必要がある
。

　市民満足度調査において不満度が高い現状も踏まえ、引き続き、交通安全対策の充実に向け、各種事業を推進していく。

交通安全教育・啓発の推進
Ａ

交通安全教育等推進事業
％87 Ａ 継続

幼稚園、保育所、小学校、中学校交通安全教室参加者

数

高齢者交通安全教室等参加者数

％95.0

％88.5

交通安全啓発推進事業
％85 Ｂ 継続

交通安全フェア参加者数

統一街頭キャンペーン参加者数

％83.3

％103.4

交通事故相談事業
％87 Ａ 改善継続

問題解決支援件数
％95.3

高齢者交通安全啓発推進事業
○ ○ ％86 Ａ 継続

ＩＣカード乗車券交付申請者数

高齢者交通安全教室等参加者数

％105.1

％88.5
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

交通環境の整備
Ａ

違法駐車防止対策事業
％94 Ａ 継続

違法駐車防止重点区域における平均瞬間違法駐車台数
％103.2

放置自動車等対策事業
％80 Ｂ 継続

（評価対象外）交通安全施設整備事業

（評価対象外）番町地下道管理事業
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

防犯体制の整備

市民政策局

くらし安全安心課

087-839-2555
Ａ

　市民 　犯罪の未然防止や、犯罪などを発生させない環境づくりを
推進し、市民が安全で安心して暮らせるまちづくりに取り組
むとともに、各地域コミュニティ協議会が主体となった防犯
活動を活性化する。

人口千人当たりの街頭犯罪等発生件数
件

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

3.9 4.1 4

　全国の刑法犯認知件数は前年比９．４％減で１４年連続の減少とな
っている。

％107.1

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

33

21.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）33 21.9
0

10

23.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）10 23.4

0

8

77.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）8 77.9

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

283,077 190,062 148,849 113,760

5,905 6,142 6,281 6,281

288,982 196,204 155,130 120,041

　高齢者世帯が増加し、単位自治会への加入率も低下する中、地域自ら防犯意識の高揚を図り、地域が主体となった防犯体制を整
備する必要がある。

　犯罪の未然防止や犯罪などを発生させない環境づくりを一層進めるため、引き続き、地域の単位自治会が管理する防犯灯の新設
や維持管理に要する費用に対し、支援を行うほか、防犯協会とも連携し、防犯意識の高揚を図るための取り組みを推進していく。

防犯意識の普及啓発と防犯活動の推進
Ｃ

防犯活動推進事業
○ ％62 Ｃ 改善継続

青色防犯活動助成達成率
％57.0
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

防犯施設の整備
Ａ

防犯組織・環境整備事業
％97 Ａ 継続

総防犯灯数
％106.7
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

生活衛生の向上

健康福祉局

生活衛生課

087-839-2865
Ｄ

　市民 　飲食店営業施設等の食品関係営業施設や毒物劇物営業施設
、旅館業営業施設等諸営業施設、ペットショップ等の動物取
扱施設における監視・指導や流通食品の収去検査等を行うこ
とにより衛生水準の向上に努め、安全で快適な市民生活の推
進に寄与する。

食品衛生等違反指導率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

3 1.1 1

　飲食店営業施設等への監視・指導や食品の収去・検査を実施したが
、食品表示法の施行により、食品表示基準等の見直しが行われたこと
などから、指導件数が増加し、目標値は達成できなかった。

％0.0

点0

犬・猫の殺処分率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

70 78 72

　収容された犬・猫の返還・譲渡数が増加したことにより、殺処分率
が減少し、目標値は達成できた。

％110.3

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

23

25.5

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）23 25.5
0

54

10.5

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）54 10.5

0

34

60.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）34 60.9

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

519,058 470,079 474,175 471,354

346,907 378,503 397,261 397,261

865,965 848,582 871,436 868,615

【市民政策局】墓地環境の適正な維持管理、及び墓所需要に応じた墓所の供給が求められている。また、施設の適正な維持管理に
より、斎場業務を円滑に実施するほか、市民葬儀のあり方を検討し、適切に事業を実施する。
【健康福祉局】食に関する市民の関心が高まったことなどから、食品の安全確保対策を、より一層強化するほか、各種衛生対策や
動物愛護の普及啓発等を積極的に実施する。

　食品衛生法に基づく各種営業施設等に対する監視・指導などの食品衛生対策を推進するほか、動物愛護の推進や墓地、斎場の安
定的な維持・運営等を実施することにより、引き続き、生活衛生の向上に取り組んでいく。

毒物・劇物衛生対策の推進

（評価対象外）毒物劇物監視指導事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

動物譲渡の推進
Ａ

（評価対象外）動物愛護管理事業

動物愛護センター整備等事業
○ ○ ％91 Ａ 継続

殺処分率

動物愛護センター整備進捗率

％114.6

％83.3

食品衛生対策の推進

（評価対象外）食品衛生監視指導事業

（評価対象外）衛生試験検査事業

（評価対象外）食肉衛生検査事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

環境衛生対策の推進
Ａ

害虫駆除事業
％90 Ａ 継続

衛生害虫（主に蚊）媒介感染症罹患者数（海外渡航後

発症等を除く）

公衆浴場施設改善事業等助成事業
％94 Ａ 継続

一般公衆浴場数（銭湯）
％100.0

（評価対象外）環境衛生諸営業等監視指導事業

（評価対象外）水道施設等衛生管理指導事業

墓地、斎場の安定的な維持、運営
Ａ

墓園・墓地整備事業
％89 Ａ 継続

新規墓所使用許可数（累計）
％88.8

（評価対象外）墓園・墓地管理事業

（評価対象外）斎場等管理運営事業

市民葬儀事業
％90 Ａ 継続

市民葬儀利用率
％96.4
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

消費者の権利保護と自立促進

市民政策局

くらし安全安心課

087-839-2067
Ａ

　市民 　消費者が安心・安全に暮らせるために、賢い消費者として
自立促進を行う。

消費生活相談における解決割合
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

98.6 99.3 99.5

　全体の相談件数は、ここ数年増加している。相談内容も、多様化・
複雑化していることから、最新の傾向を把握し、消費者に対し適切な
助言等の対応が必要である。また、相談員が、適切な助言等を行える
よう研修等に参加し相談業務等のスキルアップを行う。なお、成果指
標の達成度は、ほぼ、達成出来た。

％99.5

点29

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

48

17.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）48 17.9
0

59

8.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）59 8.1

0

56

45.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）56 45.3

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

15,449 14,518 14,572 14,918

22,143 22,365 23,553 23,553

37,592 36,883 38,125 38,471

　今後も消費者団体を支援しながら、より連携を強化していく。また、年々手口が巧妙化している悪質商法に対応できるよう、消
費生活センターの相談体制堅持及び機能強化を行い、消費生活における安全安心を確保していくことが求められる。

　消費者の利益の確保及び消費者被害のより一層の救済を目指す。そのために、消費者が参加できるイベント・機会の提供、消費
生活相談員による相談事業はもとより、出前講座の実施及び消費者団体の支援等を実施し、賢い消費者の育成を行い、消費者保護
を推進していく。

消費生活相談機能の充実

（評価対象外）消費生活相談事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

消費者の権利保護
Ａ

消費者啓発事業
％94 Ａ 継続

消費者月間事業等の満足度
％107.0

（評価対象外）計量検査事業

消費者団体への活動支援と運営の活性化
Ａ

消費者団体支援事業
％94 Ａ 継続

高松市消費者団体連絡協議会主催事業の参加者数
％277.4

廃食油収集事業
％93 Ａ 継続

廃食油収集量
％96.4
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 25.1% 13.7% 62.3%

地球温暖化対策の推進 14.5% 13.4% 56.6%

環境保全活動の推進 18.9% 11.6% 54.0%

廃棄物の適正処理 31.6% 11.4% 65.5%

不法投棄の防止 22.9% 20.9% 66.1%

ごみの減量と再資源化の推進 37.7% 11.3% 69.2%

平均 99% Ａ

　環境と共生する持続可能な循環型社会の形成に向けて、５施策に取り組んだ。
　「ごみの減量と再資源化の推進」、「廃棄物の適正処理」、「不法投棄の防止」、「地球温暖化対策の推進」及び「環
境保全活動の推進」の５施策では、設定する９つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

地球温暖化対策の推進 100% Ａ

環境保全活動の推進 100% Ａ

廃棄物の適正処理 100% Ａ

不法投棄の防止 100% Ａ

　環境と共生する持続可能な循環型社会の形成を図るため、ごみの減量と再資源化を推進するとともに、一般廃棄物、産
業廃棄物の適正処理や不法投棄の防止に努めます。
　また、環境保全意識の啓発等の環境保全活動を推進するとともに、再生可能エネルギーの利用促進などの地球温暖化対
策を行い、低炭素社会の構築を目指します。

施策名 得点率 総合評価

ごみの減量と再資源化の推進 95% Ａ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 安全で安心して暮らし続けられるまち 総合評価

政　策 環境と共生する持続可能な循環型社会の形成 Ａ
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

ごみの減量と再資源化の推進

環境局

環境保全推進課

087-839-2393
Ａ

　ごみを排出する市内の家庭や事業所 　ごみの減量と再資源化の推進により、環境と共生する持続
可能な循環型社会の形成を目指す。

１人１日当たりのごみ排出量
ｇ／人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

937 928 880

　１人１日当たりのごみ排出量は、施策構成基本事業と事務事業の積
極的かつ継続的推進と市民・事業者の「ごみの減量と再資源化」に対
する意識の向上等により、平成２８年度目標値９５０ｇ／人・日に対
して、実績値は９３７ｇ／人・日となり、目標達成度は、１０１．４
％であった。

％101.4

点30

１人１日当たりの資源化量
ｇ／人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

193 207 207

　１人１日当たりの資源化量は、施策構成基本事業と事務事業の積極
的かつ継続的推進と市民・事業者の「ごみの減量と再資源化」に対す
る意識の向上等により、平成２８年度目標値２０７ｇ／人・日に対し
て、実績値は、１９３ｇ／人・日となり、目標達成度は、９３．２％
であった。

％93.2

点27

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

6

37.7

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）6 37.7
0

50

11.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）50 11.3

0

21

69.2

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）21 69.2

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

348,020 383,964 374,874 382,535

32,476 33,779 36,115 35,330

380,496 417,743 410,989 417,865

　市民・事業者の「ごみの減量と再資源化の推進」に対する意識の向上と分別の徹底等により、さらにごみの減量と再資源化を進
める必要がある。

　引き続き、「ごみの減量と再資源化の推進」に積極的に取り組むことにより、環境への負荷の低減と限りある資源の有効利用を
通じて、上位目標である政策「環境と共生する持続可能な循環型社会の形成」を目指す。

ごみの発生抑制の推進
Ａ

レジ袋等削減推進事業
％94 Ａ 継続

協定締結事業者の年間レジ袋削減枚数
％100.7

事業系ごみ減量推進事業
％97 Ａ 継続

多量排出事業者の廃棄物リサイクル率
％100.0

家庭系ごみ減量推進事業
％100 Ａ 継続

生ごみ処理機等使用による生ごみ減量値（推定）
％115.6
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

ごみの減量・リサイクルの推進
Ａ

家庭系ごみ有料化事業
％100 Ａ 継続

有料指定収集袋使用枚数（特小換算）
％107.4

ごみ減量・資源化啓発事業
％100 Ａ 継続

プラスチック容器包装ごみの再資源化割合
％101.6

ごみ再資源化事業
％100 Ａ 継続

缶・びん・ペットボトル資源化量

プラスチック資源化量

％100.0

％100.0

小型家電等リサイクル推進事業
○ ％48 Ｄ 継続

年間回収量
％35.0

152



H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

2000
4000
6000
8000
10000
12000
14000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

2000
4000
6000
8000
10000
12000
14000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

1

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標

政 策

施 策

総合評価
評
価
担
当

局名

課・室名

電話番号

１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）

２ 施策の成果状況

成
果
指
標
①

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
②

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
③

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

廃棄物の適正処理

環境局

環境指導課

839-2380
Ａ

　一般廃棄物（し尿を含む）を排出する市民及び市内の事業
者並びに産業廃棄物を排出する事業者や廃棄物の収集運搬・
処分を行う者等。

　一般廃棄物及び産業廃棄物の排出を抑制し、適正かつ効率
的な処理を推進するとともに、将来に向けた安定した処理体
制を構築することにより、生活環境保全及び公衆衛生の向上
を図り、循環型社会の形成に寄与する。

一般廃棄物の年間埋立処分量
ｔ

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

12,844 12,120 11,270

　家庭ごみの適正処理について、ホームページや広報誌等により周知
・啓発に努めたほか、西部クリーンセンターの基幹的設備改良工事に
伴い、ガス化溶融炉である南部クリーンセンターでの可燃ごみの処理
量の割合が増加し、焼却灰が減少したことなどにより、市有施設での
年間埋立処分量が前年度よりも減少した。

％102.7

点30

産業廃棄物の不適正保管量
ｔ

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

12,116 12,150 12,000

　継続的・定期的な指導を行ったことにより、前年度と比較し、不適
正保管量が減少し、目標値を達成した。

％101.5

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

12

31.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）12 31.6
0

49

11.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）49 11.4

0

29

65.5

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）29 65.5

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

3,800,598 4,555,834 5,061,044 7,025,929

1,445,938 1,451,793 1,552,928 686,963

5,246,536 6,007,627 6,613,972 7,712,892

　ごみの適正処理を確保した上で、より経済的で効率的な収集運搬体制を検討する必要がある。・西部クリーンセンター等施設の
老朽化に伴い、適切な維持管理と効率的な運転管理で施設の延命化を図る必要がある。・し尿等の処理については、平成２８年度
に下水道との共同処理の試運転を行ったが、引き続き、適正に処理を行う必要がある。・排出事業者の責任や収集運搬・処分を行
う者の責務について、更に理解を深めてもらい、適正処理を推進していく必要がある。

　一般廃棄物の発生抑制、適正処理、資源化を推進し、ごみ処理施設の適切な維持管理を図ると共に、市の収集運搬体制の検討に
も取り組み、公衆衛生の向上及び循環型社会の形成に貢献していく。・し尿等の処理については、下水道との共同処理を安定的か
つ適正に推進していく。・大規模災害時における災害廃棄物処理計画の策定に伴い、収集、分別、再生等の適正な処分など必要な
見直しを継続していく。・産業廃棄物については、排出事業者や許可業者等に指導や啓発活動により、排出抑制や適正処理及び再
生利用の推進を図る。

産業廃棄物適正処理の促進

（評価対象外）産業廃棄物適正処理指導事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

し尿の適正処理の推進
Ｂ

災害時し尿処理事業
％97 Ａ 継続

簡易トイレ備蓄率

し尿凝固剤備蓄率

％100.0

％100.0

し尿中継貯留槽整備事業
○ ％60 Ｃ 継続

し尿中継貯留槽整備率
％53.1

し尿処理施設跡地利用事業
○ ％86 Ａ 継続

解体・跡地整備進捗率
％91.2

（評価対象外）衛生処理センター環境整備事業

（評価対象外）衛生処理センター中継所運営事業

（評価対象外）離島し尿収集事業

（評価対象外）衛生処理センター運営事業

（評価対象外）し尿中継貯留槽管理事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

ごみの適正処理の推進
Ａ

（評価対象外）ごみ処理計画推進事業

ごみ適正処理指導事業
％92 Ａ 継続

不適正管理ごみステーション対応件数
％98.6

（評価対象外）ごみ収集運搬事業

（評価対象外）ごみ処理関連施設統廃合整備事業

（評価対象外）ごみ最終処分場管理事業

（評価対象外）南部クリーンセンター管理運営事

業

（評価対象外）南部クリーンセンター場内整備事

業

（評価対象外）西部クリーンセンター管理運営事

業（焼却処理）

（評価対象外）一般廃棄物最終処分場整備事業

（評価対象外）西部クリーンセンター管理運営事

業（破砕処理）

西部クリーンセンター大規模改修事業
○ ○ ％100 Ａ 継続

西部クリーンセンター大規模改修整備進捗率
％100.0

南部クリーンセンター次期運営方法等検討事業
○ ％76 Ｂ 継続

次期運営方法等検討事業の進捗率
％75.0
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

不法投棄の防止

環境局

適正処理対策室

839-2370
Ａ

　高松市内全域における不法投棄が見られる地域 　不法投棄を防止するとともに、市民の環境美化意識の高揚
を図ることによって、清潔で美しい高松を実現する。

不法投棄通報、相談件数
件

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

123 125 100

　不法投棄の通報及び相談件数は目標に達している。しかし不法投棄
はまだまだ後を絶たない状況であるため、引き続き市民の環境美化意
識の高揚を図る必要がある。

％105.4

点30

ボランティア清掃の参加者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

186,105 158,000 160,000

　ボランティア清掃の参加者については、目標を大きく超える参加者
数であった。

％119.3

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

29

22.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）29 22.9
0

15

20.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）15 20.9

0

27

66.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）27 66.1

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

1,553 1,429 860 1,037

44,286 46,062 47,106 47,106

45,839 47,491 47,966 48,143

　クリーン作戦の参加者については増加傾向にあり、市民の環境への取組意識が高まっている。しかしながら、平成２９年３月に
行った屋島クリーン大作戦において、ボランティアで参加した地元住民がイノシシに襲われけがをするといった事故があった。
　今後のクリーン作戦の実施方法や傷害保険等の加入について検討していく。

　イノシシ対策を講じるとともに、地区衛生組合協議会やコミュニティ協議会等と早めの時期から協議を行い、安全面に重点を置
いて取り組んでいく。

協働・連携による不法投棄防止
Ａ

高松ふれあいクリーン事業
％97 Ａ 継続

不法投棄撲滅ふれあいクリーン作戦参加者数

不法投棄苦情処理件数

％103.0

％105.4

不法投棄防止対策事業
％82 Ｂ 継続

不法投棄書類送検件数
％85.0
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

地球温暖化対策の推進

環境局

地球温暖化対策室

839-2394
Ａ

　市民・事業者 　市民・事業者との協働を進めながら、温室効果ガスの排出
抑制となる施策を推進し、地球温暖化対策を進め
る。

市有施設における再生可能エネルギー発電設備の発電出
力

ｋＷ

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

3,824 4,566 5,060

　これまで、小・中学校を中心に設置しており、平成２８年度は屋島
競技場など７施設に設置しており、目標は達成できた。

％100.2

点30

地球温暖化防止のための取組実施率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

32.1 43.6 57.4

　環境展やストップ！地球温暖化展でパネルを展示するなど、地球温
暖化防止のための啓発活動を実施しているが、前年度と比較すると、
５０代以下の年齢層で、多くの項目で取組の実施率が低下しており、
目標の達成には至らなかった（家庭における地球温暖化防止のための
取組率）。

％84.3

点25

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

54

14.5

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）54 14.5
0

41

13.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）41 13.4

0

42

56.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）42 56.6

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

326,050 610,702 81,185 56,500

44,534 45,540 40,116 20,488

370,584 656,242 121,301 76,988

　改定前の地球温暖化対策実行計画の基準年（平成２年）以降、家庭部門及び業務その他部門において、温室効果ガス排出量が倍
増するなど、排出抑制に向けた取組が求められている。

　家庭部門及び業務その他部門等における温室効果ガスの排出抑制に向けて、市民・事業者に対する周知啓発を進める。

低炭素社会に向けた行動の展開
Ａ

緑のカーテン事業
％91 Ａ 継続

「たかまつ緑のカーテン・コンテスト」応募件数
％100.0

（評価対象外）地球温暖化対策推進事業

電気自動車等普及促進事業
○ ％82 Ｂ 継続

市内における電気自動車保有台数
％84.6
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

再生可能エネルギーの利用促進
Ａ

低排出ガス・低公害車・省エネルギー車公用車導

入事業
％92 Ａ 継続

低公害車等占有率
％97.6

再生可能エネルギー普及促進事業
○ ○ ％69 Ｃ 継続

総電力消費量に占める太陽光発電補助による発電量の

割合

太陽熱利用システム年間二酸化炭素削減量

％102.8

％20.0

（評価対象外）市有財産を活用した再生可能エネ

ルギーの普及促進事業
○

（企業会計）東部下水処理場バイオマス発電事業
％100 Ａ 継続

売電収入（税抜）
％117.3
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

環境保全活動の推進

環境局

環境保全推進課
Ａ

　市民・事業者 　一人一人が環境問題を考え、行動するとともに、市民・事
業者・行政の協働を進めながら、あらゆる分野において、環
境に配慮した持続可能な社会に向けた施策を推進し、人と環
境にやさしいまちづくりとして、良質な環境の保全に努め
る。

環境学習参加者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

5,970 5,660 6,100

　環境学習参加者数は目標値より高い数値で推移しており、市民の環
境意識の向上につながっている。

％107.0

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

46

18.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）46 18.9
0

48

11.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）48 11.6

0

47

54

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）47 54.0

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

93,582 110,717 83,356 35,358

112,708 114,910 114,782 65,320

206,290 225,627 198,138 100,678

【環境局】環境学習活動や清掃活動など、市民・事業者・行政が、連携して環境保全活動に取り組む必要がある。　【創造都市推
進局】補助事業終了後も、里山やため池の保全活動が継続して実施されるよう、地域住民へ里山やため池に対する保全の大切さを
認識していただくことが必要である。　【都市整備局】市が管理する道路等の施設管理には、地元市民団体の協力が不可欠である
ことから、市民との協働事業として、環境意識の向上を図る必要がある。

　環境展や環境学習講座の実施などの啓発事業や、清掃活動などの環境美化、公害への対策などを継続実施し、環境保全活動の推
進を目指す。

環境保全意識の啓発
Ａ

環境保全推進事業
％94 Ａ 継続

環境学習講座参加者数
％101.4

（評価対象外）環境基本計画推進事業

南部クリーンセンター環境学習事業
％97 Ａ 継続

エコホタル自主企画講座参加者数（見学会等を含む。

）
％112.5
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

環境汚染の防止

（評価対象外）大気汚染防止対策事業

（評価対象外）水質汚濁防止対策事業

（評価対象外）公害対策事業

（評価対象外）騒音・振動・悪臭規制事業

自然環境の保全・環境美化の推進
Ａ

「いざ里山」市民活動支援事業
○ ％97 Ａ 継続

里山・保全活動面積
％220.7

環境美化推進事業
％94 Ａ 継続

高松クリーンデーでの回収ごみの重量

高松クリーンデー参加者数

％103.3

％100.0

衛生組合活動促進事業
％89 Ａ 継続

清掃活動（河川清掃等）を実施する地区衛生組合協議

会数
％88.9

（評価対象外）公衆便所管理等事業

たかまつマイロード事業
％97 Ａ 継続

清掃延長
％100.0

（評価対象外）コミュニティ広場管理事業

「ため池守り隊」市民活動支援事業
○ ％97 Ａ 継続

事業実施箇所数
％100.0
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 30.2% 15.9% 64.9%

水の安定供給 46.0% 10.8% 79.7%

汚水・雨水対策の充実 33.4% 16.6% 68.9%

河川・港湾の整備 26.9% 13.2% 60.9%

みどりの保全・創造 32.1% 11.8% 55.5%

不満度 総合評価

身近な道路環境の整備 29.7% 23.3% 67.6%

水の安定供給 98% Ａ

居住環境の整備 13.0% 19.8% 57.0%

汚水・雨水対策の充実 97% Ａ

平均 86% Ａ

　豊かな暮らしを支える生活環境の向上に向けて、６施策に取り組んだ。
　「居住環境の整備」、「身近な道路環境の整備」の２施策では、設定する３つの成果指標について目標を達成又は概ね
達成した。
　「河川・港湾の整備」では、設定する成果指標の津波・高潮対策施設の整備率において関係機関との協議により事業の
一部を繰り越したことにより、目標を大きく下回ったことから、施策の得点率は３０％となった。
　「みどりの保全・創造」、「水の安定供給」及び「汚水・雨水対策の充実」の３施策では、設定する７つの成果指標に
ついて目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８６％となり、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考
えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とする。

施策名 満足度

河川・港湾の整備 30% Ｄ

みどりの保全・創造 100% Ａ

居住環境の整備 91% Ａ

身近な道路環境の整備 100% Ａ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

　豊かな暮らしを支える生活環境の向上を図るため、生活道路・公園の整備、緑の保全・創造を始め、良好な居住環境の
整備や地籍調査の推進など、生活基盤の整備・充実を図ります。
　また、自己処理水源の確保を始め、浄水場の老朽設備等の更新や耐震化、県内水道広域化などに取り組み、安定給水の
確保を図るとともに、水質検査体制の充実による安全で良質な水の供給や持続可能な水環境の形成に努めます。
　また、汚水・雨水対策の充実を図るとともに、港湾・漁港の整備や河川・水路環境の保全に努めるなど、都市基盤の充
実・強化を図ります。

施策名 得点率 評価

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 安全で安心して暮らし続けられるまち 総合評価

政　策 豊かな暮らしを支える生活環境の向上 Ａ
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

居住環境の整備

都市整備局

建築指導課

087-839-2488
Ａ

　市民（市営住宅の入居者及び入居申込者、住居表示実施区
域内の住民、地籍調査計画区域内の関係権利者、開発行為を
しようとする者、建築物を建築しようとする
者、空き家所有者等）

　市営住宅の建設や適切な維持管理、住居表示設定、地籍調
査の実施、開発行為や建築に係る許認可事務の適正な実施、
空き家等対策の実施をすることにより、居住環境の整備水準
の向上を目指す。

建築物等の完了検査済証交付率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

83.4 100 100

　建築主や建設業者等に完了検査の受検を周知したほか、追跡調査を
実施した結果、完了検査済証交付率は高い値を維持している。

％83.4

点25

老朽危険空き家除去支援件数
件

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

13 40 85

　老朽危険空家の除却について、補助制度を活用し、１３件の除却を
行った。

％130.0

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

58

13

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）58 13.0
0

19

19.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）19 19.8

0

40

57

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）40 57.0

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

612,284 806,637 1,673,836 421,202

518,146 563,985 600,916 154,822

1,130,430 1,370,622 2,274,752 576,024

【市民政策局】倒壊の危険性や環境衛生面で問題のある空き家等には、防災、防犯、衛生、環境面などで多くの問題を含んでおり
、対策が急がれる。
【創造都市推進局】地籍調査は、災害時の復興事業を円滑に進めるためにも有効な事業であるため、調査の進捗率の向上が課題と
なっている。
【都市整備局】市営住宅においては、老朽化による維持管理費等の増加と長寿命化計画に沿った効率的な事業実施が課題となって
いる。

　豊かな暮らしを支える生活・居住環境の向上のため、各事業を引き続き継続し、着実に実施していく。

空き家対策の推進
Ｃ

空き家等対策事業
○ ○ ％69 Ｃ 継続

老朽危険空家除却支援件数

空家改修等支援件数

％130.0

％20.0
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

地籍調査の推進

（評価対象外）地籍調査事業

良好な住宅の供給
Ａ

（評価対象外）市営住宅管理事業

市営住宅建設事業
％97 Ａ 継続

事業進捗率
％100.0
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

良好な居住環境の形成

（評価対象外）住居表示管理事業

（評価対象外）開発指導事業

（評価対象外）建築指導事業
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

身近な道路環境の整備

都市整備局

道路整備課

839-2516
Ａ

　市道利用者 　道路の点検、修繕及び適切な道路改良などを行うことに
より、良好な道路環境を確保するとともに、その整備・充実
を図る。

市道改良延長
ＫＭ

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

1,505 1,504 1,519

　建設計画登載路線や生活道路の整備を進め、目標を達成できた。
　橋梁長寿命化修繕計画に基づく橋梁の修繕や、舗装の補修等を適切
に行い、良好な道路環境を確保することができた。

％100.5

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

15

29.7

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）15 29.7
0

11

23.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）11 23.3

0

26

67.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）26 67.6

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

1,945,733 2,551,936 2,544,988 3,447,188

202,239 222,975 258,926 274,628

2,147,972 2,774,911 2,803,914 3,721,816

　道路の維持管理は、近隣６町との合併による管理区域の拡大から、より一層のコスト縮減が求められており、今後、橋梁のみ
ならず、舗装についても、維持管理コストの縮減を図っていく必要がある。
　また、道路の整備についても、財源を確保しつつ、昨年度創設した生活道路整備事業により効率的な整備が求められている。

　道路や橋りょうの点検、修繕及び適切な道路改良などを行うことにより、安全で安心できる道路環境を確保するとともに、その
整備、充実を図る。
　一方、舗装修繕に関しては、舗装維持管理計画を策定し、財源を確保して、良好な道路環境を実現する。

生活道路の適正な維持管理
Ｂ

橋梁改築修繕事業
○ ％83 Ｂ 継続

橋梁修繕数（累積）
％81.0

（評価対象外）道路橋りょう維持管理事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

生活道路の整備・充実
Ａ

道路整備事業（建設計画等登載路線）
○ ％93 Ａ 継続

道路整備率
％96.8

（評価対象外）県管理河川改修関連橋りょう架替

事業

（評価対象外）県施行道路整備事業地元負担金事

業

道路新設改良事業
％85 Ｂ 継続

幅員４ｍ以上の市道整備率
％100.1
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2014

2015

2016
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2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

河川・港湾の整備

都市整備局

河港課

087-839-2522
Ｄ

　河川・生活排水路・港湾・漁港・海岸などの施設 　各施設の適正管理及び計画整備を行い、その機能を十分に
発揮させる。

津波・高潮対策施設の整備率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

1 16 100

　庵治港において、平成３０年度からの地震・津波対策事業の施設整
備工事に向け、地質調査に着手した。庵治港の地震・津波対策事業を
一部繰り越したことから、目標の整備率を達成できなかった。

％33.3

点9

治水施設の不具合による浸水発生件数
件

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

0 0 0

　老朽化した河川の護岸や排水路の改修及びポンプの更新のほか、適
時に堆積土砂のしゅんせつを実施したことで、施設の不具合による浸
水発生件数は０件となり、目標を達成した。

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

21

26.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）21 26.9
0

42

13.2

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）42 13.2

0

34

60.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）34 60.9

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

543,909 740,380 559,908 780,820

65,100 65,471 69,075 68,461

609,009 805,851 628,983 849,281

　事業の実施に当たり、厳しい財政状況を踏まえて、国・県に対し、引き続き補助要望を行い、予算確保に努める。

　引き続き、豊かな暮らしを支える生活環境の向上を図るため、計画的に河川・港湾の整備事業を推進する。

漁港・港湾施設の適正な維持管理

（評価対象外）漁港施設管理事業

（評価対象外）港湾施設管理事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

津波・高潮対策の推進
Ｄ

津波・高潮関連整備事業
○ ％49 Ｄ 継続

津波・高潮関連整備事業の進捗率
％33.3

（評価対象外）県施行海岸改修事業

治水施設の適正な維持管理

（評価対象外）生活排水路整備事業

（評価対象外）河川改良事業

（評価対象外）ポンプ場等整備・維持管理事業
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2014
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2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

みどりの保全・創造

都市整備局

公園緑地課

087-839-2494
Ａ

　市民 　公園の整備や緑地の保全等により、生活環境の向上を目指
す。

市民１人当たりの都市公園等の面積
㎡

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

9.05 9.15 9.28

　あじ竜王山公園については計画どおり工事の施工等が完了し、平成
２８年４月２０日から供用開始した。また、身近な公園（太田南皿井
公園・木太えびす公園（仮称））の整備を進めたことにより、都市公
園等の面積が増加した。

％100.2

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

9

32.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）9 32.1
0

46

11.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）46 11.8

0

44

55.5

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）44 55.5

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

542,111 682,862 608,623 590,529

81,191 82,325 84,006 75,370

623,302 765,187 692,629 665,899

　第２次緑の基本計画に基づき、緑の保全・創造に取り組んでおり、総合公園であるあじ竜王山公園が竣工し、また街区公園であ
る勅使町御殿ふれあい公園が完成するなど、緑豊かなまちづくりを計画的に進めている。しかし、市民の緑や公園に対する要望が
多様化し、また上位計画である都市計画マスタープランの見直しや、立地適正化計画の策定が進められており、これらを踏まえた
新たな基本計画の見直しが必要となっている。
　なお、基本計画の主要事業である「１小学校区１公園」の身近な公園整備事業についても、地域の実情等に留意し、整備基準、
整備対象となる小学校区の優先順位等を考慮した第２次実施計画の策定が課題となっている。

　環境保全機能、レクリエーション機能、防災機能、景観形成機能等の多様な機能を持つ都市公園の整備や公園・街路樹の維持管
理等の緑の保全に関する施策は、潤いと安らぎのある生活環境の創出に不可欠であることから今後とも継続していくものとする。

市民参加による緑の普及・啓発
Ａ

花いっぱい推進事業
％94 Ａ 継続

ボランティア管理花壇箇所数
％100.0

177



基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

緑の創出

（評価対象外）公園・街路緑化事業

（評価対象外）名木保護事業

（評価対象外）公園施設管理運営事業

公園・緑地の整備
Ａ

（評価対象外）ちびっこ広場整備事業

竜王山公園整備事業
％100 Ａ 完了

全体進捗率
％100.0

身近な公園整備事業
○ ％76 Ｂ 継続

全体進捗率
％66.7
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平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

水の安定供給

上下水道局

企業総務課

087-839-2711
Ａ

　市民、事業者 　限りある水資源を有効利用することで、持続可能な水環境
を形成するとともに、安心して、いつでも、いつまでも使え
る水道水を供給する。

自己処理水比率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

45 45.3 50

　平成２８年８月９日から９月２１日までの４４日間の夏季渇水によ
り、香川県水道用水供給事業からの受水が制限され、自己処理水量を
増量したため、当初の達成度４４．６％を上回ることができた。

％100.9

点30

基幹管路の耐震化適合率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

39.2 39.2 42.6

　管路の布設、布設替を促進したため、目標が達成できた。

％101.8

点30

１人１日当たり水道平均使用水量
Ｌ

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

303 300 299

　夏季に渇水に見舞われたものの、年間を通して天候に比較的恵まれ
たことなどにより、水道使用量が増加したと考えられる。

％99.3

点29

3

46

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）3 46.0
0

51

10.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）51 10.8

0

5

79.7

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）5 79.7

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

10,878,787 13,443,516 15,256,902 12,737,837

3,681,227 3,578,776 1,591,111 955,511

14,560,014 17,022,292 16,848,013 13,693,348

【上下水道局】安全な水道水を安定供給するために、自己処理水源の拡充、効率的な施設の整備、更新、耐震化を図るとともに、
県内水道事業の広域化を進める必要がある。【環境局】生活用水等確保対策事業については、利用件数が伸び悩んでいることから
、制度の周知を広く図り、自己の用に供する飲用水の安定的な確保を図る必要がある。【都市整備局】県施行に対する地元負担金
については、厳しい財政状況を踏まえ、県に対し、負担率の軽減や、コストの縮減を要望している。【市民政策局】水環境に関す
る取組は広範囲に及ぶため、市内部はもとより、国・県・関係機関等の相互理解の下、連携・協力体制を構築することが必要であ
る。

　引き続き、自己処理水源の確保に取り組むとともに、施設の耐震化や老朽化した施設の更新を計画的に実施して、安全で安定し
た水道水の供給に努める。
　また、水道事業の広域化に県と他市町と共に取り組み、更なる安定供給を目指す。
　さらに、水環境基本計画第２期実施計画の進行管理を適切に行い、持続可能な水環境の形成の実現に向けた取組を進める。

安全で良質な水の供給
Ａ

（企業会計）鉛管解消対策事業
％95 Ａ 継続

鉛給水管残存率
％99.1

（企業会計）水質管理体制充実事業
％97 Ａ 継続

水質自己検査項目率
％100.0

（企業会計）県営水道用水受水事業
％96 Ａ 継続

安定給水日数

県水受水比率

％100.0

％99.3

（評価対象外）（企業会計）浄水場維持管理事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

持続可能な水環境の形成
Ｂ

（企業会計）再生水利用下水道整備事業
％94 Ａ 継続

再生水利用施設数
％100.0

我が家の水がめづくり事業
○ ％92 Ａ 縮小

１人１日当たりの水道水平均使用量
％99.3

（評価対象外）水環境基本計画推進事業

（企業会計）雨水利用施設整備事業
％38 Ｄ 継続

雨水貯留タンク等設置整備基数
％29.6

（企業会計）水の有効利用促進事業
％87 Ａ 継続

水道事業関連行事に対する満足度
％86.3
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

安定給水の確保
Ａ

（企業会計）水道配水管網整備事業
○ ％97 Ａ 継続

総布設・布設替延長（水道配水管）
％100.1

（企業会計）自己処理水源確保事業（浄水場整備

等）
○ ％97 Ａ 継続

自己処理水比率
％100.9

（評価対象外）渇水対策事業

生活用水等確保対策事業補助事業
％82 Ｂ 継続

生活用水確保対策事業補助累積件数（２１年度以降）

飲用水給水ホース等設置事業補助累積件数（２１年度

以降）

％100.0

％66.7

椛川ダム整備事業（建設事業）
○ ○ ％94 Ａ 継続

ダム本体整備率
％92.9

（評価対象外）（企業会計）給水装置事務事業

（評価対象外）（企業会計）配水施設維持管理事

業

（企業会計）椛川ダム整備事業
○ ○ ％97 Ａ 継続

ダム本体整備率
％100.0

（評価対象外）（企業会計）上下水道運営事業

（評価対象外）（企業会計）料金徴収事業

（企業会計）香川県水道広域化推進事業
○ ○ ％100 Ａ 継続

香川県広域水道企業団（仮称）設置進捗率
％100.0
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１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）

２ 施策の成果状況

成
果
指
標
①

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
②

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
③

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

３ 市民満足度調査の状況

うごき

満足度

不満度

重要度
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

汚水・雨水対策の充実

上下水道局

企業総務課

087-839-2711
Ａ

　市民 　生活環境の改善や公衆衛生の向上、浸水被害の軽減・解消
、さらには、河川、海域等の公共用水域の水質保全を図る。

汚水処理人口普及率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

85.9 86.9 89.3

　単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ転換する際の上乗せ補助制度
や汲み取りトイレから合併処理浄化槽へ転換する際の補助制度を実施
することにより、合併処理浄化槽への転換を促進することができ、そ
の結果汚水処理人口普及率が０．６ポイント上昇して目標を達成する
ことができた 。

％100.0

点30

雨水対策整備率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

48.5 48.8 49.6

　中心市街地及び周辺市街地の浸水対策として、バイパス幹線やポン
プ場等の整備を計画的に行った。

％99.4

点29

下水道管路耐震化率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

35.7 36.8 37.8

　耐震性を確保した下水道管路の新設及び改築・更新を４．０ｋｍ行
い、耐震化率が０．３％上昇した。

％99.4

点29

8

33.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）8 33.4
0

29

16.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）29 16.6

0

22

68.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）22 68.9

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

21,593,186 24,193,041 30,869,667 21,755,554

528,207 503,850 536,733 262,985

22,121,393 24,696,891 31,406,400 22,018,539

　生活排水対策をより強化するために、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換促進や、下水道未接続世帯の解消に努めるな
ど、具体的な取組の継続が必要である。

　多核連携型コンパクト・エコシティの取組に配慮しつつ、第４次高松市生活排水対策推進計画に基づき、公共下水道の整備や、
合併処理浄化槽の設置促進により効果的な生活排水対策を進める。

浸水対策の推進
Ａ

（企業会計）浸水対策施設整備事業
○ ％95 Ａ 継続

雨水対策整備率
％99.4
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

汚水対策の推進
Ａ

合併処理浄化槽設置整備事業
○ ％100 Ａ 継続

合併処理浄化槽等による汚水処理人口普及率
％100.0

（企業会計）汚水施設整備事業
○ ％95 Ａ 継続

下水道整備面積
％99.6

（評価対象外）浄化槽管理指導事業

下水道施設の適切な維持及び計画的な更新
Ａ

（評価対象外）（企業会計）農業集落排水施設管

理等事業

（企業会計）下水道普及促進事業
％94 Ａ 継続

下水道接続率（戸）
％100.0

（評価対象外）（企業会計）下水道管渠維持管理

等事業

（評価対象外）（企業会計）再生水処理施設管理

事業

（評価対象外）（企業会計）下水道施設維持管理

事業

（評価対象外）（企業会計）下水道事業受益者負

担金徴収事業
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５ 環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 



１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち 総合評価

政　策 コンパクトで魅力ある都市空間の形成 Ａ

　コンパクトで魅力ある都市空間の形成を図るため、人口減少、少子・超高齢社会においても、活力を失わず、市民がい
きいきと暮らせるコンパクトで持続可能な集約型都市の構築に向け、都市計画制度等の的確な運用により、適正な土地利
用を推進するとともに、地域における拠点性の確保を図るなど、多核連携型コンパクト・エコシティの推進に努めます。
　また、自然・都市・歴史・文化の調和した、誰もが暮らしたい、訪れたいと感じる、美しいまちの実現に向け、景観の
保全・形成・創出に努めます。

施策名 得点率 総合評価

多核連携型コンパクト・エコシティの推進 95% Ａ

景観の保全・形成・創出 100% Ａ

多核連携型コンパクト・エコシティの推進 14.1% 18.6% 47.3%

平均 97% Ａ

　コンパクトで魅力ある都市空間の形成に向けて、２施策に取り組んだ。
　「多核連携型コンパクト・エコシティの推進」及び「景観の保全・形成・創出」の２施策では、設定する３つの成果指
標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

景観の保全・形成・創出 17.4% 19.0% 55.2%

平均 15.8% 18.8% 51.3%
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３ 市民満足度調査の状況
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

コンパクトで魅力ある都市空間の形成

多核連携型コンパクト・エコシティの推進

市民政策局

まちづくり企画課

087-839-2136
Ａ

　高松市民 　平成２５年２月に策定した多核連携型コンパクト・エコシ
ティ推進計画に基づき、集約拠点への都市機能の集積と市街
地の拡大抑制による、コンパクトで持続可能な都市構造「多
核連携型コンパクト・エコシティ」の実現を目指す。

用途地域内の人口比率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

63.9 64.2 64.9

　前年度と比べ０．１％減少しており、目標値の達成には至っていな
い。

％99.7

点29

中心市街地の居住人口の割合
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

4.8 5.1 5.1

　人数としては、前年度から２４人増の２０，６６６人と微増であり
、着実に進捗しているものの、居住人口の割合としては前年度と同値
の４．８％であり、目標値の達成には至っていない。

％96.0

点28

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

55

14.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）55 14.1
0

24

18.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）24 18.6

0

54

47.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）54 47.3

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

517,268 841,641 528,858 579,081

58,605 61,650 105,596 111,877

575,873 903,291 634,454 690,958

　適正な土地利用の推進においては、平成２９年３月に高松市立地適正化計画（仮称）【素案】を策定した。今後は、市民や関係
事業者等との合意形成を図りながら立地適正化計画を策定していくとともに、現行のコンパクト・エコシティ推進計画との整合性
を図る必要がある。
　新病院を核としたまちづくりにおける都市機能集積においては、第１期都市再生整備計画が終了となることから、第２期都市再
生整備計画の取りまとめが必要となる。また、新病院の開院に合わせた着実な整備を行うため、関係課の総合調整を図る必要があ
る。

　適正な土地利用の推進においては、土地利用規制等の施行と併せ、誘導区域へのインセンティブ施策等について先進地の事例を
研究するなど、本市が今後取り組むべき施策事業を整理し、立地適正化計画の成案化に向けて取り組んでいく。その中で人口減少
・超高齢社会を見据え３０年後、５０年後においても活力を失わず市民がいきいきと暮らせるコンパクトで持続可能なまちづくり
を実現するために継続して事業を推進していく。
　新病院を核としたまちづくりにおける都市機能集積においては、引き続き整備基本計画に基づく施設整備について将来需要等を
踏まえた検討を行うとともに交流センター等の整備に向け第２期都市再生整備計画を取りまとめる。

適正な土地利用の推進
Ａ

多核連携型コンパクト・エコシティ推進事業
○ ○ ％91 Ａ 継続

用途地域内の人口比率

中心市街地の居住人口の割合

％99.7

％96.0

（評価対象外）都市計画制度運用事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

集約拠点における都市機能集積
Ａ

新病院を核としたまちづくり推進事業（新病院ア

クセス道路整備事業）
○ ％93 Ａ 継続

道路整備率
％94.4

新病院を核としたまちづくり推進事業（北側エリ

ア整備事業）（まちづくり企画課分）
○ ％91 Ａ 継続

整備事業の進捗状況
％94.2

新病院を核としたまちづくり推進事業（北側エリ

ア整備事業）（地域振興課分）
○ ％91 Ａ 継続

整備事業の進捗状況
％94.2

新病院を核としたまちづくり推進事業（北側エリ

ア整備事業）（都市計画課分）
○ ○ ％91 Ａ 継続

整備事業の進捗状況
％94.2

新病院を核としたまちづくり推進事業（北側エリ

ア整備事業）（道路整備課分）
○ ％91 Ａ 継続

整備事業の進捗状況
％94.2

新病院を核としたまちづくり推進事業（北側エリ

ア整備事業）（公園緑地課分）
○ ％94 Ａ 継続

整備事業の進捗状況
％94.2
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指標名 単位
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成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移
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果
指
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指標名 単位
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達成度
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３ 市民満足度調査の状況
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

コンパクトで魅力ある都市空間の形成

景観の保全・形成・創出

都市整備局

都市計画課

087-83-2455
Ａ

　市民 　良好な景観の保全・形成・創出と環境美化を一体的に推進
するため、美しいまちづくり条例を制定し、条例に基づく景
観施策の指針となる美しいまちづくり基本計画を策定すると
ともに、景観法に基づく景観計画を策定することにより、地
域に即した都市景観の形成を目指す。

特別な区域における既存不適格広告物の適正化率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

60 44 80

　平成２７～２８年度にかけて、特別な区域のうち特に栗林公園内の
眺望地点から望見される広告物の改修が進み、目標を十分に達成する
ことができた。

％187.5

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

49

17.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）49 17.4
0

22

19

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）22 19.0

0

45

55.2

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）45 55.2

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

29,469 34,350 30,803 22,958

38,381 39,920 40,825 40,825

67,850 74,270 71,628 63,783

　美しいまちづくりの実現に向けては、市・市民・事業者が適正な役割分担の下で、三者が一体となって地域の魅力や特性を活か
したまちづくりを進めていく必要がある。

　良好な都市景観の形成に向け、美しいまちづくり条例に基づく基本計画で定めた目標を達成するため、平成２８年４月に一部変
更した景観計画の周知・啓発と一定規模以上の建築物等に対する指導・助言により、良好な景観の保全・形成を図るとともに、２
５年度に改正した高松市屋外広告物条例に基づく、屋外広告物の規制・誘導を行い、建築物等と一体となった良好な景観形成を推
進する。

美しいまちづくりの推進
Ｂ

美しいまちづくり推進事業
○ ○ ％80 Ｂ 継続

都市景観に関する満足度（市民満足度調査）

景観形成重点地区数

％62.1

％100.0
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

屋外広告物の適正化促進
Ａ

屋外広告物対策事業
○ ％97 Ａ 継続

違反広告物簡易除却件数
％144.5
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち 総合評価

政　策 快適で人にやさしい都市交通の形成 Ａ

　多様な交通が有機的に連携した快適で人にやさしい都市交通の形成を図るため、過度に自動車に依存せず、誰もが安全
で快適に移動することができるよう、生活バス路線の確保、離島航路への支援など、公共交通機関の充実・強化や主要な
駅等におけるパーク・アンド・ライドの推進など、公共交通の利便性の向上を図ります。
　また、自転車利用者と歩行者の双方が道路を安全で快適に利用できるよう、駐輪場や自転車走行空間の確保を始め、レ
ンタサイクルや放置自転車対策などの事業を進めるとともに、自転車利用者のマナー向上に努めます。

施策名 得点率 総合評価

公共交通の利便性の向上 96% Ａ

自転車の利用環境の向上 90% Ａ

公共交通の利便性の向上 21.0% 43.1% 79.1%

平均 93% Ａ

　快適で人にやさしい都市交通の形成に向けて、２施策に取り組んだ。
　「公共交通の利便性の向上」及び「自転車の利用環境の向上」に２施策では、設定する４つの成果指標について目標を
達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

自転車の利用環境の向上 23.6% 26.1% 57.7%

平均 22.3% 34.6% 68.4%
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016
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2023

平成 年29

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

快適で人にやさしい都市交通の形成

公共交通の利便性の向上

市民政策局

交通政策課

087-839-2138
Ａ

　市民、来訪者 　市民の活動を支える多様な移動手段を確保するとともに、
公共交通の利便性の向上により、公共交通の利用促進を図る
。

公共交通機関利用率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

14.7 15.67 16.46

　公共交通利用率は、平成１９年度を基準年度として、毎年一定の利
用者増を目標として掲げている。
　前年度に比べ、１日当たりの公共交通機関利用者数は、約２，３０
０人増加し、利用率も１４．２％から１４．７％へと上昇したものの
、２０年代前半に利用者数が減少したことの影響により、目標値の達
成に至らなかった。 ％96.1

点28

交通結節拠点におけるバス路線の結節数（中心部を除く
）

路線

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

3 10 18

　当該指標は、平成２４年度の交通結節拠点におけるバス路線の結節
数を目標と掲げている。
　新たな公共交通の結節拠点整備に併せ、バス路線再編を進める、公
共交通ネットワークの再構築の進捗を確認するものであり、昨年度は
新たな路線再編までには至っていないが、目標は達成している。

％100.0

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

35

21

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）35 21.0
0

1

43.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）1 43.1

0

7

79.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）7 79.1

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

1,294,278 1,409,045 1,345,122 2,564,664

58,458 69,600 98,609 98,208

1,352,736 1,478,645 1,443,731 2,662,872

【市民政策局】【都市整備局】過度に自動車に依存した状態から、公共交通への利用転換を図るため、利便性が高く持続可能な公
共交通ネットワークの再構築については、新たな交通結節拠点整備やバス路線再編はもとより、良好な交通環境の確保が課題とな
っており、関係機関及び交通事業者との連携により事業推進に努めている。

　公共交通の利便性の向上に当たっては、市全域を対象とした公共交通体系の再編と、ハード・ソフトの両面から公共交通の利便
性の向上に資する施策を積極的に推進するとともに、都市計画マスタープランに掲げる、「多核連携型コンパクト・エコシティ」
の観点から、拠点地域等への都市機能の集約を進めるなど、集約型の都市構造への転換を図り、公共交通の利用を促進していく必
要がある。

目指す都市構造と整合した都市交通システムの構築
Ａ

ＪＲ端岡駅周辺整備事業
○ ○ ％83 Ｂ 改善継続

ＪＲ端岡駅周辺整備事業進捗率
％80.0

国道 号高松東道路関連整備事業11
％88 Ａ 継続

側道整備率
％100.0

地域公共交通再編事業（交通政策課分）
○ ○ ％95 Ａ 拡充

施策に関する市民満足度（公共交通の利便性の向上）

公共交通機関利用率

％100.0

％96.1

地域公共交通再編事業（都市計画課分）
○ ○ ％93 Ａ 拡充

公共交通機関利用率
％96.1
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

人と環境にやさしい、持続可能な公共交通サービスの導入
Ａ

公共交通維持改善事業（交通政策課分）
○ ○ ％89 Ａ 拡充

公共交通機関利用率

コミュニティ交通路線数

％96.1

％83.3

公共交通利用促進事業
○ ○ ％98 Ａ 拡充

施策全体の満足度（市民満足度調査）

公共交通機関利用率

％100.0

％96.1

新都市交通システム導入検討事業
○ ○ ％97 Ａ 継続

施策に関する市民満足度（公共交通の利便性の向上）
％100.0

（評価対象外）駐車場管理運営事業

公共交通維持改善事業（都市計画課分）
○ ○ ％97 Ａ 継続

バリアフリー化率（事業費ベース）
％100.0
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目　標
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目　標
達成度
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

快適で人にやさしい都市交通の形成

自転車の利用環境の向上

都市整備局

都市計画課

087-839-2455
Ａ

　市民 　市民が安全で快適に自転車を利用することができるための
環境を整備し、自転車利用の促進を目指す。

自転車道等整備済延長（累積）
㎞

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

7.6 11.1 19

　平成２８年度には、丸亀町栗林線など、３．４ｋｍ区間を供用した
が、関係機関との協議に日時を要したことにより、当初の目標を達成
することができなかった。

％82.6

点24

レンタサイクル利用者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

318,793 316,000 328,500

　駅前の地下にあるポートへの案内看板の設置や新デザインの導入な
どの利用促進の結果、目標を達成することができた。

％102.5

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

27

23.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）27 23.6
0

7

26.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）7 26.1

0

39

57.7

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）39 57.7

年度26 年度27 年度28

199



４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

186,823 242,738 256,056 212,635

33,362 38,361 44,201 43,416

220,185 281,099 300,257 256,051

【市民政策局】
　「ちゃりんこ便利都市」強化推進事業である、ちゃりんこ救急ステーション事業について、廃止を含め今後の在り方について検
討する。
【都市整備局】
　道路管理者・鉄道事業者や商店街などが役割分担に基づき関係機関と連携し計画的に事業の推進に努めているが、利害関係者の
意見調整に時間を要する。

　ちゃりんこ便利都市の推進に向けた事業展開について検討が必要である。
　自転車の走行空間と駐輪スペースの確保を最優先に取り組むとともに、自転車事故対策やマナーアップ等について、警察やその
他の関係機関と連携して取り組む必要がある。

自転車利用の更なる促進
Ａ

放置自転車等対策事業
％94 Ａ 継続

放置自転車警告件数
％120.6

駐輪場整備事業
％92 Ａ 継続

鉄道駅周辺公共駐輪場の収容台数

補助駐輪場の収容台数

％97.0

％100.0

（評価対象外）駐輪場管理事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

快適な自転車利用のための環境整備
Ａ

レンタサイクル事業
○ ○ ％94 Ａ 改善継続

放置自転車撤去台数（禁止・整理区域）

レンタサイクルの利用延べ人数

％119.4

％102.5

自転車利用環境整備事業
○ ○ ％83 Ｂ 継続

自転車道等整備済延長
％82.6

「ちゃりんこ便利都市」強化推進事業（交通政策

課分）
○ ％88 Ａ 改善継続

ちゃりんこ救急ステーション設置箇所数
％127.3

「ちゃりんこ便利都市」強化推進事業（都市計画

課分）
○ ○ ％90 Ａ 改善継続

Ｃ＆ＢＲ駐輪場利用者数
％96.6
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち 総合評価

政　策 拠点性を発揮できる都市機能の充実 Ａ

　激しさを増す都市間競争において、本市の優位性を更に高め、拠点性を発揮できる都市機能の充実を図るため、高松空
港や高松港の機能強化、四国への新幹線の導入促進など、拠点性を高める交通網の整備と利用促進を進めます。
　また、都市計画道路等の整備により、道路交通の円滑化・安全性の向上など、拠点性を高める道路ネットワークの整備
を進めます。
　また、ウォーターフロントの魅力をいかしながら、サンポート高松など中心市街地の機能強化を図るとともに、魅力あ
る商業・業務空間の形成やまちなか居住を促進し、人々の回遊性を高めるなど、中心市街地の活性化に努めます。

施策名 得点率 総合評価

拠点性を高める交通網の整備と利用促進 98% Ａ

拠点性を高める道路ネットワークの整備 100% Ａ

中心市街地の活性化 88% Ａ

拠点性を高める交通網の整備と利用促進 23.0% 28.0% 69.6%

平均 95% Ａ

　拠点性を発揮できる都市機能の充実に向けて、３施策に取り組んだ。
　「拠点性を高める交通網の整備と利用促進」、「拠点性を高める道路ネットワークの整備」及び「中心市街地の活性
化」の３施策では、設定する７つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

拠点性を高める道路ネットワークの整備 27.0% 24.1% 64.4%

中心市街地の活性化 18.2% 25.4% 60.5%

平均 22.7% 25.8% 64.8%

203



H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

50

100

150

200

250

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

200

400

600

800

1000

1200

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

200

400

600

800

1000

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標

政 策

施 策

総合評価
評
価
担
当

局名

課・室名

電話番号

１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）

２ 施策の成果状況

成
果
指
標
①

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
②

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
③

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

３ 市民満足度調査の状況

うごき

満足度

不満度

重要度

H

2

4

H

2

5

H

2

6

H

2

7

H

2

8

H

2

9

H

3

0

H

3

1

1

7

9

1

8

2

1

8

5

1

8

8

1

8

5

9

6

9

9

9

0

1

0

1

0

1

0

3

0

9

7

1

7

2

2

7

3

8

7

5

4

7

7

0

7

1

6

1

7

9

1

8

2

1

8

5

1

8

8

1

8

5

9

6

9

9

9

0

1

0

1

0

1

0

3

0

9

7

1

7

2

2

7

3

8

7

5

4

7

7

0

7

1

6

平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

拠点性を発揮できる都市機能の充実

拠点性を高める交通網の整備と利用促進

市民政策局

交通政策課

087-839-2138
Ａ

　地域経済・産業（人・物・情報） 　環瀬戸内海圏の中核都市としての機能を発揮できる陸海空
の交通ネットワークの整備と利用促進により、交流人口の拡
大、物流の円滑化を促進し、地域経済及び産業の活性化を目
指す。

高松空港の利用者数
万人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

185 185 199

　新規定期路線（香港線週４）が就航し、ソウル線２往復／週（週３
→週５）、上海線１往復／週（週４→週５）台北線２往復／週（週４
→週６：Ｈ２８．４～Ｈ２８．１１．２８、Ｈ２９．３．２７～のみ
）が増便して、航空ネットワークが拡充された結果、利用者数も増加
した。

％103.4

点30

高松港に入港した外国貿易船の年間延べ純トン数
千純ト

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

971 1,010 1,110

　平成９年に韓国釜山航路が開設されて以降、順次航路開設が進み、
現在４航路週７便が就航しており海上輸送網の拡充により、純トン数
も増加した。
（中国航路２便、韓国航路４便、フィーダー航路１便　計７便）

％100.2

点30

市内ＪＲ駅の乗降客数
万人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

716 770 785

　当該指標は、平成１９年度を基準年度として、毎年一定の利用者増
（累積）を見込み目標として掲げている。
　前年度実績に比べ増加したものの、２０年代前半に利用者数が減少
したことの影響により、目標値の達成に至らなかった。

％99.2

点29

28

23

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）28 23.0
0

4

28

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）4 28.0

0

20

69.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）20 69.6

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

339,044 376,491 460,333 610,736

7,381 7,559 7,851 7,851

346,425 384,050 468,184 618,587

【市民政策局】航空路線の拡大により利用者数は増加しているが、平成３０年４月からの空港運営の民間委託により更なる交流人
口の拡大による地域活性化に取り組む必要がある。
【都市整備局】海上輸送網の拡充により、純トン数は増加しているが、今後の航路拡充・物流量の増加に向けた地域経済の活性化
に取り組む必要がある。
【市民政策局】四国の新幹線を実現するため、関係団体等との連携により、国土交通省等に調査・研究を要望するなど、整備計画
への格上げに向け取り組む必要がある。

　高松空港の航空ネットワークの拡充については、推進母体である高松空港振興期成会と、運営事業者の役割分担を明確にする中
で、より効果的な事業の推進に努める。
　高松港の交通・物流拠点性の向上については、事業主体である香川県と協同し、より効率の良い施設整備及び運営に努める。
　四国の新幹線の整備計画への格上げに向け、関係機関等との連携により、国土交通省等への要望活動と、市民意識の醸成に努め
る。

高松空港の利用促進
Ａ

航空路線網拡大促進事業
％100 Ａ 継続

定期路線数
％100.0
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

高松港などの交通・物流拠点性向上

（評価対象外）県施行港湾建設事業

広域鉄道ネットワークの整備促進

（評価対象外）広域輸送交通機関整備促進事業
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

拠点性を発揮できる都市機能の充実

拠点性を高める道路ネットワークの整備

都市整備局

道路整備課

839-2516
Ａ

対象施設：都市計画道路
対象者：道路利用者（歩行者・自転車利用者・自動車利用者
）及び道路周辺住民

　中枢拠点都市としての道路ネットワークを強化し、安全安
心な市民生活と機能的な都市活動を確保する。

都市計画道路整備率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

89.4 89.6 89.9

　道路工事や土地収用法を活用し用地取得を進めるなど、事業を進め
たことにより、目標を達成した。

％100.2

点30

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

20

27

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）20 27.0
0

9

24.1

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）9 24.1

0

31

64.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）31 64.4

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

239,109 666,427 680,922 1,695,722

46,500 67,558 58,097 58,097

285,609 733,985 739,019 1,753,819

　多額の事業費が必要な街路事業においては、将来を見据えたコンパクトで持続可能なまちづくりの視点など、更なる費用対効果
の分析・検討が必要である。

　本市が目指す、多核連携型コンパクトエコシティの実現に向け、立地適正化計画との整合性を図りつつ、都市の骨格を成す街路
や集約拠点間を結ぶ道路ネットワークの強化が必要となっている。このようなことから、今後、都市計画道路整備プログラムを見
直す予定としている。

集約拠点間のアクセスを向上させる道路ネットワークの強化
Ａ

街路事業
○ ％97 Ａ 継続

都市計画道路整備率
％100.2
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１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）

２ 施策の成果状況

成
果
指
標
①

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
②

指標名 単位
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うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）
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成
果
指
標
③

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

３ 市民満足度調査の状況
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

拠点性を発揮できる都市機能の充実

中心市街地の活性化

市民政策局

まちづくり企画課

087-839-2136
Ａ

高松市中心市街地 　中心市街地の機能強化を図るとともに、魅力ある商業・業
務空間の形成や、まちなか居住を促進する再開発等の事業を
推進することにより、中心市街地の活性化を目指す。

中央商店街の空き店舗率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

17.3 14.9 14.9

　各商店街でイベント等の実施によるにぎわいの創出や空き店舗活用
事業による店舗の出店誘致など、活性化に向けた様々な事業が行われ
ているものの、田町、片原町東部などの空き店舗が増加したことなど
から、平成２８年度の空き店舗率は、目標値を下回る結果となった。

％83.9

点25

中央商店街の歩行者通行量
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

130,566 141,000 141,000

　平成２８年度の歩行者通行量は、各商店街のイベント等の実施によ
るにぎわいの創出など活性化に向けた様々な事業が継続的に行われて
いることなどから、前年度と比べ１，７０９人増加したものの、目標
値を下回る結果となった。

％92.6

点27

中心市街地の居住人口の割合
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

4.8 5.1 5.1

　人数としては、前年度から２４人増の２０，６６６人と微増であり
、着実に進捗しているものの、居住人口の割合としては前年度と同値
の４．８％であり、目標値の達成には至っていない。

％96.0

点28

47

18.2

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）47 18.2
0

8

25.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）8 25.4

0

36

60.5

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）36 60.5

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

23,878 516,668 129,445 146,572

39,341 31,078 46,713 48,284

63,219 547,746 176,158 194,856

【市民政策局】第２期高松市中心市街地活性化基本計画に掲げた３つの指標において数値目標の達成には至っていない。今後はよ
り一層、官民が連携し、基本計画掲載事業の進捗等に向けて取り組んでいく。
【都市整備局】民間主導により、丸亀町商店街等で計画された再開発のうち、未着手の街区において、より魅力のある空間を創出
することにより、中央商店街全体のにぎわいを取り戻すことを目指しており、事業化に向けた関係権利者の合意形成や事業スキー
ムの確立が課題である。

【市民政策局】中心市街地活性化のために必要な事業であり、更なる活性化に向けて引き続き実施するとともに、第２期高松市中
心市街地活性化基本計画の未着手事業が着手できるよう、実施主体である民間事業者等の後押しを行い、積極的な推進を図ってい
く。その中で、現状分析や課題の抽出を行い、次期計画（第３期）の策定を進めていく。
【都市整備局】激しさを増す都市間競争において、本市の優位性を更に高めるために、中心市街地の活性化は重要な継続課題であ
り、社会経済情勢を見極めながら、各事業の進行管理や精査・検討を行うことで、効果的に事業に取り組み、拠点性を発揮できる
都市機能の充実に努める。

豊かな居住環境の充実
Ａ

高松丸亀町商店街再開発事業
○ ○ ％97 Ａ 継続

丸亀町商店街の通行量
％109.7
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

中心市街地の来街魅力の強化

（評価対象外）サンポート高松管理事業

（評価対象外）サンポート高松北側街区整備事業
○

（評価対象外）瓦町駅ビル利活用事業

コトデン瓦町ビル８階高松市行政サービス施設（仮称

）整備進捗率

タイムリーな情報発信による回遊促進
Ａ

（評価対象外）中央商店街調査事業

中心市街地活性化推進事業（まちづくり企画課分

）
○ ％88 Ａ 継続

中央商店街の歩行者通行量

中央商店街の空き店舗率

％92.6

％83.9

（評価対象外）中心市街地活性化推進事業（都市

計画課分）

211



 

212



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 市民と行政がともに力を発揮できるまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 市民と行政がともに力を発揮できるまち 総合評価

政　策 参画・協働によるコミュニティの再生 Ａ

　参画・協働によるコミュニティの再生を図るため、新しい公共の担い手として、地域コミュニティ協議会が地域社会
の中心的な役割を果たし、地域のまちづくりが活性化するよう、組織体制の充実を図るとともに、地域のリーダー養成
や地域コミュニティ協議会事業への財政支援などを行い、地域コミュニティの自立・活性化に努めます。
　また、多様なパートナーシップの下、市民やＮＰＯなど市民活動団体と行政との協働によるまちづくりを進めるた
め、市民活動センター機能の拡充や協働の担い手の育成など、協働事業を充実させるとともに、広聴・広報活動の充
実、情報の公開・提供などによる行政の透明性の向上を図り、参画・協働の推進に努めます。
　また、女木島、男木島及び大島、それぞれの島の特性や瀬戸内国際芸術祭の経験をいかし、多様な主体が参加・協働
して島の魅力をいかした島づくりに取り組むことにより、交流・定住人口の拡大を目指し、離島の振興に努めます。

施策名 得点率 総合評価

地域コミュニティの自立・活性化 81% Ｂ

参画・協働の推進 93% Ａ

離島の振興 91% Ａ

地域コミュニティの自立・活性化 30.3% 14.9% 53.0%

平均 88% Ａ

　参画・協働によるコミュニティの再生に向けて、３つの施策に取り組んだ。
　「地域コミュニティの自立・活性化」では、設定する２つの成果指標のうちコミュニティプランの見直し率について
は目標に届かなかったものの、自治会加入率は目標を概ね達成しており、施策の得点率は８１％となった。
　「参画・協働の推進」及び「離島の振興」では、設定する４つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８８％となり、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると
考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

参画・協働の推進 19.7% 10.7% 44.8%

離島の振興 20.5% 10.4% 42.8%

平均 23.5% 12.0% 46.9%
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

市民と行政がともに力を発揮できるまち

参画・協働によるコミュニティの再生

地域コミュニティの自立・活性化

市民政策局

コミュニティ推進課

087-839-2277
Ｂ

　市民 　各地域コミュニティ協議会及び高松市コミュニティ協議会
連合会の活動を支援するとともに組織強化を促すほか、地域
コミュニティ活動の拠点整備を促進することにより、地域コ
ミュニティの自立・活性化を目指す。

自治会加入率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

60.2 62.4 62.4

　種々の加入促進活動はもとより、地域と行政が連携したプロジェク
トチームを設置し、より実効性のある加入促進の対策検討に取り組ん
だが、加入率の減少傾向に歯止めがかからず、目標達成に至らなかっ
た。

％96.5

点28

コミュニティプランの見直し率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

54.5 100 100

　各地域コミュニティ協議会における課題や特性に合った事業が実施
できるよう、コミュニティプランの見直しの支援に努めたが、目標達
成に至らなかった。

％70.5

点21

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

14

30.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）14 30.3
0

37

14.9

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）37 14.9

0

48

53

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）48 53.0

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

1,227,432 1,803,885 1,660,353 1,373,557

73,810 75,410 102,848 97,352

1,301,242 1,879,295 1,763,201 1,470,909

【市民政策局】地域コミュニティ協議会の中核組織である自治会の加入率低下が課題となっている。
　また、地域コミュニティ組織の構築からおおむね１０年以上が経過し、各地域の活動への理解や取組状況に温度差がみられ、民
主的な組織運営、適正な会計処理などが求められている。
【教育局】学校施設・跡施設利用実施計画に基づき一部事業を実施しているが、今後継続的に利活用するには施設の維持管理等が
課題となる。

　自治会加入促進策について、今日の自治会の役割や目的を検証した上で、地域とともに実効性のある具体的な方策を検討してい
く。
　また、コミュニティ組織の強化・充実に向けて、高松市コミュニティ協議会連合会や各地域コミュニティ協議会への運営支援を
行うとともに、地域の裁量を生かした地域まちづくり交付金等によるコミュニティの活動支援を行う。
　また、活動拠点となるコミュニティセンター施設について、３０年度からスタートする次期計画に基づき、計画的な改築及び改
修を行う。

コミュニティ組織の強化・充実
Ａ

地域コミュニティ協議会事務局体制強化支援事業
○ ○ ％97 Ａ 継続

事務局体制を構築・強化した地域コミュニティ協議会

数
％100.0
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

コミュニティ活動の支援
Ｂ

地域まちづくり交付金事業
○ ○ ％72 Ｂ 拡充

コミュニティプランの見直し率
％70.5

（評価対象外）コミュニティ活動支援システム整

備事業

自治会活動推進事業
○ ％90 Ａ 改善継続

自治会加入率
％96.5

コミュニティ推進事業
○ ％90 Ａ 拡充

講演会・講習会の参加者数
％86.4

ゆめづくり推進事業
○ ○ ％52 Ｄ 統合

地域コミュニティ協議会への補助金交付件数
％50.0

コミュニティ活動拠点の整備・充実
Ａ

コミュニティセンター整備事業
○ ○ ％94 Ａ 継続

施設整備進捗割合
％100.0

学校跡地・跡施設再利用事業
％97 Ａ 継続

事業全体進捗率
％100.0

（評価対象外）コミュニティセンター管理運営事

業

自治会集会所整備支援事業
○ ％94 Ａ 継続

自治会集会所整備率
％100.0

（評価対象外）集会所施設管理事業
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１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）
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目　標
達成度
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成
果
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指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の
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成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
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指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

３ 市民満足度調査の状況
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

市民と行政がともに力を発揮できるまち

参画・協働によるコミュニティの再生

参画・協働の推進

市民政策局

市民協働推進室

087-839-2126
Ａ

市民 　市民活動センター機能の拡充や協働の担い手づくりなど協
働事業の充実及び広聴・広報活動の充実、情報の公開・提供
など行政の透明性を図ることにより、市民と行政との参画・
協働によるまちづくりの推進を目指す。

協働事業数
件

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

124 131 150

　行政と市民活動団体等との協働事業のうち、行政の事業見直し等に
伴い廃止となった事業があったことなどから、目標値を５％程度下回
る結果となった。

％95.4

点28

市政出前ふれあいトーク延べ参加者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

19,754 21,000 21,200

　市政出前ふれあいトークで実施している施設見学のうち、改修工事
により実施できなかった施設があったことから、目標値を６％程度下
回る結果となった。

％94.1

点28

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

42

19.7

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）42 19.7
0

52

10.7

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）52 10.7

0

57

44.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）57 44.8

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

134,618 138,263 167,188 179,124

88,203 91,990 120,120 97,352

222,821 230,253 287,308 276,476

【市民政策局】市民活動団体の活動支援のため、市民活動センターの機能強化を図るとともに、協働事業及び講座等を通じた「協
働の担い手」の育成が課題となっている。　【総務局】市民との情報共有を推進するため、市政に関する情報を積極的に分かりや
すく、適時適切に提供するとともに、参画と協働による市政運営が行えるような市民との情報共有のための仕組みづくりが課題と
なっている。

　市民活動団体の活動を支援する中間支援組織としての役割を果たせるよう、市民活動センターの機能強化に取り組む。また、協
働事業及び講座等の充実を図り、協働意識の醸成と「協働の担い手」の育成に取り組む。
　様々な媒体を活用し、広報機能の充実に取り組むとともに、市民の意見が市政に適切に反映されるよう、市民が主体的に市政に
参画できる環境づくりに取り組む。
　市民の市政に対する理解と信頼を得るため、個人情報の保護と情報公開の徹底を図る。

市民活動センター機能の拡充
Ａ

市民活動センター管理運営事業
○ ％100 Ａ 継続

市民活動センター総利用者数
％141.1
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

適切な個人情報の取扱いと情報公開の推進

（評価対象外）個人情報保護事業

（評価対象外）情報公開事業

協働事業の充実
Ｂ

協働企画提案事業
○ ○ ％97 Ａ 継続

継続事業数
％107.7

ボランティア・市民活動推進事業
％70 Ｃ 改善継続

協働推進研修受講者数
％66.2

自治と協働の基本指針普及事業
○ ％59 Ｃ 継続

市政出前ふれあいトークの参加者数
％48.0
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

広聴・広報機能の充実
Ａ

市民相談事業
○ ％90 Ａ 継続

法律相談利用者の満足度
％95.3

テレビ放送等広報事業
％94 Ａ 継続

民放テレビ広報番組視聴率【年平均】
％108.0

ホームページ等管理運営事業
％97 Ａ 継続

市ホームページ（トップページ）のアクセス件数
％107.5

広報たかまつ等発行事業
％92 Ａ 継続

広報たかまつ配布部数
％99.1

吹奏楽団事業
％82 Ｂ 継続

聴衆者数（参加者数）
％83.6

ホームページ管理システム整備事業
○ ％100 Ａ 継続

市ホームページ（トップページ）のアクセス件数
％107.5
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

市民と行政がともに力を発揮できるまち

参画・協働によるコミュニティの再生

離島の振興

市民政策局

地域振興課

087-839-2278
Ａ

　市民（各島の住民・各島への渡航者） 　女木島、男木島及び大島、それぞれの特性をいかした交流
・定住人口の拡大を図る。

各島への年間来島者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

195,339 126,427 127,000

　瀬戸内国際芸術祭２０１６開催の影響等により各島への渡航者が増
加傾向にある。

％154.7

点30

イベント参加者数
人

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

6,016 7,500 9,184

　大島振興方策等に基づき、大島振興につながる人権学習などを含む
交流活動に取り組んだが、前年度と比較してイベント等の参加者数は
若干減少した。

％86.5

点25

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

38

20.5

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）38 20.5
0

55

10.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）55 10.4

0

59

42.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）59 42.8

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

5,096 22,673 17,110 15,356

11,810 15,884 16,487 16,487

16,906 38,557 33,597 31,843

　瀬戸内国際芸術祭２０１６の開催等により、各島への渡航者が増加傾向にあるが、芸術祭期間以外においても航路等の利用促進
が図れるような施策の展開が必要である。

　各島への交流人口を増加させながら、更なる交流・定住を促進するため、多様な主体との連携・協働により各島の魅力を生かし
た活性化を図る。

航路の確保及び利便性向上
Ａ

離島航路振興事業
％100 Ａ 継続

女木・男木島航路利用者比率（基準年：平成２１年度

）
％101.5
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

交流・定住人口の拡大
Ａ

（評価対象外）男木交流館管理運営事業

大島振興方策推進事業
○ ％91 Ａ 継続

大島交流イベント参加者数（年間総数）
％92.6
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 17.0% 11.8% 49.4%

連携の推進 17.0% 11.8% 49.4%

平均 98% Ａ

　相互の特長をいかした多様な連携の推進に向けて、１施策に取り組んだ。
　「連携の推進」では、設定する２つの成果指標について目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とす
る。

施策名 満足度 不満度 重要度

　相互の特長をいかした多様な連携を推進するため、近隣自治体と連携し、圏域全体の生活関連機能サービスの向上を始
め、経済成長や高次の都市機能の集積・強化に資する事業の充実に取り組むとともに、香川県との連携強化を図り、連携
事業の創出に取り組みます。
　また、産・官・学・金・労等、多様な主体との連携強化を図り、地域経済の活性化や各種課題の解決を目指します。

施策名 得点率 総合評価

連携の推進 98% Ａ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 市民と行政がともに力を発揮できるまち 総合評価

政　策 相互の特長をいかした多様な連携の推進 Ａ
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３ 市民満足度調査の状況

うごき
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不満度

重要度
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H
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H
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0
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

市民と行政がともに力を発揮できるまち

相互の特長をいかした多様な連携の推進

連携の推進

市民政策局

政策課

087-839-2135
Ａ

　国、県、県内市町、産学など 　広域的な課題を始め、基礎自治体の在り方や新たな都市圏
域の在り方について調査・研究を進めるなど、効果的な連携
を推進する。

連携中枢都市圏での生活関連機能サービス等連携事業数
事業

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

52 50 55

　連携中枢都市圏での生活関連機能サービス等連携事業数が５２事業
となり、目標を達成した。

％104.0

点30

大学等との連携・協力事業数
事業

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

75 82 100

　大学等との連携・協力事業数が７５事業となり、目標を概ね達成し
た。

％98.7

点29

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

50

17

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）50 17.0
0

46

11.8

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）46 11.8

0

50

49.4

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）50 49.4

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

3,119 0 9,226 2,184

2,583 9,980 18,057 10,206

5,702 9,980 27,283 12,390

　市が広域的な課題に対処するに当たり、高度かつ専門的な内容などを取り扱うことも求められていることから、多様な主体との
連携強化などを図る必要がある。

　引き続き、都市間の広域連携や国・県・産学との連携を図り、社会の変革に即応した行財政運営を推進する。瀬戸・高松広域連
携中枢都市圏の構成自治体や大学、金融機関など多様な主体との連携事業の拡充を図る。

連携中枢都市圏における連携事業の充実
Ａ

瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン推進事業
○ ○ ％97 Ａ 継続

圏域で取り組む連携事業の数（都市圏ビジョン登載事

業数）
％100.0
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

多様な主体との連携強化
Ａ

多様な主体との連携推進事業
○ ％94 Ａ 継続

大学等との連携・協力事業数

金融機関等との連携協力事業数

％98.7

％95.7

県等との連携強化
Ａ

（評価対象外）広域都市連携事業
○

Ｇ７香川・高松情報通信大臣会合開催支援事業
％100 Ａ 完了

プレスリリース回数
％114.3
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１　政策の概要

２　政策を構成する施策の評価結果の平均値

３　政策の評価

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

平均 21.7% 23.0% 69.8%

効率的で効果的な行財政運営の推進 19.3% 19.3% 65.6%

職員力の向上 24.0% 26.6% 74.0%

平均 88% Ａ

　健全で信頼される行財政運営の確立に向けて、２施策に取り組んだ。
　「職員力の向上」では、設定する３つの成果指標のうち、昇任試験受験者数において、目標に届かなかったものの、他
の２指標については、目標を概ね達成した。
　「効率的で効果的な行財政運営の推進」では、設定する３つの成果指標のうち、行財政改革計画の目標達成度におい
て、目標に届かなかったものの、他の２指標については目標を達成又は概ね達成した。
　以上により、政策を構成する施策の平均得点率は８８％となり、政策全体として目指す方向に順調に進捗していると考
えられることから、本政策の総合評価は「Ａ」とする。

施策名 満足度 不満度 重要度

効率的で効果的な行財政運営の推進 91% Ａ

　健全で信頼される行財政運営を確立するため、市民から信頼される職員を目指し、高松市職員人財育成ビジョンやコン
プライアンス推進施策に基づき、職員の意識改革と資質の向上など職員力の向上を図ります。
　また、引き続き、行財政改革計画を策定し、進行管理を行う中で、行財政改革の推進を図るとともに、自主財源の確保
に努めながら、限られた財源を重点的、効率的に配分することにより、後年度に過大な債務負担を残さないよう効率的で
効果的な行財政運営の推進に努めます。

施策名 得点率 総合評価

職員力の向上 86% Ａ

平成29年度　高松市政策評価表（平成28年度分）

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 市民と行政がともに力を発揮できるまち 総合評価

政　策 健全で信頼される行財政運営の確立 Ａ
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平成 年度29 高松市施策評価表（ 年度分）28

2014

2015

2016

2018

2023

平成 年29

市民と行政がともに力を発揮できるまち

健全で信頼される行財政運営の確立

職員力の向上

総務局

人事課

087-839-2144
Ａ

　高松市職員 　職員の意識改革、資質向上及び組織の活性化を図るととも
に、職員のコンプライアンス意識とモチベーションも向上さ
せる。

市職員としてのコンプライアンスを理解している職員の
割合

％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

91.6 100 100

　「新コンプライアンス推進施策」に基づき、職員の意識改革に主眼
を置いた各種の取組を進めた結果、前年度に比べ、４．３ポイント上
昇したものの、目標値の達成には至らなかった。
２６年度：８５．１％　２７年度：８７．３％

％91.6

点27

昇任試験受験率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

12.5 23 30

　近年、昇任試験の受験資格があるにもかかわらず、受験しない職員
が増えており、適宜、昇任試験の制度改正を行ったり、各種研修の充
実を図っているが、受験者数を増加させることができなかった。

％73.5

点22

職員数の適正化計画の達成率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

99.9 100 100

　平成２６年６月に、計画を改定したものの、福祉行政など様々な行
政需要の対応のため達成できなかった。

％99.9

点29

25

24

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）25 24.0
0

5

26.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）5 26.6

0

16

74

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）16 74.0

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

24,150,267 277,080 26,203,647 5,415

228,442 228,442 257,513 23,553

24,378,709 505,522 26,461,160 28,968

　職務に対する職員のモチベーション及びコンプライアンスに対する意識の向上が必要である。加えて、職員一人一人が、公務員
としての自覚を持って職務に取り組むことが求められる。

　高松市職員人財育成ビジョンに基づき、計画的に研修を実施し、職員力の向上を図るとともに、新コンプライアンス推進施策の
各種取組を着実に実施し、信頼される職員を育成する。また、業績評価を盛り込んだ人事評価制度を導入するとともに、昇任試験
制度も適宜見直しを行い、組織の活性化と市民サービスの向上を図る。業務に必要な職員数を確保しつつ、人件費を継続的に抑制
するため、職員数の適正化に努める。

人事制度の整備

（評価対象外）人事管理事務
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

人材の育成とコンプライアンスの推進
Ａ

（評価対象外）職員力向上事業
○

（評価対象外）人材育成事業

コンプライアンス推進事務
○ ％91 Ａ 改善継続

市職員としてのコンプライアンスを理解している職員

の割合
％91.6

組織・人事管理の適正化

（評価対象外）職員福利厚生事務

（評価対象外）職員数適正化事業

（評価対象外）組織機構・事務所管等の見直し事

業
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2014

2015

2016
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2023

平成 年29

市民と行政がともに力を発揮できるまち

健全で信頼される行財政運営の確立

効率的で効果的な行財政運営の推進

総務局

行政改革推進室

087-839-2160
Ａ

　市民 　多様化する市民ニーズや社会情勢の変化に的確に対応でき
る、効率的で効果的な行財政運営を推進し、より質の高い適
切な公共サービスの提供を継続する。

行財政改革計画の目標達成度
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

79 100 100

　計画登載の実施項目１００件のうち、関係者等との協議を要する事
業等において遅れが生じたことなどから、達成度が「達成」及び「お
おむね達成」となった事業は７９件となり、目標を下回った。

％79.0

点23

経常収支比率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

91.8 90 90

　経常経費一般財源と経常一般財源ともに減少したものの、経常一般
財源の減少率が大きかったため、数値が上昇した。
　引き続き、経費節減等に努めていく。

％98.0

点29

実質公債費比率
％

年度26 年度27 年度28 年度30 年度35

9 10 10

　標準財政規模と基準財政需要額の上昇により、比率としては、昨年
より減少した。
　今後も有利な起債を選択し、財政負担軽減を進めていく。

％110.0

点30

45

19.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）45 19.3
0

20

19.3

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）20 19.3

0

28

65.6

位 （ ％） 位 （ ％） 位 （ ％）28 65.6

年度26 年度27 年度28
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）26 年度（決算）27 年度（決算）28 年度（予算）29

34,116,613 34,379,735 36,255,438 15,406,623

3,984,108 4,019,582 4,316,087 3,315,085

38,100,721 38,399,317 40,571,525 18,721,708

　自治基本条例に基づく市民主体のまちづくりを一層推進するとともに、地域行政組織再編計画及び社会保障・税番号制度を推進
し、市民の身近な行政機関である地域行政組織における幅広いサービス提供や、オンライン申請等の拡充により、市民の利便性や
行政効率を向上させる必要がある。
　また、事業の選択と集中、ふるさと高松応援寄附制度の魅力向上に向けた見直し等を進め、財源を確保するとともに、公共施設
については、ファシリティマネジメントの観点から、保有総量の適正化や配置の見直し等を進め、総合的なマネジメントによる更
新や長寿命化を実施し、財政負担の軽減化・平準化に努める必要がある。

　多様化する市民ニーズや社会情勢の変化に的確に対応できる、効率的で効果的な行財政運営を推進し、健全で信頼される行財政
運営の確立を目指す。

電子行政の推進
Ｃ

超高速情報通信網整備事業
％100 Ａ 継続

市域における整備率
％100.0

（評価対象外）塩江ケーブルネットワーク管理運

営事業

情報処理システム管理運営事業
％97 Ａ 継続

前年度比運用経費削減率
％108.8

庁内ネットワーク再構築事業
○ ％100 Ａ 継続

本庁舎ネットワーク再構築進捗率
％100.0

社会保障・税番号制度推進事業（行政改革推進室

分）
○ ○ ％40 Ｄ 改善継続

コンビニにおける証明書発行数

マイナンバーカード交付枚数

％15.6

％25.2

社会保障・税番号制度推進事業（市民課分）
○ ○ ％43 Ｄ 継続

コンビニにおける証明書発行数

マイナンバーカード交付枚数

％15.6

％25.2

社会保障・税番号制度推進事業（情報政策課分）
○ ○ ％40 Ｄ 継続

コンビニにおける証明書発行数

マイナンバーカード交付枚数

％15.6

％25.2
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

健全な財政運営の推進
Ｂ

（評価対象外）財政管理事務

（評価対象外）収納管理事務

ふるさと高松応援寄附促進事業
％76 Ｂ 継続

ふるさと納税寄附人数

ふるさと納税寄附金額

％71.5

％71.4

（評価対象外）基金管理事務

（評価対象外）予備費管理事務

競輪事業
％93 Ａ 継続

車券発売収入
％95.7

（評価対象外）会計管理事務

（評価対象外）市債管理事務

（評価対象外）固定資産税等課税事務

（評価対象外）市民税等課税事務

（評価対象外）債権管理適正化推進事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

効率的な行政運営の推進 (1/2)
Ａ

（評価対象外）行政改革推進事業

（評価対象外）議会事務

（評価対象外）工事請負契約等事務

（評価対象外）工事検査事務

（評価対象外）文書事務

（評価対象外）庁舎等管理事務

（評価対象外）公有財産管理事務

（評価対象外）自動車管理事務

（評価対象外）総合計画推進事業

（評価対象外）公平委員会事務

（評価対象外）支所・出張所管理運営事業

（評価対象外）戸籍・住民基本台帳事務

（評価対象外）選挙管理委員会事務

（評価対象外）選挙執行事務

（評価対象外）統計調査事業
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基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

効率的な行政運営の推進 (2/2)
Ａ

（評価対象外）監査事務

（評価対象外）市有建築物設計監理監督事務

自治推進事業
％90 Ａ 継続

施策全体の満足度（市民満足度調査）
％87.9

（評価対象外）企画調整事務

（評価対象外）一般行政事務

（評価対象外）議員報酬、市長及び副市長の給料

等審議会事務

（評価対象外）市政功労者表彰事務

（評価対象外）公文書館管理運営事業

ファシリティマネジメント推進事業
○ ％87 Ａ 継続

各種方針・計画等の進捗率
％94.4

総合センター整備事業（行政改革推進室分）
○ ％95 Ａ 継続

総合センターへの移行施設数

総合センターの取扱業務数

％100.0

％98.7

（評価対象外）たかまつ創生総合戦略推進事業

総合センター整備事業（地域振興課分）
○ ％93 Ａ 継続

総合センターへの移行施設数

総合センターの取扱業務数

％100.0

％98.7

総合センター整備事業（長寿福祉課分）
○ ％93 Ａ 完了

総合センターへの移行施設数

総合センターの取扱業務数

％100.0

％98.7

（評価対象外）行政不服審査事務
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